
「超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成（北信がんプロ）」 

外部評価委員会議事次第 

日 時：平成３０年３月１６日(金曜日) １３時００分～１５時３０分 
場 所：金沢大学医学類Ｂ棟１階応接室 

（進行）統括コーディネーター 金沢大学附属病院がんセンター教授 矢野 聖二 

Ⅰ. 開会挨拶 
金沢大学基幹教育改革・附属病院担当理事  大竹 茂樹 

Ⅱ. 議 事 
１． 配付資料確認 
２． 外部評価の手順、確認     （資料 1） 
３. 活動状況報告（北信がんプロ全体） （資料２） 

（発表 30 分、質疑応答 15 分  計 45 分）
４． 活動状況報告（連携各大学） （資料 3） 
   （発表 5 分程度、質疑応答５分 計 60分程度） 

① 信州大学 包括的がん治療学教授 小泉 知展 
② 富山大学 附属病院臨床腫瘍部教授 林  龍二 
③ 福井大学 がん診療推進センター教授 片山 寛次 
④ 金沢医科大学 再生医療学教授 下平 滋隆 
⑤ 石川県立看護大学 成人看護学領域教授 牧野 智子 
⑥ 金沢大学 附属病院がんセンター教授 矢野 聖二 

５． 評価委員・コーディネーター意見交換 
６． 各外部評価委員からの講評 
７． 松浦成昭外部評価委員長 講評（総括） 

Ⅲ. 閉会挨拶 
金沢大学医薬保健学総合研究科長 堀 修 

Ⅳ．閉 会 （15：30終了予定） 

次紙へ 



配布資料 
   

資料１  外部評価委員会の手順、確認 
資料２   「超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成（北信がんプロ）」 

活動状況報告資料（北信がんプロ全体 パワーポイント資料） 
資料３ 「超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成（北信がんプロ）」 
      活動状況報告資料（連携各大学（信州大・富山大・福井大・金沢医科大・

石川看護大・金沢大） パワーポイント資料） 
資料４ 平成 29 年度 事業報告（2 月末。大学別事業報告） 
資料５  平成 29 年度 取組状況・受入状況報告（2月末。中間・文科省資料） 

  資料６  「超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成（北信がんプロ）」 
文部科学省 平成 29 年度多様な新ニーズに対応する「がん専門人材（が
んプロフェッショナル）養成プラン」公募申請書 

  資料７   資料 6「超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成（北信がんプロ）」 
採択時の推進委員会からのコメント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



外部評価の評価手順（平成３０年度） 
 
１． 外部評価委員会の各評価委員による評価 

 
各評価委員がそれぞれ、委員個々の評価結果報告書を作成する。 

 
（１） 評価にあたっては、「外部評価報告（委員提出用）」を用いて、中間評価（内部点検） 
活動状況と評価、運営協議会によるプレゼンテーション・質疑応答に基づき評価を行う。 
（２） 当該評価報告書は、本プログラム担当がんプロ事務局へメール等で提出し、事務局
で一時お預かりした後、全ての委員からの報告が揃い次第、外部評価委員会委員長へメール
にて送付・提出する。 
 

※ 各委員からの外部評価報告 がんプロ事務局へ提出 ３月 23日（金）１７時まで 
 
２． 外部評価委員長による外部評価委員会評価結果（案）の作成 
 
各評価委員からの評価報告を受けて、委員長が外部評価委員会としての評価結果（案）を

作成する。その後、評価結果（案）を各評価委員へ送付し、評価委員は評価結果（案）を確
認する。 
各評価委員は、修正意見及び質問等があれば、その旨を任意の書式により記述し、事務局

へ提出する。事務局は、意見等を整理して評価委員へ送付する。 
評価委員長は、必要に応じて修正意見を踏まえた評価結果（修正案）を作成し、各評価委

員へ送付する。委員長は、メール等で対応できない場合、審議の必要があると認めた場合は、
外部評価委員会を再度開催する。 

 
最終的に外部評価委員会としての外部評価結果を作成し、事務局へ通知する。 

 
※ 外部評価（総括） 最終提出締切日 ３月３０日（金）１７時まで 

 
お忙しいところ、誠に恐縮ですが、文科省への取組調査等の報告期限もあり、上記日程に

てご対応いただきたく、よろしくお願い致します。 
諸事情により、ご対応が困難な場合は、お知らせください。 
 

 
【問い合わせ先】金沢大学がんプロ事務局 担当 石塚・内山 
TEL 076(234)4205、076(265)2854 FAX 076(265)2855 
ｍail;gpro@med.kanazawa-u.ac.jp 
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北信がんプロ活動状況報告

統括コーディネーター 矢野 聖二

（金沢大学附属病院がんセンター）

（金沢大学がん進展制御研究所 腫瘍内科）

「超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成」

「北信がんプロ」外部評価委員会

平成30年3月16日（金）（金沢大学医学類B棟 応接室）



発表内容

2

１、北信がんプロの背景と概要

２、実施体制

３、教育コースと講義内容

４、地域がんデータベース

５、スタッフ研修

６、人材交流、合同シンポジウム

７、市民啓発

８、今後の予定
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北信がんプロの実施事業

全国e-learningクラウド

金沢大・がん進展制御研究所

国立がん研究センター

海外連携施設

国際シンポジウム

他のがんプロ拠点
他の人材育成プログラム

「第三の道」、「認プロ」
「スーパードクター」等

がんゲノム、小児・AYA・希少がん、
ライフステージに関する教材を
教員が作成

市民公開講座

北信オンコロジーセミナー
ライフステージ事例検討会
（TV会議システムを使用）
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①講義

②演習（多職種連携）

③地域がん医療の特徴把握

④スタッフ研修（FD)

⑤人材交流

⑥市民啓発・教育

地域がんデータベース
（院内がん登録データを活用）

海外FD研修

連携6大学

金沢大 信州大

石川看護大金沢医大

福井大 富山大

北信4県のがん拠点病院等

北信4県の医師会

北信4県のがん拠点病院等

北信4県の医師会

北信4県の自治体

北信4県の自治体

患者会合同シンポジウム

小児・AYA世代・高齢者の
がんデータの把握→対策立案

ライフステージを
テーマとした研修を
今年度に予定

アンケートでニーズの把握

地域でのFD研修
がん拠点病院や
大学プログラムと連携
した研修会を実施



北信地域での遠隔教育システム構築・活用

6

北信がんプロの教育に関する基本構想

北信地域における多様な新ニーズに対応できる知識を相互補完的に習得できる

北信6大学の強み（金沢大：先進的な集学的個別化ゲノム医療、信州大：がん診療
に詳しい認定遺伝カウンセラー養成、小児・AYA世代がん診療、金沢医大：希少が
ん病理診断や就学的治療・就労支援、富山大：高齢者がん対策、福井大：先進的
在宅緩和ケア、石川看護大：患者のライフステージに合わせた全人的ケア・認定
看護師養成）を生かした相互補完的教育プログラムを19コース新設（本科10コース、
インテンシブ9コース）し、大学の枠を超えて履修できる共通選択科目や単位互換
を導入します。

TV会議システムを活用した従来の北陸がんプロキャンサーボードをさらに充実・発
展させた、北信地域での遠隔教育システムの構築・活用に取組みます。遠隔教育
システムにより6大学やがん診療連携拠点病院の専攻生や教員、医療スタッフ等
の多職種が一堂に会する北信オンコロジーセミナー（病態や治療中心）やライフス
テージ事例検討会（患者ケア・支援中心）を定期開催します。これにより北信地域
全体の多職種が、最先端のゲノム医療、小児・AYA世代・高齢者がんや希少がん
症例の研究、診断、治療、緩和ケア、就労支援等を効率的に学習することができ
ます。

地域での症例や先進的がん医療の実態を把握し、
戦略的がん医療人を育成する教育システムを構築
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

① NPOがんプロ認定機構を新たに立ち上げ
予算確保を試みる

②

③

④

⑤

⑥

⑦

実施体制、北信地域がんデータベースの項参照

少子高齢化、小児・AYA世代がんのがん医療の
問題点を北信地域がんデータベースで解明する

外部評価委員会は毎年開催に変更
（H29年9月の学長連絡協議会で変更を決定！）

まずTV会議を用いた演習に注力
がんデータベースを用いた研究予定

各大学の専門性の高い教員の講義をe-learningや
演習で聴講し他大学の院生が恩恵を与る

他のがんプロチームとの合同シンポジウムで
人材育成モデルの情報発信を想定。
今後、合同シンポジウムを計画する

推進委員会からのコメントへの対応



発表内容
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１、北信がんプロの背景と概要

２、実施体制

３、教育コースと講義内容

４、地域がんデータベース

５、スタッフ研修

６、人材交流、合同シンポジウム

７、市民啓発

８、今後の予定



北信がんプロ実施体制

外部評価委員会

学長連絡協議会

北信がんプロ運営協議会

総務委員会 教務委員会 企画委員会広報委員会がんデータ
ベース委員会

石川看護大金沢大 信州大 富山大 福井大 金沢医大

カリキュラム
E-learning教材
など

データベース作成法
解析法決定
成果発表法など管理

ＷＥＢ管理
印刷物作成
など

シンポジウム
市民公開講座
ＦＤ研修など

運営一般
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・6大学
・地域医療機関
・医師会
・自治体
・患者会 等

演習計画

オンコロジー
セミナー委員会

看護保健系会議

看護、保健、薬学系
の事案
事例検討会の計画
など



北信がんプロ
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福井大 金沢医大 金沢大 石川看護大 富山大 信州大

片山寛次 元雄良治 矢野聖二 牧野智恵 林 龍二 小泉知展

連携校責任者

北信がんプロ事務局（金沢大内）

北井恵理 石塚靖志 内山恵



各種委員会 委員リスト
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大学名 総務委員会 教務委員会 広報委員会
がんデータベース

委員会

オンコロジー
セミナー
委員会

企画委員会 看護保健系会議

金沢大学

矢 野 聖 二 溝 上 敦 大 島 正 伸 中 田 光 俊 矢 野 聖 二 絹 谷 清 剛 稲 垣 美智子

中 田 光 俊 鈴 木 健 之 吉 崎 智 一 土 屋 弘 行 中 田 光 俊 谷 本 梓 塚 崎 恵 子

田 嶋 敦 谷 本 梓 武 村 哲 浩

松 下 良 松 下 良

武 村 哲 浩 崔 吉 道

信州大学

田 中 榮 司 田 中 榮 司 塩 沢 丹 里 小 泉 知 展 小 泉 知 展 伊 藤 研 一 内 田 緑

小 泉 知 展 中 沢 洋 三 野 見 山 哲 生 中 沢 洋 三

小 泉 知 展 中 沢 洋 三 塩 沢 丹 里

塩 沢 丹 里 伊 藤 研 一

伊 藤 研 一

富山大学
（主）林 龍 二 （主）北 村 寛 （主）新 田 淳 美 （主）林 龍 二 （主）藤 井 努 （主）北 村 寛 （主）安 田 智 美

（副）新 田 淳 美 （副）籐 秀 人 （副）長 田 拓 哉 (副）関 根 道 和 （副）梶 浦 新 也（副）櫻 井 宏 明（副）八 塚 美 樹

福井大学

片 山 寛 次 小 林 基 弘 片 山 寛 次 吉 田 好 雄 片 山 寛 次 谷 澤 昭 彦 上 野 栄 一

谷 澤 昭 彦 磯 見 智 恵 上 野 栄 一 黒 川 哲 司 谷 澤 昭 彦 山 下 芳 範 繁 田 里 美

磯 見 智 恵 片 山 寛 次

金沢医科大学
元 雄 良 治 下 平 滋 隆 犀 川 太 西 野 善 一 安 本 和 生 山 田 壮 亮

下 平 滋 隆 川 端 浩 新井田 要 浦 本 秀 隆 木 南 伸 一 川 﨑 康 弘

石川県立看護
大学

石 垣 和 子 牧 野 智 恵 今 井 美 和 今 井 美 和 牧 野 智 恵 牧 野 智 恵

牧 野 智 恵 岩 城 直 子 林 静 子 磯 光 江 山 崎 智 可 金 谷 雅 代

会議はTV会議システムで開催



北信がんプロ 平成２９年度予算内訳

共通 金沢大 信州大 富山大 福井大 医科大 看護大 合計

直接経費 27,053 24,390 15,871 12,371 13,626 11,007 12,272 116,590

間接経費 6,000 5,510 3,800 0 0 0 0 15,310

総
事
業
費

間
接
経
費
含

35,557 29,900 19,000 12,230 13,626 11,007 10,580 131,900

（千円）
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学長連絡協議会

がんプロ運営会議

平成29年9月19日（月・祝）
ホテル金沢（金沢市）



発表内容
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１、北信がんプロの背景と概要

２、実施体制

３、教育コースと講義内容

４、地域がんデータベース

５、スタッフ研修

６、人材交流、合同シンポジウム

７、市民啓発

８、今後の予定



北信がんプロの教育コース

教育コース 対象 H29 H30 H31 H32 H33 合計
金沢大 先端的個別化医療コース 医師・歯科医師 0 5 5 5 5 20

がん個別化薬物療法薬剤師リーダーコース 薬剤師 0 1 2 2 2 7
個別化高度化を担う医療技術・医学物理人材育成コース 医学物理士 0 2 2 2 2 8

信州大 ゲノム医療に精通したがん治療医育成コース 医師 0 2 2 2 2 8
がん診療に詳しい認定遺伝カウンセラー養成コース 多職種 0 1 1 1 1 4

富山大 高齢がん患者対策専門コース 医師 0 4 4 4 4 16
個別化医療で支えることができる高度薬剤師養成コース 薬剤師 0 1 1 1 1 4

福井大 地域がん専門医養成コース 医師 0 2 2 2 2 8

金沢医大 がんプロフェッショナルがん専門医リーダー養成コース 医師 0 2 2 2 2 8

石川看護大 がんライフステージコース 看護師 0 2 2 2 2 8
合計 0 22 23 23 23 91

教育コース 対象 H29 H30 H31 H32 H33 合計
金沢大 がんゲノム医療生涯教育コース 医師・歯科医師 2 6 6 6 6 26

がん個別化薬物療法実践薬剤師コース 薬剤師 0 2 2 2 2 8

富山大 高齢がん患者対策専門コース 医師 2 2 2 2 2 10
個別化医療で支える専門的薬剤師養成コース 薬剤師 1 2 2 2 2 9
在宅がん緩和リハビリテーションコース 看護師 0 1 2 2 2 7

福井大 在宅栄養管理コース 医師等 0 12 22 22 22 78
在宅緩和医療 医師等 0 24 24 24 24 96

金沢医大 がん集学的治療医養成コース 医師 1 2 2 2 2 9

石川看護大 がんライフケアコース 多職種 3 7 7 7 7 31
合計 8 55 67 67 67 264

本科生コース（10）平成30年4月受入れ開始

インテンシブコース (9) 平成29年10月受入れ開始（一部平成30年4月開始）
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カテゴリ 北陸がんプロ科目名 筑波カテゴリ 筑波タイトル

全職種共通 がん緩和医療学 緩和医療学 鎮痛剤および鎮痛補助剤
ほか

全職種共通 腫瘍薬物学特論 腫瘍内科学・薬学 腫瘍内科学概論 ほか

全職種共通 腫瘍放射線医学特論 臨床腫瘍学概論ほか 放射線腫瘍学
放射線生物学ほか

全職種共通 分子腫瘍学特論 基礎腫瘍学 腫瘍生物学１ ほか

全職種共通 臨床栄養学特論 栄養学 栄養学項目１ ほか

医師共通 がん外科学特論 腫瘍外科学 消化器がん ほか

医師共通 腫瘍病理学特論 基礎腫瘍学・病理診断学 がん検査医学 ほか

医師共通 臨床腫瘍学特論 臨床腫瘍学概論 代表的疾患の標準的治療
4 造血器腫瘍 ほか

医師共通 臨床統計学特論 臨床研究と生物統計学 医療統計学１ ほか

コメディカル 医学物理学特論 医学物理/放射線物理学ほか １.原子と原子核の構造
ほか

コメディカル コンサルテーション論 緩和医療学 ほか 家族・遺族のケア ほか

旧北陸がんプロコンテンツ 16科目中11科目（78コンテンツ）を公開

旧北陸がんプロコンテンツの全国e-クラウドシステムへの登録状況
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項目 担当（責任校）

ゲノム医学の基礎とがんゲノム 金沢大
がんゲノム医療総論 金沢大
がんゲノム医療の実際：1 体細胞変異がん(1) 金沢大
がんゲノム医療の実際：2 体細胞変異がん(2) 金沢大
がんゲノム医療の実際：3 家族性腫瘍・遺伝性腫瘍（胚細胞変異がん） 信州大
ゲノム医療と倫理・法律・社会的問題 TBD
がんゲノム医療に必要な体制と人材 TBD
がんゲノム医療の応用と将来 TBD
小児・AYA世代の特徴 福井大
小児・AYA世代のがん治療総論 金沢医大
小児・AYA世代腫瘍各論1 (この時期特有の腫瘍） 金沢医大
小児・AYA世代腫瘍各論2（この時期に起きる成人腫瘍） 信州大
希少がん(小児・AYA世代以外) 金沢医大
晩期合併症と長期フォローアップの問題点 (1) 信州大
晩期合併症と長期フォローアップの問題点 (2) 信州大
小児・AYA世代のがん患者・家族に対する支援(1) TBD
小児・AYA世代のがん患者・家族に対する支援(2) TBD
ライフステージに応じたがん予防医学 金沢医大
ライフステージにおける壮年期がん医療 福井大
ライフステージにおける高齢者がん医療－機能・合併症の特徴と評価 富山大
ライフステージにおける高齢者がん医療－治療の特徴 富山大
ライフステージに応じた包括的支援 石川看護大
ライフステージにおける終末期のがん医療 石川看護大
社会とがん医療 TBD
ライフステージに応じたがん医療の臨床試験 福井大

北信がんプロで作成予定のe-learning教材（全国Eクラウドに参加）

収録完了

収録完了



北信オンコロジーセミナー（多職種連携演習）

・目 的 ：最先端のゲノム医療、小児・AYA世代・高齢者がん、希少がん症例の
研究、診断、治療、緩和ケア、就労支援等を効率的に学習する演習

がんの病態、診断、治療に主眼をおいたセミナー

・対 象 ：北信がんプロ受講生および北信地域の医療機関の多職種

・開催方法：がんプロTV会議システム

・開催頻度：3か月に1回（5年間で18回）

18

大学 ６拠点
がん診療連携拠点病院等 ２６拠点
（平成30年3月現在）

がん診療連携拠点病院等との
診療連携ネットワーク ●

●

●

●

●



がんプロテレビ会議システム概要（導入拠点）

北信がんプロ連携６大学、北陸・長野県のがん診療連携拠点病院など 計３２施設に設置

大学（６大学）

がん診療連携拠点病院
地域がん診療推進・協力病院

１期がんプロ
（H19～）

２期がんプロ
（H24～）

3期がんプロ
（H29年度内設置）

石川県
金沢大学
金沢医科大学
石川県立看護大学

小松市民病院
金沢赤十字病院
公立能登総合病院
恵寿総合病院

金沢医療センター
石川県済生会金沢病院
芳珠記念病院
金沢市立病院

石川県立中央病院
公立松任石川中央病院
浅野川総合病院

長野県 信州大学

諏訪赤十字病院
飯田市立病院
長野赤十字病院

富山県 富山大学

富山県立中央病院
富山市民病院
高岡市民病院
富山労災病院
厚生連高岡病院
市立砺波病院
黒部市民病院

金沢医科大学氷見市民病院
富山県済生会高岡病院
富山県済生会富山病院

福井県 福井大学
国立病院機構福井病院
福井県済生会病院

（平成30年3月現在）



新しいTV会議システム（センター設備入替）

（旧）金沢大学メディア基盤センター内
がんプロ会議専用機器

（テレビ会議端末のみ）最大12拠点接続
保守契約切れ・パーツが入手困難

富士通
館林センター内

クラウド型サーバー
・TV会議システム
・PC・スマートフォン
でも参加可能

最大40拠点接続まで
拡張可能
（現在は20拠点接続）
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北信がんプロ第1 回オンコロジーセミナーを、

各大学・がん診療連携拠点病院間を結んだテレビ
会議システムにより開催致しました。
（第1回オンコロジーセミナー 参加人数:90名）

第1回目となる今回は、金沢大学附属病院がんセ
ンター・信州大学医学部付属病院がんセンターよ
り2症例の発表と、国立がん研究センター理事・研
究所長の間野博行先生に特別講演として「がん研
究が導くゲノム医療」をご講演いただきました。

次回は、3月に富山大学主催にて開催予定です。



オンコロジーセミナーの担当予定（案）

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

金
沢
大

富
山
大

医
科
大

金
沢

福
井
大

信
州
大
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ライフステージ事例検討会（多職種連携演習）

23

・石川県立看護大が中心

・参加対象：医師、看護師、
薬剤師、理学・作業療法士、
ソーシャルワーカーなど

（開催予定）
29年度 8回
30年度 12回
31年度 12回
32年度 6回
33年度 6回
計 44回

石川看護大

牧野智恵

H29年度
参加人数

第1回 65名
第2回 96名
第3回 56名
第4回 92名
第5回 66名
第6回 58名
第7回 中止
第8回 名

計 433名

＠
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ライフステージ事例検討会

（H29年度の開催実績）



発表内容

25

１、北信がんプロの背景と概要

２、実施体制

３、教育コースと講義内容

４、地域がんデータベース

５、スタッフ研修

６、人材交流、合同シンポジウム

７、市民啓発

８、今後の予定



院内がん登録データ がん種別罹患数、年齢分布、
発見ステージ、初回治療の種類

地域がんデータベース

28のがん拠点病院/北信4県

26
北信地域でのがん対策立案に活用

35,000人/年

目的：北信地域のがん患者さん、がん医療の特徴を明らかにする

将来のがん対策立案に活用する

 希少がん（肉腫・原発不明）  障がい者がん

 免疫チェックポイント阻害薬使用症例
（メラノーマ、肺がん、腎がん、頭頚部がん、胃がんなど）

 高齢者がん（80歳、85歳、90歳）

 甲状腺がん分子標的薬使用症例

 小児・AYAがん

解
析
対
象
案

金沢医大

西野善一
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部位
性
別

0～5
歳

6～10
歳

11～
15歳

16～
20歳

21～
25歳

26～
30歳

31～
35歳

36～
40歳 合計

全部位

男 3 4 3 8 2 8 8 19 55
女 4 5 6 6 11 13 37 49 131
計 7 9 9 14 13 21 45 68 186

小児・AYA世代のがん症例（2015年金沢大学附属病院）

小児（25例） AYA（161例）

妊娠時の検診は必ず・精度高く！精度管理に注力！

行政が考えるべき対策

全年齢（2234例）

1. 子宮頸がん （23.1％）

2. 脳・髄膜腫瘍 （15.1％）

3. 白血病 （11.8％）

4. 甲状腺がん （10.2％）

・AYA世代には子宮頸がんが多い！

・おそらく妊娠時の検診で発見！

・年代順にがんが多い！

読み取れること

・全年齢のうち8％！
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障がい者のがん症例（2015年金沢大学附属病院）

北信全体での症例数は？ 治療実施割合は？ 障がいの種類は？

障がい者のかたが
全身の検診を受けられる
仕組みをつくる！

行政が考えるべき対策

*院内がん登録の診断日以前に「（障がい者）医療費受給者証」の
認定を受けている人を対象

全がん患者さん（2234例）

症例数* 治療を受けた症
例数

頭頚部がん 4 4
脳・髄膜腫瘍 4 4
悪性リンパ腫 2 2
腎がん 2 2
白血病 2 2
卵巣がん 2 2
その他 4 4

・障がい者にも様々な
臓器にがんが発生

・当院紹介例では
全例何らかの治療を実施

読み取れること

・全症例の1%

合計 20 20
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推進委員会のコメント

長野県： 信州大学病院、佐久総合病院、諏訪赤十字病院、相澤病院、
長野赤十字病院、長野市民病院

富山県： 富山大学病院、富山市民病院、黒部市民病院、富山労災病院、
厚生連高岡病院、高岡市民病院、砺波総合病院、富山県立中央病院

石川県： 金沢大学病院、金沢医科大学病院、石川県立中央病院、金沢医療センター

福井県： 福井大学病院、福井県立病院、敦賀医療センター

協力施設



2010～2015年
症例

＋
障がい者情報

院内
がん登録
データ

2016～2017年
症例

＋
障がい者情報

（可能な施設のみ）
＋

DPC調査ファイル

2017 2018 2019 2020 2021 2022
5月

中間評価

3月

 障がい者がん（6年分）
 高齢者がん（6年分）
 小児・AYAがん（6年分）
 肉腫（6年分）

 障がい者がんなど4種（8年分）
 甲状腺がん（2年分）
 免疫CP阻害薬使用5がん種（2年分）

レセプト
情報

学会発表

英語論文
発表

4報 10報

データ収集と発表のスケジュール

がん対策立案

30

（可能な施設のみ）

 北信がんプロDB事業



発表内容

31

１、北信がんプロの背景と概要

２、実施体制

３、教育コースと講義内容

４、地域がんデータベース

５、スタッフ研修

６、人材交流、合同シンポジウム

７、市民啓発

８、今後の予定
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多様なライフステージに対応するための研修会（富山県）

富山大

林 龍二

エンドオブライフ・ケア援
助者養成基礎講座

（参加人数 100名）
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ＦＤ研修セミナー

（H29年度の開催実績）

石川看護大

牧野智恵
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腫瘍病理セミナー（H29年度の開催実績）

金沢医大

元雄良治

清川悦子



がん拠点病院と連携したFD研修会

35

大変理解しやすい

理解しやすい

普通

やや理解しにくい

理解しにくい

無回答

大変興味がある

興味がある

普通

あまり興味がない

興味がない

無回答

参加者へのアンケートの結果

11月9日開催分

クリニカルパスの講義 乳がんの講義
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平成１９年度

研修会名 日時 内容 参加者

第１回
平成１９年６月１７日（日）

１３：００～１５：００

分子標的薬剤による治療
不明

Tumor Dormancy Therapy

第２回
平成１９年７月２１日（日）

１４：００～１６：００

肺がんの外科的治療と化学療法
不明

がんの発生、転移に関する病理学

第３回
平成１９年１０月２７日（土）

１４：００～１６：００

化学療法の基礎 化学療法の臨床試験、抗癌剤の臨床薬理、抗腫瘍
効果判定など ３８名
放射線治療 放射線の基本、最新の治療法、ノバリス、リニアックなど

第４回
平成１９年１１月２４日（土）

１４：００～１６：００

がん性疼痛治療 強オピオイドによる疼痛治療
５２名

大腸がん 疫学、病態、病期毎の治療法選択、標準療法

第５回
平成２０年１月１９日（土）

１４：００～１６：００

肺がん 分子標的治療の基礎と臨床
６４名

乳癌 診断から治療まで

平成２０年度

研修会名 日時 内容 参加者

第６回
平成２０年５月１７日（土）

１５：００～１７：３０

脳腫瘍 「最近の脳腫瘍治療指針」
６４名

泌尿器 「泌尿器科の領域の悪性腫瘍」

第７回
平成２０年７月５日（土）

１４：３０～１７：００

血液 「造血器腫瘍の治療」
５３名

病理 「がんの病理診断」

特別講演会
平成２０年７月３０日（水）

１８：００～１９：３０
命の終焉を愛でるー在宅ホスピスにおける心のケア ８８名

第８回
平成２０年９月２０日（土）

１４：３０～１７：００

肝癌 「診療ガイドラインから最新情報」
５７名

膵癌 「膵癌の診断と内科的治療」

第９回
平成２０年１１月１６日（日）

１３：００～１５：３０

婦人科 「婦人科癌治療のup to date」
３０名

核医学 「がん医療におけるアイソトープ診療のポテンシャル」

第１０回
平成２１年１月２５日（日）

１３：００～１５：３０

胃 「胃がんの up to date -病態から治療まで-」
４２名

栄養 「消化器癌化学療法の最前線」

第１１回
平成２１年３月１４日（土）

１４：３０～１７：００

骨軟部 「骨軟部腫瘍の診断と治療」
４２名

頭頸部 「１時間でわかる頭頸部がん」

平成２１年度

研修会名 日時 内容 参加者

第１２回
平成２１年７月１日（水）

１７：３０～１８：２０
患者及びメディアからがん拠点病院とがんプロに期待するもの ７４名

第１３回
平成２１年９月２７日（日）

１３：００～１５：３０

治療と並行する早期からの緩和ケア～チーム医療における看護師の役
割～ １５名
粒子線治療：兵庫の経験

第１４回
平成２２年１月２９日（金）

１８：００～２０：００

大阪府のがん診療連携拠点病院による統一型地域連携パス
８９名

腎癌の分子標的治療について

第１５回
平成２２年２月２７日（土）

１４：３０～１７：００

国立がんセンターにおける通院治療センターの現状
２４名

精神腫瘍に関する緩和ケア

平成２２年度

研修会名 日時 内容 参加者

第１６回
平成２２年７月３１日（土）

１３：００～１５：３０

血液 「多発性骨髄腫の診断と治療の進歩」
３３名

膵癌 「膵癌の診断と内科的治療の現状」

第１７回
平成２２年９月２４日（金）

１８：００～２０：００

胃がん 「胃癌の化学療法と副作用対策ー最近の臨床試験と制吐剤を
中心にー」

４３名
緩和ケア 「がん性疼痛に対する最新のペインコントロールーその有用
性と注意点ー」

特別講演会
平成２２年１０月８日（金）

１７：３０～１９：３０
緩和医療の課題と展望 ８３名

第１８回
平成２３年１月２１日（金）

１８：００～２０：００

放射線治療
９１名

禁煙支援

平成２３年度

研修会名 日時 内容 参加者

第１９回
平成２３年７月１４日（木）

１８：００～２０：００
陽子線治療

９２名
外来化学療法室

第２０回
平成２３年９月３０日（金）

１８：００～２０：００
クリニカルパス

５６名
栄養

第２１回
平成２４年１月２７日（金）

１８：００～２０：００
小児がん

５５名
オンコロジーエマージェンシー

平成２４年度

研修会名 日時 内容 参加者

第２２回
平成２４年９月６日（木）

１８：００～２０：００
化学療法

７５名
ロボット手術

第２３回
平成２４年１１月２日（金）

１８：００～２０：００
がん検診

６５名
地域連携パス

第２４回
平成２５年３月７日（木）

１８：００～２０：００
放射線治療

８２名
支持療法

平成２５年度

研修会名 日時 内容 参加者

第２５回
平成２５年７月２５日（木）

１８：００～２０：００
がん研有明病院における腹腔鏡下胃切除の教育

８５名
外来化学療法のマネジメント

第２６回
平成２５年１１月８日（金）

１８：００～２０：００
‘つどい場はなうめ’におけるがん患者さんの声

３６名
当院におけるクリニカルパスの現状ーDPCデータに基づくパス改訂と地域連携ー

第２７回
平成２６年２月２０日（木）

１８：００～２０：００
積極的がん治療期における緩和ケア・支持療法

６３名
ホウ素中性子捕捉療法（BNCT)が拓く、がん放射線治療の未来

平成２６年度

研修会名 日時 内容 参加者

第２８回
平成２６年７月２４日（木）

１８：００～２０：００
切除不能膵がん、最強の化学療法

１０２名
ビデオで見る胃癌手術とコメディカルによるそれぞれの癌治療アプローチ

第２９回
平成２６年１０月２３日（木）

１８：００～２０：００
肺癌の新たなる治療法について‐２０１４アップデート‐

６６名
電子カルテにおけるクリニカルパスの運用

第３０回
平成２７年２月２６日（木）

１８：００～２０：００

がん患者をとりまく就労の課題とその支援

１００名ここまで進んだ免疫療法

肺がん診療における放射線治療～お役立ちのあれこれ～

平成２７年度

研修会名 日時 内容 参加者

第３１回
平成２７年６月１８日（木）

１８：００～２０：００
がん個別化治療を推進する病理・遺伝子診断の現状と課題

８９名
胃癌治療，私たちの取り組み

第３２回
平成２７年１０月２２日（木）

１８：００～２０：００
遺伝子異常を有する希少肺癌に対する個別化治療の確立への挑戦

７１名
パスを通して実現するチーム医療

第３３回
平成２８年３月１０日（木）

１８：００～２０：００

がん患者の就労について

５８名前立腺癌の放射線治療 治療の実際と晩期障害

肺癌薬物療法 update-がん免疫療法の位置づけ-

平成２８年度

研修会名 日時 内容 参加者

第３４回
平成２８年６月２３日（木）

１８：００～２０：００
肺がん診療の真実：最新の診断と手術

６５名
胃癌化学療法の新展開

第３５回
平成２８年１１月１７日（木）

１８：００～２０：００
NSCLCに対する治療戦略～新しい時代の幕開け～

７１名
クリニカルパスによる医療の標準化

第３６回
平成２９年３月日（木）
１８：００～２０：００

働く世代のがん患者の支援：就労問題を中心に

８１名がん放射線治療の基礎になる放射線生物学の進展

ここまでわかってきたＮｉｖｏｌｕｍａｂの臨床とそのメカニズム

平成２９年度

研修会名 日時 内容 参加者

第３７回
平成２９年６月２９日（木）

１８：００～２０：００
大腸がん化学療法の現況と展望

６６名
乳がん治療の最前線

第３８回
平成２９年１１月９日（木）

１８：００～２０：００
医療の質保証に向けた効率的・効果的なパスの運用

９７名
乳がん治療としての乳房再建～広がる選択肢～

第３９回
平成３０年３月１日（木）

１８：００～２０：００

がん患者の就労について

８７名小線源治療

長期生存が可能になった免疫チェックポイント阻害薬による肺癌治療

がん拠点病院と連携した研修会（石川県）

H19年から39回開催：2496名以上が参加



海外FD研修会（ワシントンＤＣ）
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大学/病院 役職

1金沢大学 特任助教

2金沢大学 主任

3金沢大学 薬剤師

4金沢大学 助教

5金沢大学 准教授

6金沢大学 助教

7金沢大学 准教授

8信州大学 准教授

9富山大学 講師

10福井大学 助教

11福井大学 准教授

12金沢医科大学 教授

メインテーマ

訪問先

日程

参加者

がんゲノム医療

Ｈ30年2月12日～17日

国立ヒトゲノム研究所

（National Human Genome 
Research Institute (NHGRI) ）

国立がん研究所
（National Cancer Institute）

若手スタッフが
中心



海外FD研修会（メルボルン）
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大学/病院 役職

1石川看護大 教授

2石川看護大 助教

3石川看護大 教授

4石川看護大 講師

5石川看護大 講師

6石川看護大 特任助手

7金沢大 緩和ケア認定看護師

8信州大 薬剤師

9信州大 緩和ケア部門 教授

10富山大 緩和ケア認定看護師

11富山大 助教

12福井大 緩和ケア認定看護師

13福井大 副看護師長

14金沢医科大学 講師

メインテーマ

訪問先

日程

参加者

参加者は成果報告として、Ｈ３０年度に北信がんプロのスタッフ対象にFD講習会を担当

ライフステージに応じた先進的緩和ケア

Ｈ30年3月24日～30日

モナッシュ大学
ビクトリア州保健福祉局
ロイヤル・メルボルン病院

エップワース・ヘルスケア
バンキシア・パリアティブケアサービス

モナッシュ・ヘルス

石川看護大

牧野智恵

H30年度AMED新規応募課題



発表内容
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１、北信がんプロの背景と概要

２、実施体制

３、教育コースと講義内容

４、地域がんデータベース

５、スタッフ研修

６、人材交流、合同シンポジウム

７、市民啓発

８、今後の予定



合同シンポジウム/国際シンポジウム

・目的：大学院生、スタッフの情報交換・人材交流・国際化

・対象：大学院生、教育・指導スタッフ

・方法：他の教育プログラムとの合同開催

40

未来医療研究人材拠点形成事業「第三の道」

認知症プロフェッショナル（認プロ）

スーパードクター（信州大）

他のがんプロ拠点

金沢大学がん進展制御研究所

WPI 金沢大学ナノ生命科学研究所(NanoLSI)
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特別講義
「臨床研究事案から学ぶCOI管理」
10月26日開催 参加人数：107名

国際セミナー
「Beyond Targeting Oncogenes:
Emerging Anti-Cancer Strategies」
9月26日開催 参加人数：87名 未来医療事業と共催
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がん進展制御研究所
50周年記念国際シンポジウム
10月25日開催 参加人数：221名

国際シンポジウム
「Joint international symposium 2017」
11月8日開催 参加人数：100名

群馬大と共催



発表内容
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１、北信がんプロの背景と概要

２、実施体制

３、教育コースと講義内容

４、地域がんデータベース

５、スタッフ研修

６、人材交流、合同シンポジウム

７、市民啓発

８、今後の予定



合同市民公開講座

目的：市民への啓蒙
がん教育

検診受診
↓

早期発見
↓

早期治療
↓

早期社会復帰

の流れを作る

44

・年1回ずつ

・場所は毎年持ちまわり

・毎回全大学関係者が1名は出席

・順番は石川→福井→長野→富山

（参加人数:157名）
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アンケート結果

参加者の意見

性別 年齢 居住地 聞きたいテーマ フリーコメント

女性 40代 石川県 がんの予防 免疫チェックポイント阻害薬のお話は興味深い内容でした。
清水さんの講演は感動でした。とても熱く語られて、心に響
きました。

男性 60代 石川県 前立腺がん 田中君と加藤君の説明は分かりやすかったよ。これからも
患者を助けるためガンバレ！清水さんの言葉、ＶＴＲ涙が出
ました。私たちは何も出来ませんが、心から応援します。
今日の講演忘れません。皆に話します。頑張れ清水さん。

合同市民公開講座での参加者の声

開催を何で知ったか
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福井大

片山寛次

県民公開シンポジウム
がん診療最前線
（参加人数:170名）
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信州大

小泉知展

がん化学療法におけ
る腫瘍内科医の役割
（参加人数:70名）
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北信がんプロホームページ
（トップページ）



発表内容
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１、北信がんプロの背景と概要

２、実施体制

３、教育コースと講義内容

４、地域がんデータベース

５、スタッフ研修

６、人材交流、合同シンポジウム

７、市民啓発

８、今後の予定
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北信がんプロ全体の今後のスケジュール

2017 2018 2019 2020
第
４
期
へ

中間評価 最終評価

E-learning教材作成

演
習

北信オンコロジーセミナー

ライフステージ事例検討会

地域がんデータベース

学長連絡協議会

運営協議会

外部評価委員会

文科省による評価

本科生コース

インテンシブコース

受
入

海外FD研修

国際シンポジウム

市民公開講座

●２校 〇４校

〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇〇

2021

計画書IRB承認 データ収集１ データ収集２

成果発表 ● ● ●

年

数
値
目
標

18回
6500名
30回

4500名

91 名
264 名

7種活用

各校1回

2回

5回

●●

●

●

●
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来年度の取組み

・本科生コースの開設 大学院生の受入れ

・インテンシブコースでの受講生の受入れ

・E-learning教材、多職種連携セミナーの充実化

・地域がんデータベースの構築

・スタッフ研修（海外ＦＤ研修）

・他の人材養成プログラムとの共催イベント

・合同市民公開講座の実施

北信オンコロジーセミナー（Ｈ30年度4回開催）

ライフステージ事例検討会（Ｈ30年度12回開催）

国際シンポジウム・合同シンポジウム

Ｈ30年度 福井県で開催

院内がん登録データの活用

Ｈ29年度海外ＦＤ研修の成果報告・Ｈ30年度海外ＦＤ研修実施

教育コースの
本格稼働！

今年度の活動を
さらに発展！



北信がんプロ

超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成

54

今後ともよろしくお願いいたします



信州大学大学院医学系研究科における

第Ⅲ期がんプロ

信州大学医学部がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン
コーディネーター

小 泉 知 展
包括的がん治療学

活動報告



 第Ⅱ期がんプロで新規講座を設立し、研究・診療ができる体制を整えた
希少がん（肉腫、AYA世代の希少がんの診療が可能）を扱う診療体制の構築済み

 小児長期フォローアップ外来を平成26年から開始し、実績がある
小児科教室に、血液悪性腫瘍の専門家中沢教授が着任

 クリニカルシークエンスを開始した
ゲノム医療推進に向けて、若手医師への診療・研究ができる体制を構築
ゲノム医療に精通できる環境整備

 遺伝子診療部（現；遺伝子医療研究センター）で、家族性腫瘍（特に多発内分泌腫瘍）
やHBOCでの診療・遺伝子検査およびカウンセリングの実績がある

 10年以上の遺伝子カウンセリング育成コース（修士課程）の実績

 「がんのゲノム医療・集学的治療推進事業」として、信大病院は
遺伝カウンセラー１名の増員を得た実績

 「難病克服！次世代スーパードクターの育成プラン」に信大病院は採用されている

信州大学の今までの実績および第Ⅲ期がんプロへの準備体制



新規教室の診療部門に相当する信州がんセンターの病床稼働率

2015年信州がんセンター延べ入院患

者の疾患別内訳

脳腫瘍 頭頸部 肺癌 縦隔・胸腺腫瘍

食道癌 胃癌 小腸大腸直腸 肝胆膵

腹膜癌・卵巣 原発不明 肉腫 悪性リンパ腫

骨髄腫 その他



信州大学における第Ⅲ期がんプロ運営委員構成

氏名 所属

北信がんプロ委員会委員

運営協議
会

総務委員
会

教務委員
会

広報委員
会

がんデー
タベース
委員会

オンコロ
ジー

セミナー
委員会

企画委員
会

看護保健
系会議

田 中 榮 司 医学系研究科長 ○ ○ ○

本 田 孝 行 病院長

小 泉 知 展 包括的がん治療学 ○ ○ ○ ○ ○

中 沢 洋 三 小児医学 ○ ○ ○

塩 沢 丹 里 産科婦人科学 ○ ○ ○

野 見 山 哲 生 衛生学公衆衛生学 ○

伊 藤 研 一 外科学第二 ○ ○ ○

内 田 緑 看護部 ○

古 庄 知 己 遺伝子医療研究センター



信州大学における教育コース

遺伝性のがん、希少がんの診療経験とゲノム解析、それからクリニカルシーケ
ンスの実施・解析ができ、小児から高齢者まで、幅広い年代の患者を診療でき
る医療人の育成を目指す

講義と実習を通じて、がんゲノム医療領域に特化した認定遺伝子カウンセラー
の受験資格取得を目指す

（博士課程） がんゲノム医療に精通する医師養成コース
（募集人数：毎年２名）

信州大学は以下の2コースを設定

（修士課程）がん診療に詳しい認定遺伝カウンセラー養成コース
（募集人数：毎年１名）



E-learning教材の作成状況 （信州大学）

PPT完成　著作権チェック済み

現在、順次撮影中　３月中に
サイトにアップ予定

・小児がんサバイバーの晩期有害事象（総論）

・晩期有害事象のフォローアップとその問題 PPT完成　著作権チェック済み

・二次がん
現在、順次撮影中　３月中に
サイトにアップ予定

・放射線治療と晩期合併症

・小児がんサバイバーの社会的問題

・小児がん治療における性腺機能障害 PPT完成　著作権チェック済み

・婦人科がん治療における性腺および妊孕能への影響
現在、順次撮影中　３月中に
サイトにアップ予定

・放射線治療における性腺機能障害

・女性がん患者の妊孕性温存方法と不妊治療

・男性がん患者の妊孕性温存方法と不妊治療

小児・AYA世代腫瘍各論2（この時期に起きる成人腫瘍）
担当；小泉先生

・遺伝性腫瘍総論 

・遺伝性腫瘍各論

がんゲノム医療の実際：3　家族性腫瘍・遺伝性腫瘍（胚細
胞変異がん）　　　　　　　　　担当：古庄先生・小島さん

晩期合併症と長期フォローアップの問題点（2）
担当：宮本先生・岡先生・小岩井先生・盛田先生

晩期合併症と長期フォローアップの問題点（1）
担当：盛田先生・小岩井先生

・遺伝カウンセリング゙

・ゲノム医療における先制医療

・４月以降サイトにアップ予定


Sheet1

		e-learning教材作成　進行状況 キョウザイ サクセイ シンコウ ジョウキョウ
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北信がんプロ第一回オンコロジーセミナー

信州大学から症例提示

参加人数 7名



他大学の企画への参加状況 (信州大学）

 ライフステージ事例検討会

参加回数：３回（2/20現時点）

参加人数：３２名

３０年度も全８回の参加を予定しています

 海外FD研修会

平成２９年度 ワシントンDC（金沢大学） １名

メルボルン （石川看護大学） ２名 参加

平成３０年度 富山大学と金沢医科大学が計画している研修に

各１名参加予定

信州大学は平成31年度実施予定

 FD研修・講演会

参加回数：４回

参加人数：２０名（全４回）



地域がんデーターベース研究（信州大学）

小泉知展他 院内がん登録からみた長野県の肺癌の特徴

第68回長野県医学会 2017年７月23日

齋藤知子他 がん診療連携病院における院内がん登録からみた長野県の肺癌

第26回 日本がん登録協議会学術集会 2017年6月8-10日

田仲百合子他 がん登録からみた長野県の前立腺がん

第26回 日本がん登録協議会学術集会 2017年6月8-10日

 現在北信地域の院内がん登録状況の情報を収集に協力し、
金沢大学の倫理委員会に申請中

 長野県における院内および全国がん登録から見たがん情報の
解析結果を学術会議で報告



市民公開講座 （信州大学附属病院との共同開催）

 乳がん‐早く見つけて治しましょう‐ 開催日：6月1日 参加人数 62人
 がんと生きる～暮らしとの両立のために～ 開催日：8月31日参加人数 85人
 がん化学療法（抗がん剤）における腫瘍内科医の役割

開催日：11月12日参加人数 70人
 肺がん内科治療～個別化治療のために～ 開催日：2月15日参加人数 71名



附属病院（信州がんセンター）としての企画

がんプロ所属院生の参加を要請

地域医療者へのがんに関する情報発信・啓発運動



附属病院内で行われるキャンサーボード開催（平成30年度分）

がんプロ所属修士・大学院生の修学の一環として参加
担当診療科の場合にはプレゼンターとして参加

開催日 名称 参加数 演者等

平成29年4月24日
①縦隔原発のGrowing Teratomaの1例
②貧血・黒色便で発症した十二指腸癌の1例

35
①信州がんセンター
②消化器内科

平成29年5月22日
①脳転移を来したALK遺伝子転座陽性非小細胞肺癌の治療例
②エピルビシンの血管外漏出に対して、デクスラゾキサンを使用した1例

29
①呼吸器・感染症・アレル
ギー内科
②乳腺・内分泌外科

平成29年6月26日
①放射線照射直後に再燃した微小な骨髄浸潤を伴う孤立性形質細胞腫の１例
②低侵龍脊椎固定術後PSの改善が認められた化学療法を継続しえた乳癌の１例

35
①血液内科
②整形外科

平成29年7月24日
①相澤病院と連携し陽子線治療を施行した小児悪性腫瘍の3例
②脳室内に発生したhemangiopericytomaの1症例

29
①小児科
②脳神経外科

平成29年8月28日
①術前化学療法が奏功し、完全切除し得た胸腺癌の1例
②分子標的薬治療後に頭蓋底穿孔を来した腎癌頭蓋底転移の1例」

26
①呼吸器外科
②泌尿器科

平成29年9月25日
①随伴性膵炎により脾動脈瘤破裂をきたし、治療に難渋した非切除膵頭部癌の１例
②術前化学療法により妊娠期間を延長し、生児を得た子宮頸部腺扁平上皮癌の１例

31
①消化器外科
②産科婦人科

平成29年10月23日
①ベキサロテン（タルグレチン®）を投与した菌状息肉症の1例
②心疾患既往のある下咽頭癌症例の治療方針について

26
①皮膚科
②頭頸部がん領域（耳鼻咽
喉科）

平成29年10月30日 １７歳の横紋筋肉腫症例の治療について 24 整形外科(臨時）

平成29年11月27日
①Pegfilgrastim投与後に高熱、CRP上昇と動脈炎所見を認めた1例
②Hyperleukocytosisを呈した小児血液腫瘍の6例

32
①乳腺・内分泌外科
②小児科

平成29年12月25日
①Malignant Fungating Woundを伴う巨大殿部悪性軟部腫瘍の1例」
②胸腺腫関連GVHD様皮疹を発症し、在宅医療連携を行っている一例

38
①整形外科
②信州がんセンター



がんプロ所属大学院生の渉外活動

 毎年開催されるリレーフォーライフ（がん患者支援

企画）に 大学院生に企画・運用から参加・関与させ、

他大学院生も当日参加を要請

リレーフォーライフ 松本



その他渉外活動

信州大学がん哲学外来 in軽井沢

開催日：９月９日 参加人数 １４人

日本臨床腫瘍学会 第8回北信越地区セミナー

開催日：１２月２日 参加人数 ２０人

９月３日 子宮頸がん予防啓発プロジェクト「愛は子宮を救う in長野」

開催日：参加人数 2000人



信州大学におけるがんプロの
目標および指導体制

 患者支援事業への参加・積極的関与

 長野県立こども病院との連携を含めて、がんプロ院生には
小児から成人までの多がん種の臨床研修

 研究探究心をもった診療姿勢および研究テーマの発掘

 他職種を含めたチーム医療の重要性を習得

 ゲノム医療への経験と習得



北信がんプロ外部評価委員会資料

富山大学

附属病院臨床腫瘍部

林 龍二

（平成３０年２月２０日現在）



１．教育コースの内容・受け入れ状況(今後の予定)
【インテンシブコース】

教育コース 概 要
H29年度
受入人数

対象 受入開始
H29受入予
定者数

H30受入予定
者数

H31受入予
定者数

H32受入予定
者数

H33受入予
定者数

合計

高齢がん患者対策
専門コース

超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成に基づき、がんのチーム医療進展
に寄与するための人材養成を目的としています。
北信４県（富山県、石川県、福井県、長野県）で導入されているテレビ会議システム
を利用し、そこでの議論を通して、より良いチーム医療の「あり方」を学ぶ内容によ
り成り立っています。北信がんプロオンコロジーセミナー、ｅ-ｌｅａｒｎｉｎｇ教材によって
学び、地域がん医療の多職種ネットワークの連携・充実の具体的事例とその必要
性について学んでいきます。
本コースでは、高齢担癌者の診療を行う上で必要となる老年医学を学び、脆弱な
高齢者にあった診療の実現や、本人の健康状態だけではなく、介護状況などの社
会背景、家族への配慮も必要となるため、幅広い全人的医療を行う専門医やスピリ
チュアルペインに対応し、患者の人生観、死生観にもむきあえる医師を養成します。

2 医師 平成２９年１０月～ 2 2 2 2 2 10

個別化医療で支え
ることができる専門
的薬剤師養成コース

本コースは、超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成プランに基づき、がん
のチーム医療の進展に寄与するための人材養成を目的としておりe-ラーニングとテ
レビ会議による講義とスクーリングによる実習、演習から成り立っています。
大学院で実施する講義および実習、演習は、がん専門薬剤師に関わる職能を修

得しようとする人たちのために開講されるものです。そのコースを広く一般の薬剤師
を対象に開放し、受講生のがん薬物療法に関する専門性を高める事をめざすもの
です。

1 薬剤師 平成２９年１０月～ 1 2 2 2 2 9

在宅がん緩和リハビ
リテーションコース

本コースは，超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成プランに基づき，がん
のチーム医療の進展に寄与するための人材養成を目的としています。
本コースは，北信４県で導入されているテレビ会議システムを利用し，大学・病院

を結んで，そこでの議論を通して，よりよいチーム医療の「在り方」を学ぶ内容によ
り成り立っています。北信がんプロオンコロジーセミナー，がんライフステージ事例
検討会，e-learning 教材によって学び，地域がん医療の多職種ネットワークの連
携・充実の具体的事例とその必要性について学んでいきます。

0 看護師 平成３０年４月～ 0 1 2 2 2 7

インテンシブコースの受け入れは初年度医師コース2名、薬剤師コース1名の受け入れを完了した。次年度以
降も積極的にコースの周知を学内外に諮り、受講者増加に努める。



【本科コースコース】

教育コース 概 要
H29年度受
入人数

対象 受入開始
H29受入
予定者数

H30受入
予定者数

H31受入
予定者数

H32受入予
定者数

H33受入予
定者数

合計

高齢がん患
者対策専門
コース

がん患者の多数を占める高齢担がん者の診療を行う上で必要となる
老年医学を学び，脆弱な高齢者にあった診療を実現する専門医を養
成する。本人の健康状態だけではなく，介護状況などの社会背景，
家族への配慮も必要となるため，幅広い全人的医療を行う専門医を
養成する。

------ 医師 平成３０年４月～ 0 4 4 4 4 16

個別化医療
で支えること
ができる専門
的薬剤師養
成コース

がん化学療法のほぼ全てがレジメンに基づき行われ，多くが外来通
院で実施されるようになってきている。レジメンの作成や管理，外来
化学療法室での医薬品管理や患者への化学療法の説明に加え，緩
和医療チームへの参画など薬剤師のがん治療に対する貢献度が特
段に増してきている。これらのことについては，日本病院薬剤師会等
によって，数多くの講習や実習を含む事業がなされており，基礎的な
事柄は６年制薬学部での教育内容に含まれてきている。そこで，
我々は，現在の薬剤師を越える高度薬剤師の輩出を目指す。病院に
おける，がん治療や緩和医療の個別化医療に加え，地域包括ケア制
度に策定に伴う在宅での抗がん剤や緩和医療への貢献ができる人
材の養成をしたい。特に富山県は，三世代同居率が高く，制度の整
備とともに，病院薬剤師とかかりつけ薬剤師が連携を持って，治療に
あたる体制が構築されつつあることから，大学院生レベルで，医療現
場で演習を行うことは意義の高いことである。加えて，国立大学薬学
部として，10年後の医療を担う人材の育成も想定し，次世代のゲノム
医療にも深い理解を持つ人材を養成したい。

------ 薬剤師平成３０年４月～ 0 1 1 1 1 4

本科コースは今年度は準備期間とし、来年度より受け入れを開始する。大学院募集要項はすでに新たなものを
作成済みで新年度からの受講生応募に備えている。



２．e-learning教材の作成状況
所属・診療科 講師氏名チャプター名 概要 科目 収録

1 臨床腫瘍部 林 龍二 高齢者の臓器機能
高齢者における臓器機能低下と薬物療法の関係を理解し、臨床的応用に
ついて述べることができる。

ライフステージ 済

2 腎泌尿器科学 北村 寛 腎機能低下時の薬物療法
腎機能低下時に用量調節が必要な薬剤を知っており、実際に使用あるい
は使用支援することができる。

ライフステージ 済

3 臨床腫瘍部 梶浦 新也 高齢者における緩和ケア
高齢者における緩和医療の特徴と問題点、その解決策を理解し、実践で
きる。

ライフステージ

4 臨床腫瘍部 梶浦 新也 CGAに応じた治療法選択
CGAの測定結果に応じた治療方針決定の実例を学び、その意義と課題を
理解する。

ライフステージ

5 薬剤部(附属病院>薬剤部) 高橋 則正 高齢者に対する薬物療法における注意点
がん薬物療法を実施中の高齢患者の有害事象アセスメントについて学ぶ。

ライフステージ

6 外科2
集中治療部

吉岡 伊作 フレイルにおける外科治療
高齢者を含めたフレイリティーを有する患者の術前評価、手術適応、周術
期管理を理解し、実際に手術あるいはその支援を実践できる。

ライフステージ

7 第三内科 安藤 孝将
高齢者の機能評価（Comprehensive geriatric 
assessment)

CGAの概念と意義を理解し、臨床応用について説明することができる。
ライフステージ

8 第三内科 安藤 孝将 機能評価の実際とエビデンス
CGAについてのエビデンスと限界について理解し、CGAを実際に測定、解
釈することができる。

ライフステージ

9 第二外科 橋本 伊佐也 高齢者患者に多い合併症
高齢者患者手術の適応、術式、術後管理の違いを成人と比較しながら学
び、社会生活の継続を可能にする治療について述べることができる。

ライフステージ

10 神経精神医学 古市 厚志 高齢者と認知機能
認知機能を有する患者への対応と治療選択における問題点を理解し、そ
の解決方法を考察し、説明することができる。

ライフステージ

11 小児科 野村 恵子 白血病
小児・AYA世代に多い造血器腫瘍の種類、診断と治療、特に治療プロト
コールの特徴と骨髄移植の適応、長期的な問題点について学ぶ

小児・ＡＹＡ世代・希少がん

12 小児科 西田 直徳 小児・AYA世代がん患者の家族ケア
家族が代理意思決定する際の支援、意思決定支援、親子関係・同胞との
関係性

小児・ＡＹＡ世代・希少がん

13 薬学 田口 雅登 小児領域における薬物動態
小児がん患者に薬物投与をする際、成人との違い、注意点を学ぶ（薬学的
な視点から）

小児・ＡＹＡ世代・希少がん

14 第二外科・小児外科 廣川 慎一郎
小児・AYA世代腫瘍各論Ⅰ
小児固形腫瘍（神経芽腫・腎芽腫・胚芽腫）

小児・AYA世代における小児固形腫瘍（神経芽腫、肝芽腫・腎芽腫など）の
診断と治療について学ぶ 小児・ＡＹＡ世代・希少がん 済

15 第二外科・小児外科 廣川 慎一郎
小児・AYA世代腫瘍各論Ⅰ
胚細胞性腫瘍・奇形腫群腫瘍（小児・AYA世代）

胚細胞性腫瘍・奇形腫群腫瘍の一般的な特徴、診断、治療と、年齢に応じ
た腫瘍の特徴と差異について学ぶ

小児・ＡＹＡ世代・希少がん

ほとんどの講師は講義スライド
の作成を終えている。



３．オンコロジーセミナー開催状況

平成29年度 北信がんプロオンコロジーセミナー出席人数表（富山大学） 単位：人

回 数
開催日時

担
当

参加大学・病院名
大学
院生

医師
歯科医

師
薬剤師 看護師

診療放射
線

技師

管理栄
養士

臨床検
査

技師
その他 計

事 務
関係者

第１回 附属病院第２外科 3 3 2
29.12.8(金) 附属病院臨床腫瘍部 1 1
18:00-20:00 附属病院薬剤部 1 1

計 5 2
第２回 ○ 富山大学

30.3.26(火)
18:00-20:00

第2回オンコロジーセミナーは当院担当であり、より多くの
参加者が望まれる。



４．ライフステージ事例検討会開催状況

回 数
開催日時

発表 参加大学・病院名 大学院生 看護師 教員 その他 計
事 務
関係者

1 平成２９年 ６月６日(火） 17：45-19：15 ○ 富山大学 8 2 10 1
2 平成２９年 ７月４日(火） 17：45-19：15 富山大学 4 3 7 1
3 平成２９年１０月３日(火） 17：45-19：15 富山大学 3 3 6 1
4 平成２９年１１月７日(火） 17：45-19：15 富山大学 2 1 1 4 1
5 平成３０年 ２月６日(火） 17：45-19：15 中止

6 平成３０年 ３月６日(火） 17：45-19：15 富山大学

看護師・大学院生が積極的に参加している。



５．FD研修会・講演会 開催状況
開催日時 行事名 項目 職種別 参加者数 備考

平成29年9月18日
北信がんプロキックオフミーティング

学長連絡協議会・運営協議会
特別講演

協議会・講演会
学長，医師，運営協議会関

係者
4

平成29年9月30日～10月1日 がん医療に携わる医師に対するコ
ミュニケーション技術研修会

教育セミナー 医師 4

平成29年10月11日 北信がんプロFD（金沢医科大学） FD 医師，教員，学生 13

平成29年10月28日 平成２９年度北信がんプロ人材育成
セミナー

教育セミナー
看護職・保健福祉介護関

係者
80

平成29年11月21日 北信がんプロFD（金沢医科大学） FD 医師，教員 2

平成29年12月13日 北信がんプロFD（金沢医科大学） FD 医師，薬剤師 4

平成29年12月16日～17日 エンドオブライフ・ケア援助者養成基
礎講座in富山

教育セミナー 医療・介護・福祉従事者 100

平成30年1月26日 北信がんプロFD（金沢医科大学） FD 医師 2

本学で多くの教育セミナーを開催している。



６．海外FD研修 参加・開催状況

開催期間 参加大学・病院名
大学
院生

医師
歯科医

師
薬剤師 看護師

診療放射
線

技師

管理栄
養士

臨床検
査

技師
その他 計

金沢大学主催
北信がんプロ
アメリカ研修

2018年 2.12-2/18

附属病院第２外科 1 1

石川県立大学
北信がんプロ

オーストラリア研修
２０１８年3/24-3/30

附属病院臨床腫瘍部 1 1
附属病院看護部 1 1

がんプロ事業ならではの企画で参加者から好評を得ている。ぜひ来年度
以降も継続を望む。



７．地域がんデータベース進行状況

• 病院内での協力体制は構築済み。研究計画を作成中。



８．市民公開講座の開催状況

開催日時 行事名 職種別 参加者数 備考

平成29年10月29日 第1回北信がんプロ市民公開講座「がんに
なって，がんになる前に考える？」

医師 1
演者：林 龍二「免疫
チェックポイント阻害
薬ってどんな薬？」

平成29年12月16日 富山大学附属病院市民公開講座「大きく変
わった消化器がん治療と予防」

一般市民 317

平成30年2月18日 富山大学附属病院市民公開講座「緩和ケア
市民公開講座 私が，がんになるなんて」

市民・医療
関係

300

平成３０年３月３日
（予定）

富山大学附属病院市民公開講座「がん患者
と家族のための講演会 学ぼう新しいがん
の知識 ダヴィンチで新時代の手術へ」

市民・医療
関係

大変多くの市民に参加していただき、がん診療の啓発に役立っている。



９．合同シンポジウムの開催状況

回 数
開催日時

参加大学・
病院名

参加者氏名 所属 職名等
事 務
関係者

平成２９年度全国がんプロ
合同フォーラム

富山大学 林 龍二
附属病院臨
床腫瘍部

教授

平成30年1月29日

全国各拠点における取組を知ることができた。



１０．その他

薬剤師コースでは演習とし
て、学部スタッフ、学外薬
剤師の協力を得て講義・実
習を行う予定。



平成29年度のまとめ

1. 予定通りの受講生応募があった。

2. 新規教材(e-learning)作成は今年度の計画をクリアする見込みである。

3. ライフステージ事例検討会参加者は多数の反面、セミナー、FD参加者
が少数にとどまった。

4. 学外者を対象とする研修会、市民を対象とする公開講座には非常に
多くの受講者、聴衆が集まった。

5. 海外FD参加希望者は予想以上に多く好評であった。

6. データベース構築の進捗がやや遅れた。

初年度の実績として、満足のいくもののとなった。



来年度の課題

1. 本科コースの受講生募集が本格的に開始される。計画通りに受講
生が集まるように周知、応募を徹底する。

2. 学内者向け(特に医師)のFD等への参加人数が少ない。院内周知
を徹底して、がん診療教育の拡大に努める。本科生の受講により
人数増加が期待される。

3. 上記FDの計画として、がんゲノム医療をメインテーマにおいたFDな
いし研修会を複数回開き、新たな医療への教育充実を図る。

4. データベース構築を主幹大学と共同して進める。

5. 予算的懸念があるが、海外FDを引き続き充実させる。

来年度はいよいよ本科生受講が開始するため、ますますの事業充実を図る必要がある。



福井大学 コーディネーター

福井大学医学部附属病院がん診療推進センター片山寛次

北信がんプロ 外部評価委員会
2018年3月16日

北信がんプロ
福井大学



ライフステージに応じたがん治療

２．ライフステージにおける壮年期がん医療
2：女性壮年期がんの医学的問題 婦人科 黒川先生
3：入院期間を最短化する外科治療と就労支援 第一外科 廣野先生
4：外来放射線治療と就労支援 未定
5：外来化学療法と就労支援 がんセ 片山
6：がん治療と支持療法 がんセ 片山

４．ライフステージにおける高齢者がん医療ー治療の特徴
1：フレイルにおける外科治療 がんセ 片山
3：高齢者における緩和ケア 腫瘍病態 谷川
5：高齢者が利用可能な社会的支援 MSW 三嶋
6：高齢者婦人科がん-治療の特徴 婦人科 吉田教授

５．ライフステージに応じた包括的支援
1：健康関連QOLと臨床応用 看護科 上野先生
2-1：放射線治療の晩期合併症 看護科 磯見先生
2-2：化学療法の晩期合併症 看護部 久保
4：がん患者家族への支援 看護科 上野先生
6：ライフステージに応じたがん治療と栄養管理 がんセ 片山

６．ライフステージにおける終末期のがん医療
2：End of life care 1 PCT 高野
3：End of life care 2 PCT 高野
4：グリーフケア 看護科 繁田先生
5：終末期の消化器症状緩和 がんセ 片山
6：終末期の輸液栄養 がんセ 片山

７．社会とがん医療
1：がん患者が地域で暮らすための支援 がんセ 児玉先生
2：がん医療と医療経済学総論 MSW 武田
3：高齢者を取り巻く医療環境が抱える課題 MSW 三嶋
4：がん患者会の運営支援 看護科 繁田先生
5：がん教育 がんセ 児玉先生

８．ライフステージに応じたがん医療の臨床試験
以下は臨床研究センター渡辺君と金沢医科大学川崎教授で分担
1：高齢者臨床試験は何を目指すか？
2：医学的観点からの高齢者臨床試験のエンドポイントと実例
3：薬学的観点からの高齢者臨床試験のエンドポイントと実例
4：看護学的観点からの高齢者臨床試験のエンドポイントと実例
5：多職種共同臨床試験の展望-統計学的考察

E-Learning 分担



分担：小児、AYA世代、稀少がん

１．小児・AYA世代の特徴

1：小児、AYA世代の身体的特徴 小児科 鈴木先生、谷澤先生
2：小児、AYA世代の精神心理,社会的特徴 こどものこころ発達研究C 小坂教授
3：小児がん、AYA世代のがん overview 第一内科 山内教授・根来先生

２．小児・AYA世代腫瘍各論1

6：骨肉腫 整形外科 松峯先生

５．希少がん (小児・AYA世代以外)

2：希少がん各論１ 子宮肉腫 婦人科 吉田教授
5：希少がん各論4 腹膜偽粘液腫 がんセンター 片山

７．晩期合併症と長期フォローアップの問題点 (2)

7：その他小児・AYA世代がん患者の性腺機能と妊孕性温存 婦人科 黒田先生

E-Learning 分担



教育プログラム・コースの概要

大学名等 福井大学大学院医学系研究科統合先進医学専攻

教育プログラム・
コース名

地域がん専門医養成コース

対象者 医学系研究科統合先進医学専攻大学院学生

修業年限（期間） ４年

養成すべき人材像
がん医療に携わる専門的な知識及び技能に加えて、臨床研究に卓越した医師やその他の
医療従事者の養成、本学の特色を活かした緩和ケアや在宅医療荷も精通する．



教育プログラム・コースの概要

大学名等 福井大学医学部

教育プログラム・
コース名

在宅緩和医療コース（インテンシブ）

対象者
一般医師、歯科医師、後期研修医、在宅医療に関わる看護師、薬剤師、管理栄
養士、言語聴覚士、理学療法士、運動療法士、その他の医療スタッフ

修業年限（期間） １年

養成すべき人材像

緩和は全ての医療の目的であり、特に在宅医療にあっても欠かせない医療技術
である。終末期がん患者や慢性疾患の終末期を在宅で療養する場合にも地域の
医療資源として緩和医療を安全かつ有効に行うことができる医療者を養成する。
在宅医、訪問看護師、訪問薬剤師又は地域の調剤薬剤師、その他地域の医療者
が対象となる。



教育プログラム・コースの概要

大学名等 福井大学医学部

教育プログラム・
コース名

在宅栄養管理コース（インテンシブ）

対象者
一般医師、歯科医師、後期研修医、在宅医療に関わる看護師、薬剤師、管理栄養士、
言語聴覚士、理学療法士、運動療法士、その他の医療スタッフ

修業年限（期間） １年

養成すべき人材像

栄養学は全ての医療の基本であり、在宅医療にあっても欠かせない医療技術である。
終末期がん患者や、脳血管障害その他の慢性疾患で在宅医療を行う場合にも地域の医
療資源として在宅栄養管理を安全かつ有効に行うことができる医療者を養成する必要
がある。在宅医療においても、経口摂取の維持、経管栄養、静脈栄養など患者の状態
に最も適した栄養法を安全に行う事が求められる。そのためには在宅栄養パスの効率
的な利用も必要である。日本静脈経腸栄養学会認定教育施設おける、NST専門療法師資
格取得のための20時間以上の研修は、NST専門療法師資格取得にも繋がる。



地域がん専門医養成コース（本科コース）
対象者 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 計 /

人
大学院生 2 2 2 2 8

在宅緩和医療コース（インテンシブコース）
対象者 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 計
医師 4 4 4 4 16

医師以外の
スタッフ

20 20 20 20 80

在宅栄養管理コース（インテンシブコース）
対象者 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 計 /

人
医師 2 2 2 2 8

医師以外の
スタッフ

10 20 20 20 70

【受け入れ予定】



地域がん診療連携拠点病院の指定要件（
H26年度改訂）

在宅緩和ケア地域連携パス
の整備が算定要件に

入っている

厚生労働省；「がん診療連携拠点病院等
の整備について」
（厚生労働省健康局長通知）
（平成26年１月10日）



やわらぎ日記



看取り場所

p<0.05



北陸三県合同在宅緩和ケアパス
運用に向けて

人口117万人
高齢化率23.7%
在宅療養支援診
療所：165件
がん診療連携拠
点病院：５ヶ所
在宅死亡率：6.2%

人口109万人
高齢化率26.2%
在宅療養支援診療
所：60件
がん診療連携拠点
病院：７ヶ所
在宅死亡率：6.4%

在宅緩和ケア地域連携パスの三県合同利用・臨
床研究が進行中



たてやま
日記









地域緩和ケア連携調整員研修 在宅緩和ケアパスの普及活動そのものが，
地域緩和ケア連携の調整そのものです．





患者の意向を尊重した意思決定のための研修会・福井



福井大学は平成30年7月～9月
の間に開催予定

第1回オンコロジーセミナーは、福井大学では学内セミナー
（大学院セミナー）として開催しました。参加者は14名です。



第26回 第27回 第28回 第29回 第30回

日時 10/11 11/21 12/6 12/13 1/6
福大
参加人数

9 0 1 1 2

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回
日時 6/6 7/4 8/1 10/3 11/7 12/5
福大
参加人数

8 1 17 13 5 3

ライフステージ事例検討会開催状況（主催：石川県立看護大学）
石川県立看護大学主催のライフステージ事例検討会への福井大学での参加者。

FD研修、講演会
福井大学での参加者。



海外FD研修
平成29年度は、金沢大学主催のワシントンへの研修へ医師2名、石川県立看護大学主催の
メルボルンへの研修へ看護師2名が参加予定です。
平成30年度は3名参加の予定で予算計画を提出しました。
なお、福井大学が主催するのは平成31年度です。

NIH

乳腺外科科長
遺伝診療部門
前田浩幸

がん診療C
通院治療C
根来英樹



2% 6%

15%

18%

18%

41%
20代

30代

40代

33%

28%

14%

10%

3%
3%

9% 患者さん本人
知識向上のため
患者さんの家族
仕事上
その他
未回答
複数回答

年齢 がんとの関わり

24%

24%
15%11%

9%

7%
4% 1% 2% 3% 無職

主婦
医療従事者
会社員
自営業
公務員
介護関連職
看護系教員
その他
未回答

職業

53%30%

2%
2%
1%12%

大変良かった
まぁまぁよかった
どちらとも言えない
あまりよくなかった
全然よくなかった
未回答

シンポジウムについて

89%

1%10%

希望する
希望しない
未回答

今後の開催について

37%

24%
8%3%

3%
1%
1%
3%

20%
新聞
大学からの案内
家族、知人から
ポスター
チラシ
大学HP
教員からの案内
その他

シンポジウムをどのように知ったか



60

44

7

17

3.職業

学生 看護師 保健師 その他

98

23
3

5.感想

大変よかった まあまあ良かった
どちらとも言えない

13

55

18

22

14
6

1.年齢

10代 20代 30代
40代 50代 60代以降

84

20

19
4

4.セミナーの認知の
方法

教員からの紹介 チラシ
ポスター その他





がん教育「命の授業」於福井大学附属小中学校



福井県の保健体育・養護教員に対する
がん教育の講義

次年度からは教育学部でがん教育の講習は必修に



1

金沢医科大学の取り組み

Kanazawa Medical University



１．各大学教育コースの内容・受入れ状況
（今後の予定）

• 平成２９年度 インテンシブコース生

（平成29年10月募集開始⇒平成30年2月募集開始、

受入目標人数１名）

１名受け入れ（平成30年3月1日～）

• 平成３０年度

本科生受け入れ開始

目標人数２名（以降毎年度）

インテンシブコース生受け入れ

目標人数２名（以降毎年度）
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• 独自の募集案内・リーフレットを

作成。

教授会でのアナウンス、４月以降は大学院
入学生、関連病院に配布等ＰＲを行う。

⇒目標人数達成を図り、履修生の 修了後の

キャリアパス実現に向けて教育を行う。

キャリアパスの例：

【本科生】

がんゲノム医療における世界水準の知識・技能・

研究力を有し、将来、医学教育機関等のスタッフや

がん診療連携拠点病院等におけるがんゲノム診療

のリーダーとして貢献する

【インテンシブコース生】

多職種と連携できるがんゲノム診療のリーダーとし

て、がん診療連携拠点病院等の地域基幹病院にお

けるがんゲノム医療に貢献する



２．e-learning教材の作成状況
• 各分担内容、スライド著作権確認、撮影を開始している。

3月までにはアップロードする。

【がんゲノム医療】

７チャプター作成（うち北信がんプロ教材１チャプター）

石垣・新井田・浦本・安本担当

【小児・AYA・希少がん】

10チャプター作成（うち北信がんプロ教材９チャプター）

犀川、河野、的場、山田、辻、福島、立花、岡田、道合、久村、

他、本学で経験が少ない内容に関しては、

富山大学、福井大学、長野県立こども病院の先生方へ作成を依頼

【ライフステージに応じたがん医療】

８チャプター作成（うち北信がんプロ教材８チャプター）

西野、川﨑担当
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３．オンコロジーセミナー開催状況
・富山大学主催3月26日開催分に症例１例

免疫チェックポイント阻害薬にてIPを伴う急性増悪を来した低心

機能胃癌多発肺転移の1例を腫瘍内科担当学にて提示

・本学主催平成30年４～７月（以降、毎年度１回担当）

安本・木南オンコロジーセミナー委員を中心として調整

5

・平成２９年度 全8回のうち本学が参加した回数:3回
うち、2017.12.05（火）17：45～開催分は本学看護師が提示
事例提示：本院の相川恵子看護師
ミニレクチャー：本院の上埜千春がん看護専門看護師

４．ライフステージ事例検討会開催状況



５．FD研修会・講演会 開催状況(1)

• 2017.10.11（水) 18:00～19：00 参加者数：48名★

「ゲノムシークエンスによって発がん過程を解き明かす」

柴田龍弘先生 東京大学医科学研究所ゲノム医科学分野教授

• 2017.11.21（火) 15:00～17：30 参加者数：29名★

「病理組織検体のオミックス解析に基づくがんの個別化医療開発とその実装」

金井弥栄先生 慶應義塾大学医学部病理学教室教授

• 2017.11.30（木) 18:00～19：30 参加者数：26名（テレビ会議使用せず）

「『精密医療』のその先に：がん治新時代全人的と課題」

横内浩先生 北海道がんセンター呼吸器内科 医長
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開催の１例



５．FD研修会・講演会 開催状況(2)
• 2017.12.6（水) 18:00～19：30 参加者数：14名★

「Pathology of Paget disease of bone and Paget sarcoma」

朴龍九先生 慶熙大学病理学 教授

• 2017.12.13（水) 18:00～19：30 参加者数：27名★

「小児脳腫瘍における分子メカニズム解析」

荒川芳輝先生 京都大学医学部附属病院脳神経外科 特定講師

• 2018.01.26（金) 18:00～19：30 参加者数：30名★

「がんを理解するためのゲノム科学と人工知能」

石川俊平先生 東京医科歯科大難治疾患研ゲノム病理学教授

★印：テレビ会議システムを使用して開催

毎回、出席者へのアンケートを実施。事業報告は北信がんプロHPにも掲載。

結果を主催者（各大学コーディネーターへも）へフィードバック
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開催の１例



６．海外FD研修 参加・開催状況（１）
【平成29年度】参加人数：2名

・2018.02.12（月）～17（土）

米国ワシントンD.C.研修

（ゲノム医療関係施設：金沢大学主催）

総合医学研究所 石垣靖人教授 参加

・2018.03.24（土）～3月30日（金）

豪州メルボルン研修

（緩和ケア施設：石川県立看護大学主催）

看護学部 北村佳子講師 参加
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６．海外FD研修 参加・開催状況（2）

【平成30年度】

・2018年11月頃 （本学からは10名の参加を予定）

台湾・高雄医学大学（小港醫院）（先進的がん医療施設：本学主催）
を企画している。

準備として、小港醫院長をはじめとする訪問団を5月に受け入れる。

海外FD研修後には、医療交流・学術交流共同研究へとつなげる
ことを想定。
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７．地域がんデータベース進行状況

• 平成29年10月5日の第1回がんデータベース委員会開催後に、
データベースプロジェクトへの協力の可能性を把握するためのア
ンケートを北信４県のがん診療連携拠点病院26施設に送付した。

• その結果、21施設から2010年から2015年まで診断された院内が
ん登録情報、および2016年と2017年診断の院内がん登録情報に
DPC調査情報を付与したデータについて個人情報を除いた上で
提供可能との回答を得た。

• この回答に基づき21施設を研究機関とするデータベース構築に関
する倫理審査を平成30年3月に金沢大学医学倫理審査委員会に
申請する準備を進めている。
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８．市民公開講座の開催状況

• 2017.10.09（月・祝） 腫瘍内科学主催

がんゲノム医療を知ろう：

最適の治療を受けるために

参加者数：68名

• 2017.12.16（土） 再生医療学主催

がん免疫療法を知ろう ：

自分に最適な治療を求めて

参加者数：96名

各開催内容は本学学報、新聞記事にて公表している
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９．合同シンポジウムの開催状況

• 第2回総務・教務合同委員会で、開催順を決定。

本学は平成32年度担当。

12

10．その他

• 中部小児血液がんセミナー

名古屋大学医学部小児科等と連携し、テレビ会議システ
ムを用いて開催。

症例提示「成熟奇形腫と胎児型横紋筋肉腫の二つの病
理像を認めた後腹膜腫瘍の一例」を担当



10．その他（続き）
• ホームページ改訂

１・２期がんプロの内容を拡充し、第３期の

内容をアップロード 学生募集、公開講座、FD
講演会、オンコロジーセミナー等の開催案内、
報告を掲載。

• 大学院学則、科目等履修生規
程改正による受入環境の整備

３期がんプロ履修生受入のため規則を改正。

施行日は大学院学則（本科生受入）：平成30
年4月1日付、 科目等履修生規程（ｲﾝﾃﾝｼﾌﾞ
ｺｰｽ生受入）：平成30年1月1日付
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2017年度

北信がんプロ外部評価委員会

2018年3月16日(金)

会場； 金沢大学医学類Ｂ棟１階応接室
報告者；石川県立看護大学 教授

北信がんプロ コーディネーター
牧野智恵



1 教育コースの内容・受け入れ状況

１） がんライフステージコース（本科生）



２）がんライフケアコース（インテンシブ）

募集定員は3名で、
今期は3名が履修し
た。



2．e-learning  教材の作成状況
＜ライフステージ＞

本学からは、5名の教員で 7チャプター 作成予定

講義項目名 チャプター名 概要 担当者

ライフステージに
応じた包括的支援

サバイバーへの支援
・がんサバイバー
とは（20分）
・生きがいとその支
援（20分）

治療完了後、社会復帰や生活の質
向上を目指した支援を含め、コン
トロール感や自己肯定感が向上す
るようながん患者・体験者のQOLを
踏まえた患者支援を学ぶ

牧野
智恵

がん患者のレジリエ
ンス（20分）

本学独自の内容とする 岩城
直子

ライフステージに
おける終末期のが
ん医療

Advanced Care 
Planning（20分）

外国から輸入されたACPの基本的な
考え方と、日本の中でいかにACPを
取り入れるかについて、最新の動
向と具体的な方略を学ぶ

岩城
直子

社会とがん医療 高齢者を取り巻く医
療環境が抱える課題

独居老人、老老介護など高齢者を
取り巻く社会情勢をふまえて医療
が抱える課題・対策を知る

磯
光江



講義項目名 チャプター名 概要 担当者

小児・AYA世代

のがん患者・家
族に対する支援
（１）

小児・AYA世代

におけるがん看
護(総論）

小児・AYA世代のがんに特有

な看護の問題について総論的
に学ぶ

金谷
雅代

小児・AYA世代

のがん患者・家
族に対する支援
（２）

小児・AYA世代

がんサバイバー
の問題点(総論）

小児・AYA世代のがん経験者

の就学、就職、就労、恋愛、
結婚、出産など、高齢のがん
患者とは異なる特有の問題を
総論的に学ぶ

樋口
麻衣子

小児・AYA担当 次年度7月中までに作成予定



４ ライフステージ事例検討会開催状況

２月は大雪のため中止

３月を残して、今年度は４３９名参加

回 月 日 テーマ
参加
施設

参加
人数

第1
回

29.6.6(火)
認知機能が低下している患者の治療選択に
ついて考える

11 施
設

65名

第2
回

29.7.4(火)

在宅酸素療法を受け入れ困難であった症例
との関わりを振り返る
～その人らしさを大切にして～

11 施
設

96名

第3
回

29.8.1(火)
終末期がん患者の退院支援 11 施

設
56名

第4
回

29.10.3(火)

疼痛緩和困難な患者への対応
～アセスメントとマネジメントの視点から
～

11 施
設

92名

第5
回

29.11.7(火)

悪い知らせを伝えられないまま終末期を迎
えた患者と家族への関わり

12 施
設

66名

第6
回

28.12.5(火)
病状説明後、せん妄が出現した患者への関
わり

11 施
設

64名



６．FD・SD研修会・講演会 開催状況
１）「CNS関係者によるがん看護事例検討会」

目的：がん看護専門看護師の質の向上
対象：がん看護専門看護師（予定者を含む）
第1回 参加者は計18名
第2回 参加者は計18名であった。



① 事例の内容は今後のCNSとしての看護実践に
活かされると思いますか

② 意見交換の内容は今後のCNSとしての看護実践に活か
されると思いますか



２）「グリーフの理解とナースに求められること」

平成29年7月2日（日）オーストラリア
のモナシュ大学の下稲葉かおり先生を
お迎えして、公開講座を開催した。

・北陸3県から89名が参加した。



アンケート；
「自分にも今出来るケアがあることが分かり、気持ちが楽になった。」
「ケアを続けるために、自分たちもケアしケアされなければいけないと感じた。」
「この講演そのものが癒しになった。」

ほとんどの方がこの講演に満足したと回答した。

講演の満足度


Graph1

		とても満足

		満足

		少し不満

		不満

		未記入



N=80

満足度

57

11

0

0
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		16				2				2				1				1				1				1				1				8						グリーフについて理解を深めたかった。 リカイフカ		先生の声、話し方に日々の悲嘆から目を背けて仕事をしている辛さから癒されました。ありがとうございました。 センセイコエハナカタヒビヒタンメソムシゴトツライヤ

		17				3				2				2				1																5								悲嘆に対する理解が深まった（死別だけではないということ）。同時に悲嘆のプロセスから立ち直っていくための自分と相手のレジリエンスの発展など日々の仕事に使えそう ヒタンタイリカイフカシベツドウジヒタンタナオジブンアイテハッテンヒビシゴトツカ

		18				2				2				5				1				1				2				2				1						自身の喪失体験があり、自分が家族に対して何か出来ることはなかったのかずっと考えていたため。 ジシンソウシツタイケンジブンカゾクタイナニデキカンガ		まず自分をというところは本当に気づいていなかったので、もう少し自分を知っていこうと感じました。 ジブンホントウキスコジブンシカン		ナースとして求められることなどについて モト

		19				1				2				5				2				2				2				2				1		6				教員が紹介しており、興味を持ったから。 キョウインショウカイキョウミモ		人に対するグリーフケアではなく、自分に対するケアも大切であると思った。頑張りすぎな人にはマスクと伝えてあげたいと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヒトタイジブンタイタイセツオモガンバヒトツタオモ

		20				5				2				6				2				2				2				2				5

		21				3				2				1				1																3						興味があったから。実践に役立てたいから。 キョウミジッセンヤクダ		少し難しかった スコムズカ

		22				4				2				1				1				2				2				2				3

		23				3								1				3																3						悲嘆の理解を深めたいと思ったから ヒタンリカイフカオモ		大変貴重な講演を聴けたこと感謝します。明日からの実践に活かしていきたいと思います。自分のケアも忘れずにいようと思います。 タイヘンキチョウコウエンキカンシャアスジッセンイオモジブンワスオモ

		24				3								1				1				2				1				1				3						療養病棟へ異動になり、知識が必要になったため。 リョウヨウビョウトウイドウチシキヒツヨウ		患者・家族のみならず医療者へのグリーフケアが必要だと言うことを初めて学びとても参考になった。 カンジャカゾクイリョウシャヒツヨウイハジマナサンコウ		治療中止、在宅ケアの可能性について チリョウチュウシザイタクカノウセイ

		25				1				2				5				1				1				2				2				8						グリーフケアという言葉は知っていたが、何が大切なのか詳しく知りたいと思ったため コトバシナニタイセツクワシオモ		子供の悲嘆に関わる話はあまり聞いたことが無かったため本当に学びとして深めることができた コドモヒタンカカハナシキナホントウマナフカ

		26				1				2				1				1				1				2				1				1		3		7		緩和ケア病棟で勤務する中で、知識を深めたいと思った。また家族ケアで日々悩んでいるため。 カンワビョウトウキンムナカチシキフカオモカゾクヒビナヤ		傾聴の大切さ、セルフケア、友達、同僚を持つことなど実践していることの再確認ができた。重要さを改めて理解できました。セルフケアを今日考えます！ ケイチョウタイセツトモダチドウリョウモジッセンサイカクニンジュウヨウアラタリカイキョウカンガ		亡くなった後の家族ケアについて知りたい。（後日挨拶に来られる家族への声かけや病棟勤務をしながらk夏越ができることはないか日々思います） ナアトカゾクシゴジツアイサツコカゾクコエビョウトウキンムナゴシヒビオモ

		27				1				2				1				1				1				2				1				3						病棟で見取りを行うことが多いが、グリーフケアができているのか、そもそもグリーフケアって･･･と感じたから。 ビョウトウミトオコナオオカン		今までは、グリーフケアの意味を漠然としか考えたことがなかったが、今回少し分かったような気がする。グリーフケアは個別的なものであって、自分のセルフケアも大切にしたいと思いました。 イマイミバクゼンカンガコンカイスコワキコベツテキジブンタイセツオモ		亡くなった後、家族や患者さんとわかれるまでの時間がとても短く、グリーフケアを行うことがとても少ないが、どのようにすればいいのか、先生の経験なども聞いてみたいです。 ナアトカゾクカンジャジカンミジカオコナスクセンセイケイケンキ

		28				1				2				1				1				1				1				1				3						グリーフについての研修がなく、自分自身のグリーフについても何か考えが変わるものがあればと思い参加しました。 ケンシュウジブンジシンナニカンガカオモサンカ		とても分かりやすくグリーフについて考えることができました。ありがとうございました。 ワカンガ		ターミナルにおける患者うや家族への対応やケアなど、興味があります。また機会があればぜひ参加したいです。ありがとうございました。 カンジャカゾクタイオウキョウミキカイサンカ

		29				3				2				1				1				1				2				1				3						自分への成長のため。他の（自らの勤める病院の）スタッフへ伝えるため。 ジブンセイチョウホカミズカツトビョウインツタ		同じ看護師として自らはまだまだ未熟であることを痛感いたしました。自らの魂の成長のためにも心の変容が必要であるとつくづく感じています。 オナカンゴシミズカミジュクツウカンミズカタマシイセイチョウココロヘンヨウヒツヨウカン

		30				3				1				1				2				1				1				1				1						グリーフケアに対する不安の解消 タイフアンカイショウ

		31				1				2				1				1				1				1				1				1		3		7		緩和ケアに興味があったため カンワキョウミ		看護師として思い入れのある患者さんが亡くなった時自分が喪失体験をしているという事が分かり、目からウロコでした。 カンゴシオモイイカンジャナトキジブンソウシツタイケンコトワメ

		32				3				2				1				3				1				1				1				3

		33				3				2				1				2				1				1				1				1		2		6

		34				5				1				6				1				1				2				1				3						ピアサポータとして今後のがんサロンなどの運営、対応の参考にするため コンゴウンエイタイオウサンコウ		ピアサポーターとして多くの患者さんやご家族の方々と接していますが、大きな間違いは無かったと思いました。これらからも頑張っていきたいと思います。今日は自身を見直す大変良い機会になりました。ありがとうございます。大変参考になりました。他の多くのピアサポーターさん方にも是非とも聞かせてあげたいと思います。ナースさんたちに敬意を表します。 オオカンジャカゾクカタガタセッオオマチガナオモガンバオモキョウジシンミナオタイヘンヨキカイタイヘンサンコウホカオオカタゼヒキオモケイイヒョウ

		35				1				2				5				1				1				1				1				7						友人に誘われ、グリーフについて興味を持ったから ユウジンサソキョウミモ		他人をケアしていくためにはまず自分がセルフケアできていないといけないということを学びました。子供の悲嘆について話を聞いたとき、子供たちも自分なりに考えをしっかり持っているということに驚きました。 タニンジブンマナコドモヒタンハナシキコドモジブンカンガモオドロ

		36				1				2				5				1				1				1				1				1		6				今まで喪失をあまり体験したことが無く、今後体験するであろう喪失のことを考えるとどうしたらよいかわからなくなるときがあるため。また喪失を経験している人に対してどのように関わったらよいか知りたかったから。 イマソウシツタイケンナコンゴタイケンソウシツカンガソウシツケイケンヒトタイカカシ		悲嘆のプロセスの二次元モデルが分かりやすかった。自分のセルフケアを怠ることがよくあるので、まずは自分を良く知ってセルフケアできるようになりたい。 ヒタンニジゲンワジブンオコタジブンヨシ		助産学の講演　海外で医療者として活躍されている方の講演 ジョサンガクコウエンカイガイイリョウシャカツヤクカタコウエン

		37				2				2				1				1				1				2				1				3						職場で亡くなる場面に関わることが多いため。家族さんのために役立つことがあればと参加した。 ショクバナバメンカカオオカゾクヤクダサンカ		患者さんや家族にケアするために自分のこともケアしなければならないんだなと気づかされました。自分に辛いことがあってもムチ打って頑張っていたのでラクになりました。患者さんにジグサグがあることを伝える機会があればと思う カンジャカゾクジブンキジブンツラウガンバカンジャツタキカイオモ

		38				2				2				6				3				2				2				2				1		8				現在取り組んでいる研究テーマが看護師のグリーフであるため、下稲葉先生のお話を聞きたいと思ったから。 ゲンザイトクケンキュウカンゴシシモイナバセンセイハナシキオモ		ありがとうございました。自分の緩和ケアの経験を振り返りながらお話を聞かせてもらいました。看護師は泣いてはいけない、カンファレンスで自分の思いを出さないなど、規範意識や文化があるなと感じています。看護師のグリーフを自他共に理解し、互いに話せる環境を作れたらと思います。 ジブンカンワケイケンフカエハナシキカンゴシナジブンオモダキハンイシキブンカカンカンゴシジタトモリカイタガハナカンキョウツクオモ

		39				4				2				2				1				1				1				1				3						在宅看取り後に訪問し、グリーフケアとして伺い看取りについてお話を伺っているため。今回の研修で「死」だけがグリーフケアではなく、訪問看護では常にグリーフケアの中で仕事をしていると実感しました。 ザイタクミトゴホウモンウカガミトハナシウカガコンカイケンシュウシホウモンカンゴツネナカシゴトジッカン

		40				2				2				2				2				1				2				1				3						グリーフケアが業務の一つになっており、理解を深めたいと思ったから。 ギョウムヒトリカイフカオモ		自分はグリーフに対して間違って認識していたことがよく分かった。 ジブンタイマチガニンシキワ

		41				3				2				5				1				1				1				1				6						自分が辛い時期だったため。 ジブンツラジキ		グリーフもそうですが、自分を「理解する」ということが大切でしたね。今日から少しでも行動変容できるように自分と向き合いたいと思います。自分のケアをたててみます。 ジブンリカイタイセツキョウスココウドウヘンヨウジブンムアオモジブン

		42				2				2				4				1				1				1				1				6		7				聴くことがとても重要で大きなケアになっていると思った。 キジュウヨウオオオモ		現場でまた看護したいです。 ゲンバカンゴ		子供のがん療養を支えることをやって欲しいです。 コドモリョウヨウササホ

		43				1				2				5				1				1				1				1				6						自身の卒業研究の内容と関係が深かったため。 ジシンソツギョウケンキュウナイヨウカンケイフカ		グリーフケアを行っていく際には患者だけでなく、自身のセルフケアを十分に行ったうえで必要なケアが提供していると学んだ。 オコナサイカンジャジシンジュウブンオコナヒツヨウテイキョウマナ

		44				1				1				4				1				1				1				1				7						自分のためになると思ったため ジブンオモ		グリーフについて理解が深まったとともにセルフケアの大切さを知った。 リカイフカタイセツシ

		45				3				2				1				2				1				1				1				1								とても良い話でした。また来てください。 ヨハナシキ

		46				3				2				1				2				1				1				1				1		7						医療者の視点からのグリーフがよく分かりました。 イリョウシャシテンワ

		47				3				2				1				2				1				1				1				7						普段からグリーフワークについて勉強しているが、もう一度勉強したかった。 フダンベンキョウイチドベンキョウ		今日の講義は来て良かったです。絶対病棟で話して広めたい。時々、以前担当した患者さんのことを思い出し、泣けることがあります。それでよいのだと思いました。今のままでよいのかなと思って、だけどもっと力をつけられるよう頑張りたい。素敵な時間でした。まだまだ聴きたいです。 キョウコウギキヨゼッタイビョウトウハナヒロトキドキイゼンタントウカンジャオモダナオモイマオモチカラガンバステキジカンキ

		48				2				2				4				1				1				1				1				5

		49				2				2				1				2				1				1				1				1		6				グリーフについて興味があった。 キョウミ		とても気持ちが軽くなりました。 キモカル

		50				2				2				1				1				1				1				1				3						上司から勧められた。 ジョウシスス		講義のように感じられず聴きやすかった。今後の参考になった。 コウギカンキコンゴサンコウ

		51				1				2				1				1																3						以前からグリーフケアに興味があったため イゼンキョウミ		仕事の中で患者家族に何をしてあげられるか悩み、看取りの場面では自分の無力感を感じることが多くありました。自分に知識が無いから話を聴くしか出来なかったと何度も後悔を感じていました。今日、話を聞かせていただき、私が行っていた話しを聞くというこうどうで、患者・家族の力になれていた可能性を感じ、救われた気持ちになり、心が少し軽くなりました。少しでも患者、家族のためになればと思い、ここにきましたが、とても自分のためになりました。セルフケアがとても苦手な私ですが、今後はよりよいケアを行うことがｄけいるようにセルフケアについても考えていこうと思いました。ありがとうございました。 シゴトナカカンジャカゾクナニナヤミトバメンジブンムリョクカンカンオオジブンチシキナハナシキデキナンドコウカイカンキョウハナシキワタシオコナハナキカンジャカゾクチカラカノウセイカンスクキモココロスコカルスコカンジャカゾクオモジブンニガテワタシコンゴオコナカンガオモ

		52				1				2				5				1				1				1				1				1		6				看護師として亡くなった患者の家族に対してどのようなケアができるのか、どのような思いで接していけばよいのか知りたいと思ったから。 カンゴシナカンジャカゾクタイオモセッシオモ		過去に自分自身にあった喪失体験と重ね合わせながら講演を聴き、思い返したり、改めて自分を認めるとこができた。セルフケアについてこれから喪失体験をたくさん経験していくと思うが、まずはセルフケアを行うことが大切であり、セルフケアについて考えていきたいと思った。 カコジブンジシンソウシツタイケンカサアコウエンキオモカエアラタジブンミトソウシツタイケンケイケンオモオコナタイセツカンガオモ

		53				2				2				1				1																2						病棟であまり死に直面しません。死に直面した時に、自分自身や他のスタッフがどうなってしまうのか不安があった。勉強したかった。 ビョウトウシチョクメンシチョクメントキジブンジシンホカフアンベンキョウ		とても分かりやすく、グリーフの理解を深められました。自分を見つめ直す機会となりました。 ワリカイフカジブンミナオキカイ

		54				1				2				5				1				1				1				1				6						講義内容に興味があったため。 コウギナイヨウキョウミ		グリーフにはユニークなものであること、看護師自身のレジリエンスの発展、セルフケアをしていくことが大切だと学びました。今日から毎日笑うことをセルフケアとしてやっていこうと考えました。 カンゴシジシンハッテンタイセツマナキョウマイニチワラカンガ		ストレスコーピングについて興味を持ちました。 キョウミモ

		55				4				2				1				1				1				1				1				6						関心があったから。 カンシン

		56				2				2				1				1				1				1				1				6						グリーフの理解ができないと患者さんのケアができないと思ったから。 リカイカンジャオモ		グリーフにはセルフケアが大切だと分かりました。 タイセツワ

		57				1				2				5				1				1				1				1				1						祖父がなくなった際、主にお世話をしてくれていた叔母がうつ状態のようになってしまい、母も泣いてばかりでボーっとすることが増え、グリーフケアの重要性を感じ、学びたいと思ったから。 ソフサイオモセワオバジョウタイハハナフジュウヨウセイカンマナオモ		今までは、痛みや苦しみを取り去ることが大切だと考えていたけれど、取り去るのではなく、その人がグリーフを自分の一部として共に生きていけるようにケアをしていくｋとが大切だと言うことがわかりました。またセルフケアの大切さについても学び、今後しっかり自己認識していき、セルフケアをしっかり行っているうえで、誰かの痛みや苦しみに向き合ってケアしていきたいと思いました。 イマイタクルトサタイセツカンガトサヒトジブンイチブトモイタイセツイタイセツマナコンゴジコニンシキオコナダレイタクルムアオモ		緩和ケアについての講演を聞きたいです。 カンワコウエンキ

		58				3				2				1				3				1				1				1				1		7

		59				4				2				1				1				1				2				1				1		2		6		日々の業務で遺族に対応することがあるため。 ヒビギョウムイゾクタイオウ		傾聴がケア出ることが再認識できた。 ケイチョウデサイニンシキ		看護小規模多機能の実践、具体的ケアについて知りたい。 カンゴショウキボタキノウジッセングタイテキシ

		60				5				2				1				2				1				2				1				7						知人のすすめ。 チジン		自分自身へのグリーフケア（自己の限界も）を考える機会となりました。ありがとうございます。 ジブンジシンジコゲンカイカンガキカイ

		61				3				2				1				2				1				1				1				6						グリーフケアに興味があったから キョウミ		悲嘆とは何か。知識が広がった。 ヒタンナニチシキヒロ

		62				3				2				1				2				1				1				1				3

		63				2				1				4				1				1				1				1				1

		64				4				2				1				2				2				2				2				3						緩和ケアの患者がいる病棟に働いているので、グリーフケアについて興味があった。 カンワカンジャビョウトウハタラキョウミ

		65				3				2				1				2				1				1				1				3						死の一場面でどのような対応が必要だったか疑問に思う症例があったから。 シイチバメンタイオウヒツヨウギモンオモショウレイ

		66				2				2				1				3				1				1				1				3						患者さんが亡くなると、モヤモヤした気持ちになるのはどうしてかと思うようになったのでぜひ参加したいと思いました。 カンジャナキモオモサンカオモ		自分にもグリーフケアが必要であることが知ることができてよかったです。日々の業務に追われ自分へのケアができていないなと思いました。 ジブンヒツヨウシヒビギョウムオジブンオモ

		67				2				2				1				1				1				1				1				3								今後に活かせる内容で本当にありがとうございました。 コンゴイナイヨウホントウ

		68				2				2				1				1				1				1				1				1		2		3

		69				1				2				5				1				1				1				1				1		6						プログラム、講師紹介も資料に加えて欲しい。 コウシショウカイシリョウクワホ

		70				4				2				1				1				1				1								3								日々、グリーフケアについて悩んでいるので。 ヒビナヤ		自分がいつも苦しい思いをしているので、まず自分のケアという点がとても心に響きました。 ジブンクルオモジブンテンココロヒビ

		71				3								4				1				1				1				1				3								子供の事例が印象的だった。子供のことをそんなふうに考えたことがなかったので。 コドモジレイインショウテキコドモカンガ

		72				2				2				1				1				1				1				1				1		5				家族に対するグリーフケア、看護師としての役割を考えたかった。グリーフに対して学習を深めたかった。 カゾクタイカンゴシヤクワリカンガタイガクシュウフカ

		73				3				2				1				1				1				2				1				1		3				仕事に役立てたい。大切な人を亡くされた友人を支えたい。 シゴトヤクダタイセツヒトナユウジンササ		今している「話を聞くこと」に意味を感じることができた。「聞くしか出来ない」と辛い気持ちを持っている若い看護師たちにそれでよいのだときちんと伝えます。 イマハナシキイミカンキデキツラキモモワカカンゴシツタ		家族ケア カゾク

		74				3				2				1				1				1				1				1				3						喪失された患者、家族の方の訴えが多くなってきている。振り返りをどのようにしたらいいのか悩んでいました ソウシツカンジャカゾクカタウッタオオフカエナヤ		とても勉強になりました。ありがとうございました。 ベンキョウ

		75				3				2				1				1				1				1				1				1						グリーフケアについて学びたかった。 マナ		定期的に学びたいと思った。セルフケアを行うことの大切さを学んだ。自己肯定感を持ってもいいんだなと思った。 テイキテキマナオモオコナタイセツマナジココウテイカンモオモ

		76				3				2				2				3																1

		77				4				2				1				1				1				1				1				3						グリーフケアについて学びたかった マナ

		78				3				2				1				1				1				2								3						緩和ケア病棟で勤務しているから。大切な人が病気だから。 カンワビョウトウキンムタイセツヒトビョウキ		話し方が癒された。セルフケアを考えていきたい。 ハナカタイヤカンガ

		79				3								6				1																1						死別家族と関わることが多いため、興味を持ちました。 シベツカゾクカカオオキョウミモ		大変分かりやすかったです。セルフケア大切だと思いました。 タイヘンワタイセツオモ

		80				3								1				2				1				2				2				1						興味があったため。 キョウミ		グリーフに対するセルフケアという考え方は新しい気づきでした。 タイカンガカタアタラキ

						年齢分布 ネンレイブンプ				性別 セイベツ				職種 ショクシュ				居住地 キョジュウチ				感想 カンソウ				講演時間 コウエンジカン				満足度 マンゾクド						講演会を知ったきっかけ（複数回答） コウエンカイシフクスウカイトウ

				20歳代以下 サイダイイカ		16		男性 ダンセイ		6		病院看護師 ビョウインカンゴシ		53		石川県 イシカワケン		50		とても参考になった サンコウ		63		とても適切だった テキセツ		49		とても満足 マンゾク		57		ポスター		ポスター		25

				30歳代 サイダイ		20		女性 ジョセイ		69		訪問看護Ｓｔ ホウモンカンゴ		5		富山県 トヤマケン		21		参考になった サンコウ		9		適切だった テキセツ		22		満足 マンゾク		11				大学ＨＰ ダイガク		5

				40歳代 サイダイ		25		不明 フメイ		5		介護支援専門員 カイゴシエンセンモンイン		0		福井県 フクイケン		9		少し参考になった スコサンコウ		0		あまり適切ではなかった テキセツ		0		少し不満 スコフマン		0				職場（病院）の案内 ショクバビョウインアンナイ		38

				50歳代 サイダイ		14		計 ケイ		80		看護師養成施設教員 カンゴシヨウセイシセツキョウイン		5		その他 タ		0		あまり参考にならなかった サンコウ		0		適切ではなかった テキセツ		0		不満 フマン		0				新聞 シンブン		0

				60歳代以上 サイダイイジョウ		5						看護学生 カンゴガクセイ		11		計 ケイ		80		未記入 ミキニュウ		8		未記入 ミキニュウ		8		未記入 ミキニュウ		12				広報誌 コウホウシ		0

				計 ケイ		80						その他 タ		6																				教員からの紹介 キョウインショウカイ		16

												計 ケイ		80																				友人･知人･同僚からの紹介 ユウジンチジンドウリョウショウカイ		11

																																		その他 タ		3
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64名参加

３）①「臨床で行うリンパ浮腫のケア」（基礎編）



受講前後での知識の変化

アセスメント方法 合併症と対処法



ロールプレイを中心にアドバンス
編を初めて実施した。
13人が参加

「明日から本当に使える学びを得
た」との感想があった。

３）「臨床で行うリンパ浮腫のケア」（アドバンス編）



講師：
東京大学大学院医学系研究科
山本則子先生

（定員40名が参加）

４）「ケアの意味を見つめる事例研究」FD/SD研修



自由記載
「事例検討を研究に仕立てていく所が分からなかったので、分析の方法が分かった」

「とてもよかったので、この続きも受けたい」
「普段ここまで深く考える機会がないため、よい経験となった」との声が聞かれた。

１）講演の内容 ２）今後の看護実践に活かせると思い
ますか



５）「医療者・患者への抗がん剤曝露予防を考えよう」
FD/SD研修



６．海外FD研修

訪問予定先
・Monash University (School of Nursing and 
Midwifery)Institute(州立モナッシュ大学)
・Epworth Healthcare
(様々なヘルスケアサービスを提供するビクトリ

ア州最大の非営利グループ。)
・Banksia Palliative Cae Service(コミュニ
ティにおける緩和ケアを提供する組織)
・Chestnut Garden Nursing Home 

(Monash Health)
(チェスナットガーデンズ高齢者ケアホーム)

ほか
（オーストラリア /メルボルン）



大学/病院 所属 役職 氏名

1石川県立看護大学 成人看護学 教授 牧野 智恵

2石川県立看護大学 老年看護学 教授 川島 和代

3石川県立看護大学 小児看護学 講師 金谷 雅代

4石川県立看護大学 基礎看護学 講師 林 静子

5石川県立看護大学 成人看護学 助教 松本 智里

6石川県立看護大学 がんプロ 特任助手 樋口 麻衣子

7金沢大学 看護部 緩和ケア認定看護師 出口 有紀子

8信州大学 医学部附属病院信州がんセンター緩和ケア部門 教授 間宮 敬子

9信州大学 医学部附属病院薬剤部 薬剤師 井出 貴之

10富山大学 看護部 緩和ケア認定看護師 門田 彩花

11富山大学 附属病院臨床腫瘍部 助教 梶浦 新也

12福井大学 がん診療推進センター 緩和ケア認定看護師 小林 美貴

13福井大学 がん診療推進センター 副看護師長 浦井 真友美

14金沢医科大学 看護学部成人看護学 講師 北村 佳子

参加予定者



1

北信がんプロ

金沢大学の活動状況報告

金沢大学附属病院がんセンター

金沢大学がん進展制御研究所 腫瘍内科

「超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成」

「北信がんプロ」外部評価委員会

平成30年3月16日（金）（金沢大学医学類B棟 応接室）

矢野 聖二



発表内容

１、学内実施体制

２、教育コースと講義内容

３、地域がんデータベース

４、スタッフ研究

５、人材交流、合同シンポジウム

６、市民啓発

７、今後の予定
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金子

堀

多久和

アドバイザー

学内組織

山崎学長

大竹理事 蒲田病院長

溝上
（教務）

大島
（広報）

吉崎
（アイデア）

絹谷
（第三の道）

（委員会で業務・実務を依頼）

山田
（認プロ）

（プロジェクト間連携）

中田
（副）

矢野
（主）

谷本
（がんセ）

特任助教
（H30年4月～）

（業務・実務を担当）

小藤
（看護部）

松下

菅

稲垣

武村

薬学 保健 病院

板谷
（がん登録）

崔
（薬剤部）

外部評価

北信がんプロ

教授の下の実務者
指名済

（がんプロ修了者含む）

村山 川尻 ほか土屋 太田 藤原中尾

（大学院生の履修依頼）

谷内江 金子 敬称略竹村
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各種委員会 委員リスト

4

大学名 総務委員会 教務委員会 広報委員会
がんデータベース

委員会

オンコロジー
セミナー
委員会

企画委員会 看護保健系会議

金沢大学

矢 野 聖 二 溝 上 敦 大 島 正 伸 中 田 光 俊 矢 野 聖 二 絹 谷 清 剛 稲 垣 美智子

中 田 光 俊 鈴 木 健 之 吉 崎 智 一 土 屋 弘 行 中 田 光 俊 谷 本 梓 塚 崎 恵 子

田 嶋 敦 谷 本 梓 武 村 哲 浩

松 下 良 松 下 良

武 村 哲 浩 崔 吉 道

信州大学

田 中 榮 司 田 中 榮 司 塩 沢 丹 里 小 泉 知 展 小 泉 知 展 伊 藤 研 一 内 田 緑

小 泉 知 展 中 沢 洋 三 野 見 山 哲 生 中 沢 洋 三

小 泉 知 展 中 沢 洋 三 塩 沢 丹 里

塩 沢 丹 里 伊 藤 研 一

伊 藤 研 一

富山大学
（主）林 龍 二 （主）北 村 寛 （主）新 田 淳 美 （主）林 龍 二 （主）藤 井 努 （主）北 村 寛 （主）安 田 智 美

（副）新 田 淳 美 （副）籐 秀 人 （副）長 田 拓 哉 (副）関 根 道 和 （副）梶 浦 新 也（副）櫻 井 宏 明（副）八 塚 美 樹

福井大学

片 山 寛 次 小 林 基 弘 片 山 寛 次 吉 田 好 雄 片 山 寛 次 谷 澤 昭 彦 上 野 栄 一

谷 澤 昭 彦 磯 見 智 恵 上 野 栄 一 黒 川 哲 司 谷 澤 昭 彦 山 下 芳 範 繁 田 里 美

磯 見 智 恵 片 山 寛 次

金沢医科大学
元 雄 良 治 下 平 滋 隆 犀 川 太 西 野 善 一 安 本 和 生 山 田 壮 亮

下 平 滋 隆 川 端 浩 新井田 要 浦 本 秀 隆 木 南 伸 一 川 﨑 康 弘

石川県立看護
大学

石 垣 和 子 牧 野 智 恵 今 井 美 和 今 井 美 和 牧 野 智 恵 牧 野 智 恵

牧 野 智 恵 岩 城 直 子 林 静 子 磯 光 江 山 崎 智 可 金 谷 雅 代

会議はTV会議システムで開催



発表内容

１、学内実施体制

２、教育コースと講義内容

３、地域がんデータベース

４、スタッフ研究

５、人材交流、合同シンポジウム

６、市民啓発

７、今後の予定
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北信がんプロの教育コース

教育コース 対象 H29 H30 H31 H32 H33 合計
金沢大 先端的個別化医療コース 医師・歯科医師 0 5 5 5 5 20

がん個別化薬物療法薬剤師リーダーコース 薬剤師 0 1 2 2 2 7
個別化高度化を担う医療技術・医学物理人材育成コース 医学物理士 0 2 2 2 2 8

信州大 ゲノム医療に精通したがん治療医育成コース 医師 0 2 2 2 2 8
がん診療に詳しい認定遺伝カウンセラー養成コース 多職種 0 1 1 1 1 4

富山大 高齢がん患者対策専門コース 医師 0 4 4 4 4 16
個別化医療で支えることができる高度薬剤師養成コース 薬剤師 0 1 1 1 1 4

福井大 地域がん専門医養成コース 医師 0 2 2 2 2 8

金沢医大 がんプロフェッショナルがん専門医リーダー養成コース 医師 0 2 2 2 2 8

石川看護大 がんライフステージコース 看護師 0 2 2 2 2 8
合計 0 22 23 23 23 91

教育コース 対象 H29 H30 H31 H32 H33 合計
金沢大 がんゲノム医療生涯教育コース 医師・歯科医師 2 6 6 6 6 26

がん個別化薬物療法実践薬剤師コース 薬剤師 0 2 2 2 2 8

富山大 高齢がん患者対策専門コース 医師 2 2 2 2 2 10
個別化医療で支える専門的薬剤師養成コース 薬剤師 1 2 2 2 2 9
在宅がん緩和リハビリテーションコース 看護師 0 1 2 2 2 7

福井大 在宅栄養管理コース 医師等 0 12 22 22 22 78
在宅緩和医療 医師等 0 24 24 24 24 96

金沢医大 がん集学的治療医養成コース 医師 1 2 2 2 2 9

石川看護大 がんライフケアコース 多職種 3 7 7 7 7 31
合計 8 55 67 67 67 264

本科生コース（10）平成30年4月受入れ開始

インテンシブコース (9) 平成29年10月受入れ開始（一部平成30年4月開始）
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金沢大学の医師・歯科医師コース
大学名等 金沢大学大学院医薬保健学総合研究科医学専攻

教育プログラ
ム・コース名

先端的個別化医療コース（本科・大学院生）

対象者 医薬保健学総合研究科医学専攻大学院学生

修業年限
（期間）

４年

養成すべき
人材像

ゲノム解析等により分子標的薬や免疫チェックポイント阻害薬の
最適化使用を目指す先端的研究を理解し、遺伝子解析に基づく
最適の集学的個別化医療（手術、放射線、薬物治療等）を実践
できる医師及び歯科医師を養成する。

修了要件・
履修方法

＜修了要件＞北信がんプロフェッショナル授業科目10単位を含む
30単位以上を取得し、研究論文が学位審査に合格すること。
＜履修方法＞e-learning教材、TV会議によるセミナー、演習等で
履修する。

履修科目等

＜選択必修科目＞分子生物学入門（1単位）、分子腫瘍学特論、
ほか3科目
＜選択科目＞がんゲノム学特論（1単位）、小児・AYA世代・希少
がん特論（1単位）、在宅緩和ケア特論（1単位）、老年医療学特論
（1単位）、がんライフステージ演習（1単位）、腫瘍薬物学特論
（1単位）、臨床腫瘍学演習（1単位）ほか10科目
全国規模のe-learning科目〔がんゲノム科目（1単位）、小児・AYA
がん科目（1単位）、希少がん科目（1単位）、ライフステージ科目
（1単位）〕

大学名等 金沢大学大学院医薬保健学総合研究科医学専攻

教育プログラ
ム・コース名

がんゲノム医療生涯教育コース（インテンシブ）

対象者 地域でがん診療に携わる医師及び歯科医師

修業年限 （期
間）

１年（延長可）

養成すべき
人材像

遺伝子解析に基づいた分子標的治療や免疫チェックポイント阻害薬
による治療の概要を理解し、多職種と連携して実地医療における
個別化医療を実践できる医師及び歯科医師を養成する。

修了要件・
履修方法

＜修了要件＞北信がんプロフェッショナル授業科目３単位以上の
修得及びキャンサーボードへの出席又は多職種連携セミナーへの
参加。
＜履修方法＞全国規模のe-learning教材及び本事業の講義教材を
利用して自己学習を行うのみならず、テレビ会議システムを利用し
たキャンサーボード又は多職種連携セミナーへの参加による学修を
行う。

履修科目等

＜選択科目＞がんゲノム学特論（1単位）、小児・AYA世代・希少
がん特論（1単位）、在宅緩和ケア特論（1単位）、老年医療学特論
（1単位）、北信オンコロジーセミナー（1単位）、がんライフステージ
演習（1単位）

受入目標 20名（30年度～33年度各5名） 26名（29年度2名、 30年度～33年度各6名）

29年度は準備期間 7



大学名等 金沢大学大学院医薬保健学総合研究科薬学専攻

教育プログラム・
コース名

がん個別化薬物療法薬剤師リーダーコース（本科・大学院生）

対象者 医薬保健学総合研究科薬学専攻大学院学生

修業年限（期間） ４年

養成すべき人材像

がん・緩和薬物療法の安全性・有効性を向上させ、がん患者の多様性に応じた
個別化薬物療法の処方支援、有害事象回避ができる人材。
がん・緩和薬物療法に関する最新知識を有するとともに、がん患者の心理を良く
理解し、チーム医療の中で他の医療従事者を支援できる人材。
以上の様な業務を先駆けて実践し、広めていくことができるリーダー。

修了要件・履修方
法

＜修了要件＞北信がんプロフェッショナル授業科目6単位〔必修科目2単位、選
択必修科目(実習、演習）1単位を含む〕を修得すること。
＜履修方法＞e-learning教材、TV会議によるセミナー、演習等で履修する。実習
演習科目は、金沢大学医薬保健研究域薬学系又は附属病院を中心に富山大学
を含めた他大学及び医療施設と共同で実施する。

履修科目等

＜必修科目＞分子腫瘍学特論、臨床統計学特論（各1単位）
＜選択必修科目＞先進的がん薬物療法個別化実習（0.5単位）、有害事象解析
演習（0.5単位）、がんライフステージ演習(0.5単位）
＜選択科目＞>腫瘍薬物学特論（1単位）、がん緩和医療学特論（1単位）、がん
ゲノム学特論（1単位）、小児・AYA世代・希少がん特論（1単位）、在宅緩和ケア特
論（1単位）、老年医療学特論（1単位）ほか3科目
全国規模のe-learning科目〔がんゲノム科目（1単位）、小児・AYAがん科目（1単
位）、希少がん科目（1単位）、ライフステージ科目（1単位）〕

大学名等 金沢大学大学院医薬保健学総合研究科薬学専攻

教育プログラム・
コース名

がん個別化薬物療法実践薬剤師コース（インテンシブ）

対象者
薬剤師免許を有し、がん専門薬剤師又は緩和薬物療法認定薬剤師の資格を取得しよ
うとする者。

修業年限（期間） ３月から１年（延長可）

養成すべき人材像

がん・緩和薬物療法の安全性・有効性を向上させ、がん患者の多様性に応じた個別化
薬物療法の処方支援、有害事象回避ができる人材。
がん・緩和薬物療法に関する最新知識を有するとともに、がん患者の心理を良く理解し、
チーム医療の中で他の医療従事者を支援できる人材。
がん・緩和領域における地域包括ケアを推進する人材。
次世代のリーダーになることを目指す人材。

修了要件・履修方法

北信がんプロフェッショナル授業科目３単位以上の修得及びキャンサーボードへの出席
又は多職種連携セミナー（がんライフステージ事例検討会等）への参加。
全国e-learningクラウド等のe-learning教材及び本事業が開催するがんゲノムシンポジ
ウムにおける講義教材を利用して自己学習を行うのみならず、テレビ会議システムを利
用したキャンサーボード、がんライフステージ事例検討会等の多職種連携セミナー等へ
の参加による学習を行う。実習演習については富山大学との共同開催として、他大学で
の開講科目も履修可能とする。

履修科目等

＜選択科目＞がんゲノム学特論（1単位）、小児・AYA世代・希少がん特論（1単位）、在
宅緩和ケア特論（1単位）、老年医療学特論（1単位）、北信オンコロジーセミナー（1単
位）、先進的がん薬物療法個別化実習（0.5単位）、有害事象解析演習（0.5単位）、がん
ライフステージ演習(0.5単位）等

受入目標
7名（30年度1名、31年度～33年度各2名）

金沢大学の薬剤師コース

12名（30年度1名、31年度3名、32年度～4名）

29年度は準備期間 29年度は準備期間
8



大学名等 金沢大大学院医薬保健学総合研究科保健学専攻

教育プログラム・コース名 個別化高度化を担う医療技術・医学物理人材育成コース（本科・大学院生）

対象者 医薬保健総合研究科（博士後期課程）保健学専攻大学院学生

修業年限（期間） ３年

養成すべき人材像
がん治療において基礎的及び臨床的がん診療を理解し、より高度化した放射線治療において放射線技術および医学
物理学による個別化医療を目指す臨床研究を実践できる診療放射線技師・医学物理士を養成する。

修了要件・履修方法
＜修了要件＞北信がんプロフェッショナル授業科目12単位以上を修得し、個別化医療の基礎・臨床研究を行い、
研究論文が学位審査に合格すること。
＜履修方法＞e-learning教材、TV会議によるセミナー、演習等で履修する。

履修科目等

＜選択必須科目＞腫瘍薬物学特論（1単位）、腫瘍放射線医学特論（1単位）、がん緩和医療学特論（1単位）、コンサル
テーション論（2単位）、分子生物学入門（1単位）、医療統計学特論（2単位）、放射線治療物理臨床技術学特講（2単
位））、臨地専門マネージメント演習(2単位)
＜選択科目＞がんゲノム学特論（1単位）、小児・AYA世代・希少がん特論（1単位）、在宅緩和ケア特論（1単位）、老年
医療学特論（1単位）、北信オンコロジーセミナー（1単位）、がんライフステージ演習（1単位）
全国規模のe-learning科目〔がんゲノム科目（1単位）、小児・AYAがん科目（1単位）、希少がん科目（1単位）、ライフ
ステージ科目（1単位）〕

受入目標 8名（30年度～33年度 各2名）

金沢大学の医学物理士コース

29年度は準備期間
9



４ + ４ + ２２ ＝ ３０単位

①基礎科目群（４単位選択）
・研究者として自立するために（１単位）【必修】
・分子生物学入門（１単位）
・分子腫瘍学特論（１単位）
・臨床統計学特論（１単位）
・臨床栄養学特論（１単位）
・臨床統計学演習（１単位） など

②領域融合科目群（４単位選択）
・基礎系領域融合セミナー（２単位）
・臨床系領域融合セミナー（２単位）
・メディカル・イノベーションセミナー（２単位）
・がん研セミナー（２単位）
・学際センターセミナー（２単位）
・プレゼンテーション方法論（２単位） など

③専門科目群（２２単位選択）
・研究分野の特論 （１２単位）【必須】
・先端医学セミナー （１０単位）
・Up-to-dateセミナー （２単位）
・腫瘍薬物学特論 （１単位）
・腫瘍放射線医学特論 （１単位）
・がん緩和医療学特論 （１単位）
・腫瘍病理学特論 （１単位）
・臨床腫瘍学特論 （１単位）
・がん外科学特論 （１単位）
・がんゲノム特論 （１単位）*
・小児・AYA世代・希少がん特論（１単位）*
・在宅緩和ケア特論 （１単位）*
・老年医療学特論 （１単位）*
・がんライフステージ演習（１単位）*など
・認知症基礎 （１単位）
・認知症症候学 （１単位）

・
・

・メディカルイノベーション演習（２単位）
・インターンシップ （２単位）

・

基礎科目群から４単位+専門科目群から６単位
計10単位をがんプロ科目で取得することによりがんプロコース修了

（さらに論文審査に合格する必要があります）

がんプロ科目
（６単位）

がんプロ科目
（４単位）

認プロ科目

第三の道科目

金沢大学大学院がんプロ本科（大学院生：医師コース）の修了要件

*新規に教材作成予定 10がんプロの特論はすべてe-learningです



北信がんプロにおけるEクラウド教材作成の進捗状況

11



12

北信がんプロ第一回オンコロジーセミナーを、
各大学・がん診療連携拠点病院間を結んだテレビ
会議システムにより開催致しました。
（第1回オンコロジーセミナー 参加人数:90名）

第一回目となる今回は、金沢大学附属病院がん
センター・信州大学医学部付属病院がんセンター
より2症例の発表と、国立がん研究センター理事・
研究所長の間野博行先生に特別講演として「がん
研究が導くゲノム医療」をご講演いただきました。

金沢大学では
ゲノム医療に関する内容を中心に企画を予定

2019年1月～3月
2020年4月～6月
2021年7月～9月

2018年12月（済）



発表内容

１、学内実施体制

２、教育コースと講義内容

３、地域がんデータベース

４、スタッフ研究

５、人材交流、合同シンポジウム

６、市民啓発

７、今後の予定

13



14

第115回日本内科学会総会・講演会で発表予定（平成30年4月13日～15日：京都）



発表内容

１、学内実施体制

２、教育コースと講義内容

３、地域がんデータベース

４、スタッフ研究

５、人材交流、合同シンポジウム

６、市民啓発

７、今後の予定

15



石川県がん診療連携拠点病院と連携したFD研修会

16

参加者へのアンケートの結果 （3月1日開催分）

就労支援の講義 小線源治療の講義 肺がん治療の講義

大変興味がある

興味がある

普通

あまり興味がない

興味がない

無回答

大変興味がある

興味がある

普通

あまり興味がない

興味がない

無回答

大変興味がある

興味がある

普通

あまり興味がない

興味がない

無回答
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平成１９年度

研修会名 日時 内容 参加者

第１回
平成１９年６月１７日（日）

１３：００～１５：００

分子標的薬剤による治療
不明

Tumor Dormancy Therapy

第２回
平成１９年７月２１日（日）

１４：００～１６：００

肺がんの外科的治療と化学療法
不明

がんの発生、転移に関する病理学

第３回
平成１９年１０月２７日（土）

１４：００～１６：００

化学療法の基礎 化学療法の臨床試験、抗癌剤の臨床薬理、抗腫瘍
効果判定など ３８名
放射線治療 放射線の基本、最新の治療法、ノバリス、リニアックなど

第４回
平成１９年１１月２４日（土）

１４：００～１６：００

がん性疼痛治療 強オピオイドによる疼痛治療
５２名

大腸がん 疫学、病態、病期毎の治療法選択、標準療法

第５回
平成２０年１月１９日（土）

１４：００～１６：００

肺がん 分子標的治療の基礎と臨床
６４名

乳癌 診断から治療まで

平成２０年度

研修会名 日時 内容 参加者

第６回
平成２０年５月１７日（土）

１５：００～１７：３０

脳腫瘍 「最近の脳腫瘍治療指針」
６４名

泌尿器 「泌尿器科の領域の悪性腫瘍」

第７回
平成２０年７月５日（土）

１４：３０～１７：００

血液 「造血器腫瘍の治療」
５３名

病理 「がんの病理診断」

特別講演会
平成２０年７月３０日（水）

１８：００～１９：３０
命の終焉を愛でるー在宅ホスピスにおける心のケア ８８名

第８回
平成２０年９月２０日（土）

１４：３０～１７：００

肝癌 「診療ガイドラインから最新情報」
５７名

膵癌 「膵癌の診断と内科的治療」

第９回
平成２０年１１月１６日（日）

１３：００～１５：３０

婦人科 「婦人科癌治療のup to date」
３０名

核医学 「がん医療におけるアイソトープ診療のポテンシャル」

第１０回
平成２１年１月２５日（日）

１３：００～１５：３０

胃 「胃がんの up to date -病態から治療まで-」
４２名

栄養 「消化器癌化学療法の最前線」

第１１回
平成２１年３月１４日（土）

１４：３０～１７：００

骨軟部 「骨軟部腫瘍の診断と治療」
４２名

頭頸部 「１時間でわかる頭頸部がん」

平成２１年度

研修会名 日時 内容 参加者

第１２回
平成２１年７月１日（水）

１７：３０～１８：２０
患者及びメディアからがん拠点病院とがんプロに期待するもの ７４名

第１３回
平成２１年９月２７日（日）

１３：００～１５：３０

治療と並行する早期からの緩和ケア～チーム医療における看護師の役
割～ １５名
粒子線治療：兵庫の経験

第１４回
平成２２年１月２９日（金）

１８：００～２０：００

大阪府のがん診療連携拠点病院による統一型地域連携パス
８９名

腎癌の分子標的治療について

第１５回
平成２２年２月２７日（土）

１４：３０～１７：００

国立がんセンターにおける通院治療センターの現状
２４名

精神腫瘍に関する緩和ケア

平成２２年度

研修会名 日時 内容 参加者

第１６回
平成２２年７月３１日（土）

１３：００～１５：３０

血液 「多発性骨髄腫の診断と治療の進歩」
３３名

膵癌 「膵癌の診断と内科的治療の現状」

第１７回
平成２２年９月２４日（金）

１８：００～２０：００

胃がん 「胃癌の化学療法と副作用対策ー最近の臨床試験と制吐剤を
中心にー」

４３名
緩和ケア 「がん性疼痛に対する最新のペインコントロールーその有用
性と注意点ー」

特別講演会
平成２２年１０月８日（金）

１７：３０～１９：３０
緩和医療の課題と展望 ８３名

第１８回
平成２３年１月２１日（金）

１８：００～２０：００

放射線治療
９１名

禁煙支援

平成２３年度

研修会名 日時 内容 参加者

第１９回
平成２３年７月１４日（木）

１８：００～２０：００
陽子線治療

９２名
外来化学療法室

第２０回
平成２３年９月３０日（金）

１８：００～２０：００
クリニカルパス

５６名
栄養

第２１回
平成２４年１月２７日（金）

１８：００～２０：００
小児がん

５５名
オンコロジーエマージェンシー

平成２４年度

研修会名 日時 内容 参加者

第２２回
平成２４年９月６日（木）

１８：００～２０：００
化学療法

７５名
ロボット手術

第２３回
平成２４年１１月２日（金）

１８：００～２０：００
がん検診

６５名
地域連携パス

第２４回
平成２５年３月７日（木）

１８：００～２０：００
放射線治療

８２名
支持療法

平成２５年度

研修会名 日時 内容 参加者

第２５回
平成２５年７月２５日（木）

１８：００～２０：００
がん研有明病院における腹腔鏡下胃切除の教育

８５名
外来化学療法のマネジメント

第２６回
平成２５年１１月８日（金）

１８：００～２０：００
‘つどい場はなうめ’におけるがん患者さんの声

３６名
当院におけるクリニカルパスの現状ーDPCデータに基づくパス改訂と地域連携ー

第２７回
平成２６年２月２０日（木）

１８：００～２０：００
積極的がん治療期における緩和ケア・支持療法

６３名
ホウ素中性子捕捉療法（BNCT)が拓く、がん放射線治療の未来

平成２６年度

研修会名 日時 内容 参加者

第２８回
平成２６年７月２４日（木）

１８：００～２０：００
切除不能膵がん、最強の化学療法

１０２名
ビデオで見る胃癌手術とコメディカルによるそれぞれの癌治療アプローチ

第２９回
平成２６年１０月２３日（木）

１８：００～２０：００
肺癌の新たなる治療法について‐２０１４アップデート‐

６６名
電子カルテにおけるクリニカルパスの運用

第３０回
平成２７年２月２６日（木）

１８：００～２０：００

がん患者をとりまく就労の課題とその支援

１００名ここまで進んだ免疫療法

肺がん診療における放射線治療～お役立ちのあれこれ～

平成２７年度

研修会名 日時 内容 参加者

第３１回
平成２７年６月１８日（木）

１８：００～２０：００
がん個別化治療を推進する病理・遺伝子診断の現状と課題

８９名
胃癌治療，私たちの取り組み

第３２回
平成２７年１０月２２日（木）

１８：００～２０：００
遺伝子異常を有する希少肺癌に対する個別化治療の確立への挑戦

７１名
パスを通して実現するチーム医療

第３３回
平成２８年３月１０日（木）

１８：００～２０：００

がん患者の就労について

５８名前立腺癌の放射線治療 治療の実際と晩期障害

肺癌薬物療法 update-がん免疫療法の位置づけ-

平成２８年度

研修会名 日時 内容 参加者

第３４回
平成２８年６月２３日（木）

１８：００～２０：００
肺がん診療の真実：最新の診断と手術

６５名
胃癌化学療法の新展開

第３５回
平成２８年１１月１７日（木）

１８：００～２０：００
NSCLCに対する治療戦略～新しい時代の幕開け～

７１名
クリニカルパスによる医療の標準化

第３６回
平成２９年３月日（木）
１８：００～２０：００

働く世代のがん患者の支援：就労問題を中心に

８１名がん放射線治療の基礎になる放射線生物学の進展

ここまでわかってきたＮｉｖｏｌｕｍａｂの臨床とそのメカニズム

平成２９年度

研修会名 日時 内容 参加者

第３７回
平成２９年６月２９日（木）

１８：００～２０：００
大腸がん化学療法の現況と展望

６６名
乳がん治療の最前線

第３８回
平成２９年１１月９日（木）

１８：００～２０：００
医療の質保証に向けた効率的・効果的なパスの運用

９７名
乳がん治療としての乳房再建～広がる選択肢～

第３９回
平成３０年３月１日（木）

１８：００～２０：００

がん患者の就労について

名小線源治療

長期生存が可能になった免疫チェックポイント阻害薬による肺癌治療

石川県のがん拠点病院と連携した研修会

H19年から39回開催：2409名以上が参加



海外FD研修会（ワシントンＤＣ）
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メインテーマ

訪問先

日程

金沢大学からの
参加者

がんゲノム医療

Ｈ30年2月12日～17日

国立ヒトゲノム研究所
（National Human Genome Research 
Institute (NHGRI) ）

国立がん研究所
（National Cancer Institute）

大学名 所属 役職 氏名

1 金沢大学 脳神経外科 特任助教 田中 慎吾

2 金沢大学 薬剤部 主任 中出 順也

3 金沢大学 薬剤部 薬剤師 板井 進悟

4 金沢大学 がんセンター 助教 谷本 梓

5 金沢大学 革新ゲノム情報分野 准教授 細道 一善

6 金沢大学 分子細胞病理学 助教 尾山 武

7 金沢大学 臨床薬物情報学 准教授 菅 幸生

8 金沢大学 小児科 藤木 俊寛



印象に残った点
 ゲノム研究の実施と並行して、得られたゲノム研究の成果を
迅速に社会や医療へ還元することも組織（NIH）の任務となっていること

 同じ組織に属している研究者が一つの建物に固まらず、組織横断的に配置され、
専門が違う研究者間の交流が盛んであること

研修に行って良かった点
 NIHで最先端のゲノム研究に取り組んでいる研究者の熱意を肌で感じることが
でき、研究に対するモチベーションが高まった

 海外（特に、米国）の研究者との共同研究は、NIHからのファンドを得られる
機会となることを知ることができた

改善すべき点
 具体例を含めた最新の研究成果に触れる機会の多いプログラムとすること
 ゲノム医療に関する臨床研究の現場（病院）の見学があると良い

がんプロ海外FD研修に参加して

NIH第1ビルディング 集合写真@NIAID Discussion@NIDDK

臨床薬物情報学准教授 菅幸生



NHGRI：National Human Genome Research Institute 
(国立ヒトゲノム研究所)

1990年、ヒトゲノムに含まれる30億個の塩基対全てを解読するヒト
ゲノムプロジェクトの立ち上げと共に設立された。

NIHの27部門の1つ

さらに、ゲノムシークエンスの臨床的な実用性、患者やその家族または検査実施施設
への影響、そして最終的な臨床意思決定に及ぼす可能性を明らかにしなければならな
い。

2003年に解読を終了したが、99%がノン
コーディング領域であることが判明し、転
写領域、転写因子結合部位、クロマチン構
造、ヒストン修飾といった要素を複合的に
解析している。

[ENCODE project]

がん、心疾患、糖尿病、脳卒中、自閉症、
希少疾患と多岐にわたりプロジェクトが
進行している。

一方で、臨床現場へ赴いて患者の心理的
な分析を行ったり、議会に対しゲノム医
療の政策への反映を働きかけたりなど社
会的な活動も担っている。

CCG : Center for Cancer Genomics
米国立癌研究所 (NCI)の組織の1つとして、以下の手法を用いてがん患者
に対する診断、治療、予防を発展させることを目的とする。

部門横断的に研究協力

機能ゲノミクス
(がんにおけるゲノム異常の機能を解

析)

構造ゲノミクス
(ゲノム構造から腫瘍形成の原因を解

析) 

計算ゲノミクス
(ゲノムと臨床情報を組み合わせて解

析) 

臨床検体採取
⇓ ⇓

ゲノム解析 臨床情報の反映
⇓ ⇓

Genomic Data Commons 
(GDC)で集計・編集

⇓
施設へのフィードバック

⇓
データベースの公開Mark O. Hatfield Clinical Research 

Center
(NIH内にある臨床試験/治験専門病院)

印象に残った点：NIHにおいて、プロジェクトが立ち上
がり次第、必要な部門が組織、投資されて目的を達成し
ていくスピード感を感じた。

研修に行ってよかった点：ゲノム医療の課題を知ること
ができたことで今後わが国でも予想される問題に対峙し
ていくための知識を得ることができた。

改善すべき点：NHGRIの具体的な社会的な活動を視察し
たかった。

がんプロ海外FD研修に参加して がん進展制御研究所助教 谷本梓



発表内容

１、学内実施体制
２、教育コースと講義内容
３、地域がんデータベース
４、スタッフ研究
５、人材交流、合同シンポジウム
６、市民啓発
７、今後の予定

21



合同シンポジウム/国際シンポジウム

・目的：大学院生、スタッフの情報交換・人材交流・国際化

・対象：大学院生、教育・指導スタッフ

・方法：他の教育プログラムとの合同開催

22

未来医療研究人材拠点形成事業「第三の道」

認知症プロフェッショナル（認プロ）

スーパードクター（信州大）

他のがんプロ拠点

金沢大学がん進展制御研究所

WPI 金沢大学ナノ生命科学研究所(NanoLSI)



23

特別講義
「臨床研究事案から学ぶCOI管理」
10月26日開催 参加人数：107名

国際セミナー
「Beyond Targeting Oncogenes:
Emerging Anti-Cancer Strategies」
9月26日開催 参加人数：87名 未来医療事業と共催



24

がん進展制御研究所
50周年記念国際シンポジウム
10月25日開催 参加人数：221名

国際シンポジウム
「Joint international symposium 2017」
11月8日開催 参加人数：100名

群馬大と共催



発表内容

１、学内実施体制

２、教育コースと講義内容

３、地域がんデータベース

４、スタッフ研究

５、人材交流、合同シンポジウム

６、市民啓発

７、今後の予定
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市民公開講座
平成29年10月29日（日）第1回北信がんプロ合同市民公開講座

平成30年3月21日（祝・水）石川県がん診療連携協議会県民公開講座

金沢大学宝町キャンパス・十全講堂（医学展との合同開催）
医学部生も運営に参加！

加賀市医療センター
（KMCホール）

• 都道府県拠点病院（全国51）
金沢大学附属病院

• 地域拠点病院（全国337）
石川県立中央病院：全県担当
金沢医科大学病院：能登地区担当
金沢医療センター：石川中央地区担当
小松市民病院：南加賀地区担当

県が指定する病院 石川県合計 9

• 協力病院（2） 公立能登総合病院，恵寿総合病院

• 推進病院（7） 芳珠記念病院，金沢赤十字病院，金沢市立病院

金沢社会保険病院，浅ノ川総合病院，

石川県済生会金沢病院，公立松任石川中央病院

国が指定するがん拠点病院 石川県合計 5

http://map.yahoo.co.jp/cm/imap/admi17.map
http://map.yahoo.co.jp/cm/imap/admi17.map


発表内容

１、学内実施体制

２、教育コースと講義内容

３、地域がんデータベース

４、スタッフ研究

５、人材交流、合同シンポジウム

６、市民啓発

７、今後の予定

27



28

来年度の取組み

・本科生コースの開設 大学院生の受入れ

・インテンシブコースでの受講生の受入れ

・E-learning教材完成、多職種連携セミナーの充実化

・地域がんデータベースの構築

・スタッフ研修（海外ＦＤ研修）

・他の人材養成プログラムとの共催イベント

・市民公開講座の実施

北信オンコロジーセミナー（Ｈ31年1～3月に開催）

国際シンポジウム・合同シンポジウム

研究計画の倫理審査
データ収集の開始

（Ｈ29年度海外ＦＤ研修の成果報告・Ｈ30年度海外ＦＤ研修実施）

教育コースの
本格稼働！

今年度の活動を
さらに発展！

（3コースに8名）

（3コースに8名）

（H30年4月日本内科学会で発表）

（がん進展制御研究所国際シンポジウムと合同開催）

（H30年10月 日本医学会と合同開催、
12月日本癌治療学会と合同開催）



北信がんプロ実績（平成29年度）金沢大学

主催 年度 月 日 行　　　　　　　　　事 項目 職種別
参加
人数

ポスター
等

連携団体等

A 29 19 がんサロンハーモニー「金大がんセンターの最新治療」 患者 医師・患者 49
29

A 29 17 がんサロンハーモニー「在宅医療～家で朗らかに過ごすために～」 患者 医師・患者 55
29

Ａ 29 21
がんサロンハーモニー「がんの脊椎移転～ドクターＸにも出た金沢発の最
先端手術はこれだ！～」

患者 医師・患者 48

29 20 3期北信がんプロ採択についての記者発表
Ａ 29 21 新聞掲載「北信がんプロ採択」（北國新聞） ▲
G 29 27 北信がんプロコーディネーター会議 10

29
Ａ 29 19 がんサロンハーモニー「『元ちゃんハウス』ってどんなとこ？」 患者 医師・患者 39

29 20 全国がんプロ協議会総会 78
29 20 第１回　がんプロ全国E-learningクラウド拠点会議
29
29

G 29 3 学内組織委員会 31
G 29 9 北信がんプロコーディネーター会議 7

29 14 全国がんプロ協議会ゲノム医療ワーキング
Ａ 29 22 第1回　運営会議 9

29
G 29 4 第１回　総務委員会 連携大学 24 参加者　全体

29 8 北信がんプロパンフレット作成
G 29 18 北信がんプロキックオフミーティング 46 参加者　全体
A 29 20 がんサロンハーモニー「がんとヨーガ療法」 患者 医師・患者 36
G 29 22 第２回　がんプロ全国E-learningクラウド拠点会議 4 参加者　全体
G 29 25 第１回　教務委員会 連携大学 23 参加者　全体

A 29 26
金沢大学がん進展制御研究所共催　国際セミナー
「Beyond Targeting Oncogenes:Emerging Anti-Cancer Strategies」

87 〇

N 29 28
新聞掲載「障害者にもがん検診を（データベース構築について）」
（北國新聞）

▲

N 29 29 新聞掲載「10/29開催市民公開講座開催案内」（北國新聞） ▲
29

G 29 5 第１回　がんデータベース委員会 連携大学 20 参加者　全体

Ａ 29 18 がんサロンハーモニー「笑顔になるメイク～体験して伝えたいこと～」 患者 医師・患者 19

29 19 新聞掲載「北信がんプロキックオフミーティング」（北國新聞） ▲
Ａ 29 25 がん進展制御研究所　50周年記念国際シンポジウム 221
Ａ 29 26 特別講義「臨床研究事案から学ぶCOI管理」 107

Ａ 29 29
北信がんプロ合同市民公開講座
「がんになって考える？がんになる前に考える？」

市民公開 157 ◎

29 30 新聞掲載「10/29開催市民公開講座報告」（北國新聞） ▲
29

Ａ 29 8
超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成　共催
「Joint international symposium 2017」

共催 100

Ａ 29 15
がんサロンハーモニー「緩和ケアセンターについて～がん哲学外来を含め
て～」

患者 医師・患者 40

G 29 27 第2回　運営会議 10
G 29 30 がんプロ全国e-learningクラウド　boost会議

29 30 新聞掲載「10/29開催市民公開講座報告」（北國新聞） ▲
29

G 29 5 平成29年度　北信がんプロ第2回総務委員会・教務委員会（合同開催） 連携大学 32 参加者　全体
Ａ 29 8 第１回北信がんプロオンコロジーセミナー オンコロジー

大学院生・医師
他

58 ● 金沢大学分
Ａ 29 20 がんサロンハーモニー「検査データの見方」 患者 医師・患者 31

29
29  7-3/31 金沢ケーブルテレビネットにて「がんプロアワー」放送開始

N 29 13 新聞掲載「がんプロ「地域に還元」矢野教授インタビュー」（北國新聞） ▲

Ａ 29 17
がんサロンハーモニー「あなたの気持ち、ちゃんと伝えてますか？～がん
と向き合うためのアドバンス・ケア・プランニング～」

患者 医師・患者

G 29 18 総務委員会 連携大学

G 29 29 全国がんプロフォーラム
29

Ａ 29 13-16
海外ＦＤ研修　ワシントンＤＣ視察
（国立ヒトゲノム研究所・国立がん研究所）

ＦＤ 医師 〇

Ａ 29 21
がんサロンハーモニー「自分らしい生活を続けよう～がん治療中の食事・
趣味・ペットとの付き合い方～」

患者 医師・患者

Ｓ 29 27 東海北陸小児血液がんセミナー
29

2

9

10

11

12

1

4

5

6

7

8



G 29 16 外部評価委員会 連携大学

Ａ 29 20 がんサロンハーモニー「つらい時の心の置き方」 医師・患者

Ａ 29 21 県民公開講座（加賀医療センター共催） 医師・患者

Ｃ 29 26 第１回北信がんプロオンコロジーセミナー オンコロジー
大学院生・医師
他

●

Ａ 金沢大学主催行事
Ｂ 信州大学主催行事 ○ ＦＤ等
Ｃ 富山大学主催行事 ● ＣＢ
Ｄ 福井大学主催行事 ◎ 市民公開
Ｅ 金沢医科大学主催行事 ▲ 新聞掲載
Ｆ 石川県立看護大学主催行事 □ その他
Ｇ ガンプロ関係会議
S その他（共催等含む）
N 新聞掲載（広告案内、開催記事等）

3



主催 年度 月 日 行　　　　　　　　　事 項目 職種別
参加
人数

ポス
ター等

連携団体等

B 29 24 ・第1回キャンサーボード症例検討会（信州大学） CB 医師、医療スタッフ 35 ●
29

B 29 22 ・第2回キャンサーボード症例検討会（信州大学） CB 医師、医療スタッフ 29 ●
29

B 29 1 ・市民公開講座：乳がん‐早く見つけて治しましょう‐ 市民公開 市民 62 ◎
B 29 26 ・第3回キャンサーボード症例検討会（信州大学） CB 医師、医療スタッフ 35 ●

29
B 29 24 ・第4回キャンサーボード症例検討会（信州大学） CB 医師、医療スタッフ 29 ●

29
B 29 28 ・第5回キャンサーボード症例検討会（信州大学） CB 医師、医療スタッフ 26 ●

B 29 31
・市民公開講座：がんと生きる～暮らしとの両立のために～（信州大
学）

共催 市民 85 ◎

29
S 29 3 ・子宮頸がん予防啓発プロジェクト「愛は子宮を救う in 長野」 後援 市民 2,000 ◎ 長野県細胞検査士会

B 29 6 ・第1回がんクリニカルシークエンス外来定期検討会 CB 医師、医療スタッフ 22 ●
B 29 9 ・市民公開講座：信州大学がん哲学外来in軽井沢 共催 患者 14 ◎
B 29 25 ・第6回キャンサーボード症例検討会（信州大学） CB 医師、医療スタッフ 31 ●
B 29 CB 医師、医療スタッフ ●
B 29 4 ・第2回がんクリニカルシークエンス外来定期検討会 CB 医師、医療スタッフ 18 ●
B 29 23 ・第7回キャンサーボード症例検討会（信州大学） CB 医師、医療スタッフ 26 ●
B 29 30 ・臨時開催キャンサーボード症例検討会（信州大学） CB 医師、医療スタッフ 24 ●

29
B 29 1 ・第3回がんクリニカルシークエンス外来定期検討会 CB 医師、医療スタッフ 19 ●

B 29 12 ・市民公開講座：がん化学療法（抗がん剤）における腫瘍内科医の役割 市民公開 市民 70 ◎

B 29 27 ・第8回キャンサーボード症例検討会（信州大学） CB 医師、医療スタッフ 32 ●
29

S 29 2 ・日本臨床腫瘍学会 第8回北信越地区セミナー 共催 医師、医療スタッフ 20 □ 日本臨床腫瘍学会

B 29 6 ・第4回がんクリニカルシークエンス外来定期検討会 CB 医師、医療スタッフ 18 ●
B 29 25 ・第9回キャンサーボード症例検討会（信州大学） CB 医師、医療スタッフ 38 ●

29
B 29 11 ・第5回がんクリニカルシークエンス外来定期検討会 CB 医師、医療スタッフ 16 ●
B 29 22 ・第10回キャンサーボード症例検討会（信州大学） CB 医師、医療スタッフ 32 ●

29
B 29 7 ・第6回がんクリニカルシークエンス外来定期検討会 CB 医師、医療スタッフ 19 ●
B 29 15 ・市民公開講座：肺がん内科治療～個別化治療のために～ 市民公開 市民 71 ◎
B 29 26 ・第11回キャンサーボード症例検討会（信州大学） CB 医師、医療スタッフ 35 ●

29
B 29 7 ・第7回がんクリニカルシークエンス外来定期検討会 CB 医師、医療スタッフ ●
B 29 26 ・第12回キャンサーボード症例検討会（信州大学） CB 医師、医療スタッフ ●

29

Ａ 金沢大学主催行事
Ｂ 信州大学主催行事 ○ ＦＤ等
Ｃ 富山大学主催行事 ● ＣＢ
Ｄ 福井大学主催行事 ◎ 市民公開
Ｅ 金沢医科大学主催行事 ▲ 新聞掲載
Ｆ 石川県立看護大学主催行事 □ その他
Ｇ ガンプロ関係会議
S その他（共催等含む）
N 新聞掲載（広告案内、開催記事等）

2

3

9

10

11

12

1

4

5

6

7

8



北信がんプロ実績（平成29年度）富山大学

主催 年度 月 日 行　　　　　　　　　事 項目 職種別
参加
人数

ポス
ター等

連携団体等

29 4
29 5
29 6
29 7
29 8

Ｃ 29 30・
10/1

教育セミナー「がん医療に携わる医師に対するコミュニケーション技
術研修会」（富山大学附属病院）

教育セミナー 医師 4 ○

29

Ｃ 29 28 ・平成29年度北信がんプロ人材育成セミナー(富山大学) 教育セミナー 看護職
保健福祉介護関係者他

80 ○

29
29 11

Ｃ 29 16・
17

教育セミナー「エンドオブライフ・ケア援助者養成基礎講座in富山」
（富山大学附属病院）

教育セミナー 医療・介護・福祉従事
者

100 ○

Ｓ 29 16
富山大学附属病院市民公開講座
－「大きく変わった消化器がん治療と予防」－

市民公開講座 一般市民 317 ◎

29

Ｃ 29 18
市民公開講座「緩和ケア市民公開講座　私が、がんになるなんて」
（富山大学附属病院）

市民公開 市民・医療関係 約250 ◎

29

Ｃ 29 3
市民公開講座「がん患者と家族のための講演会　学ぼう新しいがんの
知識　ダヴィンチで新時代の手術へ」(富山大学附属病院)

市民公開 市民・医療関係 800見込 ◎

Ｃ 29 26 ・平成29年度第2回北信がんプロオンコロジーセミナー(富山大学) 教育セミナー
医師・医療スタッフ
他

○

29

Ａ 金沢大学主催行事
Ｂ 信州大学主催行事 ○ ＦＤ等
Ｃ 富山大学主催行事 ● ＣＢ
Ｄ 福井大学主催行事 ◎ 市民公開
Ｅ 金沢医科大学主催行事 ▲ 新聞掲載
Ｆ 石川県立看護大学主催行事 □ その他
Ｇ ガンプロ関係会議
S その他（共催等含む）
N 新聞掲載（広告案内、開催記事等）

9

10

12

2

3



北信がんプロ実績（平成29年度）　福井大学

主催 年度 月 日 行　　　　　　　　　事 項目 職種別
参加
人数

ポス
ター
等

連携団体等

D 29 3 他科合同悪性腫瘍症例検討会（キャンサーボード） CB 19
D 29 5 緩和ケアチームカンファレンス CB 21

D 29 5
がん診療推進センター講習会
「胃癌周術期化学療法」

FD 16

D 29 7 他科合同悪性腫瘍症例検討会（キャンサーボード） CB 11
D 29 12 緩和ケアチームカンファレンス CB 12

D 29 13
がん診療推進センター講習会
「大腸がん後方ライン治療」

FD 27

D 29 18
がん診療推進センター講習会
「免疫チェックポイント阻害薬」
「チームでのirAEマネジメント」

FD 8

D 29 19 緩和ケアチームカンファレンス CB 14

D 29 21
がん診療推進センター講習会
「がん医療におけるコミュニケーション」

FD 13

D 29 24
がん診療推進センター講習会
「市中病院における膵癌診療の現状」
「局所進行膵癌における術前治療としてのＧｎＰ療法」

FD 10

D 29 26 緩和ケアチームカンファレンス CB 18

D 29 26
がん診療推進センター講習会
「進行再発大腸癌に対する２次治療」

FD 14

D 29 27
がん診療推進センター講習会
「OIC治療の重要性～スインプロイク錠経口末梢性オピオイド受容体拮抗薬～」

FD 17

29
D 29 10 緩和ケアチームカンファレンス CB 13
D 29 17 緩和ケアチームカンファレンス CB 13
D 29 24 緩和ケアチームカンファレンス CB 10

D 29 24
がん診療推進センター講習会
「アブストラル舌下錠を安全に運用するための取り組み」

FD 21

D 29 31 緩和ケアチームカンファレンス CB 13
29

D 29 7 緩和ケアチームカンファレンス CB 14

D 29 8
がん診療推進センター講習会
「米国臨床腫瘍学会2017の最新情報共有」
「クリニカルクエスチョン」

FD 16

D 29 14 緩和ケアチームカンファレンス CB 15

D 29 14

がん診療推進センター講習会
「大腸癌ガイドライン上の位置づけ」
「Ｌａｔｅ　Ｌｉｎｅの切り替えのタイミング」
「抗腫瘍効果の判断で重要な点」
「他剤との使い分け」

FD 6

D 29 21 緩和ケアチームカンファレンス CB 12

D 29 21
がん診療推進センター講習会
「肺がん診療ガイドラインとＦＮマネジメント」
「外来化学療法における薬剤師の役割」

FD 9

D 29 28 緩和ケアチームカンファレンス CB 14
29

D 29 3

がん診療推進センター講習会
「メサペイン錠とＷＨＯ方式３段階除痛ラダー」
「大腸がん治療における抗ＥＧＦＲ抗体薬の役割と適切な投与」
「抗ＥＧＦＲ抗体薬の皮膚障害」

FD 17

D 29 5 緩和ケアチームカンファレンス CB 14
D 29 7 他科合同悪性腫瘍症例検討会（キャンサーボード） CB 8
D 29 12 緩和ケアチームカンファレンス CB 16
D 29 19 緩和ケアチームカンファレンス CB 10
D 29 26 緩和ケアチームカンファレンス CB 13

D 29 28
がん診療推進センター講習会
「大腸癌治療における抗ＥＧＦＲ抗体薬の治療選択」

FD 18

29
D 29 2 緩和ケアチームカンファレンス CB 15
D 29 9 緩和ケアチームカンファレンス CB 16

4

5

6

7



D 29 16 緩和ケアチームカンファレンス CB 17
D 29 23 緩和ケアチームカンファレンス CB 15
D 29 30 緩和ケアチームカンファレンス CB 17

29

D 29 4
がん診療推進センター講習会
「ガイドラインに基づいた進行・再発乳がんにおける支持療法の役割」

FD 6

D 29 6 緩和ケアチームカンファレンス CB 15
D 29 13 緩和ケアチームカンファレンス CB 16
D 29 20 緩和ケアチームカンファレンス CB 13
D 29 26 他科合同悪性腫瘍症例検討会（キャンサーボード） CB 13
D 29 27 緩和ケアチームカンファレンス CB 17

D 29 29
がん診療推進センター講習会
「切除不能・進行再発大腸癌後方ライン治療の新たな治療戦略」

FD 10

29

D 29 4
がん診療推進センター講習会
「大腸癌における個別化治療」

FD 14

D 29 4 緩和ケアチームカンファレンス CB 19

D 29 5
がん診療推進センター講習会
「悪性軟部腫瘍に対する化学療法」

FD 8

D 29 11 緩和ケアチームカンファレンス CB 15
D 29 18 緩和ケアチームカンファレンス CB 12
D 29 25 緩和ケアチームカンファレンス CB 19

29
D 29 1 緩和ケアチームカンファレンス CB 16
D 29 8 緩和ケアチームカンファレンス CB 11

D 29 14
がん診療推進センター講習会
「悪性軟部腫瘍に対するトラベクテジンの可能性」

FD 3

D 29 15 緩和ケアチームカンファレンス CB 16

D 29 20
がん診療推進センター講習会
「進行再発胃癌二次治療の新たな治療戦略」

D 29 22 緩和ケアチームカンファレンス CB 18
D 24 24 看護セミナー「地域で暮らすがん患者への支援」（福井大学） FD 看護師、医療スタッフ 145 ○
D 29 29 緩和ケアチームカンファレンス CB 17

D 29 30
がん診療推進センター講習会
「がんと血栓症～腫瘍循環器科におけるＶＴＥ治療戦略～」

FD 44

29
D 29 6 緩和ケアチームカンファレンス CB 12

D 29 12
がん診療推進センター講習会
「医師に求められるEvidenceとNarrative
～婦人科がん治療現場での実践に学ぶ～」

FD 4

D 29 13 緩和ケアチームカンファレンス CB 17
D 29 17 県民公開シンポジウム「がん診療最前線」（福井大学） 市民公開 市民 170 ◎
D 29 20 緩和ケアチームカンファレンス CB 11
D 29 27 緩和ケアチームカンファレンス CB 14

29
D 29 10 緩和ケアチームカンファレンス CB 17
D 29 10 他科合同悪性腫瘍症例検討会（キャンサーボード） CB 12
D 29 17 緩和ケアチームカンファレンス CB 14

D 29 22
がん診療推進センター講習会
「膵消化管NETに対するユニットの役割と集学的治療」

FD 23

D 29 24 緩和ケアチームカンファレンス CB 15
D 29 28 12/17開催県民公開シンポジウム「がん診療最前線」新聞掲載（福井新聞） 市民公開 ▲

D 29 29
がん診療推進センター講習会
「Liquid Biopsyによるがん診療のパラダイムシフト」

FD 5

29
29 2
29 3

Ａ 金沢大学主催行事
Ｂ 信州大学主催行事 ○ ＦＤ等
Ｃ 富山大学主催行事 ● ＣＢ
Ｄ 福井大学主催行事 ◎ 市民公開
Ｅ 金沢医科大学主催行事 ▲ 新聞掲載

9

10

11

12

1

8



Ｆ 石川県立看護大学主催行事 □ その他
Ｇ ガンプロ関係会議
S その他（共催等含む）
N 新聞掲載（広告案内、開催記事等）



北信がんプロ実績（平成29年度）金沢医科大学

主催 年度 月 日 行　　　　　　　　　事 項目 職種別
参加人

数
ポス

ター等
連携団体等

G 29 27 北信がんプロコーディネーター会議 1
Ｅ 29

Ｅ 29 14
平成29年度　北信がんプロ金沢医科大学企画募集
（金沢医科大学）

18
「超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成」共同事業協定書締結
（11/22から遡り）

Ｅ 29
G 29 14 全国がんプロ協議会ゲノム医療ワーキング 1
Ｅ 29
G 29 4 第１回　総務委員会 2
G 29 18 北信がんプロキックオフシンポジウム 4 ▲
G 29 22 第２回　がんプロ全国E-learningクラウド拠点会議 1
G 25 第１回　教務委員会 1
Ｅ 29 26 メディアサイトレコーダー　ミニ　受け入れ
N 29 26 新聞掲載「10/9開催市民公開講座開催案内」（北國新聞） ▲

G 29 3
第１回　がんプロ担当者打ち合わせ会議
（金沢医科大学）

本学担当者 13

G 29 5 第１回　がんデータベース委員会 2

Ｅ 29 9
北信がんプロ金沢医科大学市民公開講座
「がんゲノム医療を知ろう：最適の治療を受けるために」
（金沢医科大学）

市民公開 市民 68 ◎
石川県医師会
石川県がん診療連
携協議会等

N 29 11 新聞掲載「10/9開催の市民公開講座報告」（北國新聞） ▲

Ｅ 29 11
第26回腫瘍病理セミナー・北信がんプロＦＤ講演会
「ゲノムシークエンスによって発がん課程を解き明かす」
（金沢医科大学）

ＦＤ 医師、医療従事者 48 ◎

24
全国がんプロｅ-ｌｅａｒｎｉｎｇクラウド参画に関する承認書提出
（金沢医科大学）

Ａ 29 29
北信がんプロ第１回６大学合同シンポジウム
（金沢大学）

市民公開 市民
石川県医師会
石川県がん診療連
携協議会等

Ｅ 29

Ｅ 29 9
第２回　がんプロ担当者打ち合わせ会議
（金沢医科大学）

9

Ｅ 29 21

第27回腫瘍病理セミナー・北信がんプロＦＤ講演会
「炎症依存的な胃発がんモデルマウスを用いた研究」
 「子宮で発症する癌と Pten の関係‐マウスモデルを用いた解析-」
「病理組織検体のオミックス解析に基づくがんの個別化医療開発とその実
装」

ＦＤ 医師、医療従事者 29 ◎

金沢大学がん進展
制御研究所、
HWRN（Hokuriku
Women
Researcher's

Ｅ 29 21
平成30年度　北信がんプロ金沢医科大学企画募集
（金沢医科大学）

Ｅ 29 30
第２回先進呼吸器外科学セミナー・北信がんプロFD講演会
「「精密医療」のその先に：がん治療新時代の全人的医療とその課題」
（金沢医科大学）

ＦＤ 医師、医療従事者 26 ◎

G 29 30 がんプロ全国e-learningクラウド　boost会議 3

G 29 5 平成29年度　北信がんプロ第2回総務委員会・教務委員会（合同開催） 2

Ｅ 29 6
第28回腫瘍病理セミナー・北信がんプロFD講演会
「Pathology of Paget disease of bone and Paget sarcoma」

ＦＤ 医師、医療従事者 14 ◎

Ｅ 29 13
第29回腫瘍病理セミナー・北信がんプロFD講演会
「小児脳腫瘍における分子メカニズム解析」

ＦＤ 医師、医療従事者 27 ◎

Ｅ 29 16
北信がんプロ金沢医科大学市民公開講座
「がんゲノム免疫療法を知ろう：自分に最適な治療を求めて」
（金沢医科大学）

市民公開 市民 96 ◎
石川県医師会
私立大学ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ事業金沢医科
大学細胞治療プロジェクト等

Ｎ 29 17 新聞掲載「12/16開催の市民公開講座報告」（北國新聞） ▲

Ｅ 29 27
第３回　がんプロ担当者打ち合わせ会議
（金沢医科大学）

Ｅ 29 26
第30回腫瘍病理セミナー・北信がんプロFD講演会
「がんを理解するためのゲノム科学と人工知能」
(金沢医科大学）

ＦＤ 医師、医療従事者 30 ◎

Ｅ 29
S 29 21 中部小児血液がんセミナー　プレ症例検討会 セミナー 医師、医療従事者

S 29 27 中部小児血液がんセミナー セミナー 医師、医療従事者
Ｅ 29

Ｅ 29 3 10-11
・ＦＤ研修会「がん診療に携わる医師に対するコミュニケーション技術研
修会」（金沢医科大学）

ＦＤ 医師・ＳＰ 10 ○

Ａ 金沢大学主催行事
Ｂ 信州大学主催行事 ○ ＦＤ等
Ｃ 富山大学主催行事 ● ＣＢ
Ｄ 福井大学主催行事 ◎ 市民公開

2
小児血液がん学会

9

10

11

12

1

6

8



Ｅ 金沢医科大学主催行事 ▲ 新聞掲載
Ｆ 石川県立看護大学主催行事 □ その他
Ｇ ガンプロ関係会議
S その他（共催等含む）
N 新聞掲載（広告案内、開催記事等）



北信がんプロ実績（平成29年度）石川県立看護大学

主催 年度 月 日 行　　　　　　　　　事 項目 職種別
参加人

数
ポス

ター等
連携団体等

29 4
29 5

Ｆ 29 6 ・第1回がん看護事例検討会（石川県立看護大学） ＣＢ 看護師・医療ｽﾀｯﾌ 65 ●
29

Ｆ 29 2 ・公開講座「グリーフの理解とナースに求められること」(石川県立看護大学） 市民公開 市民 89 ◎

Ｆ 29 4 ・第2回がん看護事例検討会（石川県立看護大学） ＣＢ 看護師・医療ｽﾀｯﾌ 96 ●
29

Ｆ 29 1 ・第3回ライフステージ事例検討会（石川県立看護大学） ＣＢ 看護師・医療ｽﾀｯﾌ 56 ●
Ｆ 29 12 ・CNS関係者によるがん看護事例検討会(石川県立看護大学） 看護ＣＢ 看護師 18 ●

29

Ｆ 29 9 ・看護実践セミナー「臨床で行なうリンパ浮腫のケア」（石川県立看護大学） ＣＢ 看護師・医療ｽﾀｯﾌ 64 ●

29
Ｆ 29 3 ・第4回ライフステージ事例検討会（石川県立看護大学） ＣＢ 看護師・医療ｽﾀｯﾌ 92 ●
Ｆ 29 22 ・CNS関係者によるがん看護事例検討会(石川県立看護大学） 看護ＣＢ 看護師 18 ●

29
Ｆ 29 7 ・第5回ライフステージ事例検討会（石川県立看護大学） ＣＢ 看護師・医療ｽﾀｯﾌ 66 ●

29
Ｆ 29 5 ・第6回ライフステージ事例検討会（石川県立看護大学） ＣＢ 看護師・医療ｽﾀｯﾌ 58 ●

29

Ｆ 29 28 ・FD・SD研修「ケアの意味を見つめる事例研究」(石川県立看護大学） 看護ＣＢ 看護職 40 ○

29
Ｆ 29 6 ・第7回ライフステージ事例検討会（石川県立看護大学）悪天候のため中止 ＣＢ 看護師・医療ｽﾀｯﾌ ●

Ｆ 29 17
・看護実践セミナー「臨床で行なうリンパ浮腫のケア アドバンス編」(石川県
立看護大学）

ＣＢ 看護師・医療ｽﾀｯﾌ 14 ●

Ｆ 29 24
・SD講演会「医療者・患者への抗がん剤曝露予防を考えよう」(石川県立看護
大学）

FD
看護師・医療ｽﾀｯﾌ
（薬剤師）

66 ○
金沢大学医薬保健研
究域薬学系

29
Ｆ 29 6 ・第8回ライフステージ事例検討会（石川県立看護大学） ＣＢ 看護師・医療ｽﾀｯﾌ ●

Ｆ 29 24 ・海外FD研修（ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ、24日～30日）(石川県立看護大学） FD
看護師・医療ｽﾀｯﾌ
（薬剤師）

14 ○

29

Ａ 金沢大学主催行事
Ｂ 信州大学主催行事 ○ ＦＤ等
Ｃ 富山大学主催行事 ● ＣＢ
Ｄ 福井大学主催行事 ◎ 市民公開
Ｅ 金沢医科大学主催行事 ▲ 新聞掲載
Ｆ 石川県立看護大学主催行事 □ その他
Ｇ ガンプロ関係会議
S その他（共催等含む）
N 新聞掲載（広告案内、開催記事等）

11

12

1

2

3

6

7

8

9

10



○
○
○
×
×
○
×

　●ホームページのURLを記載してください（行が足りない場合は追加してください）

　※枠が足りない場合は行を追加してください。

○

SNS等更新回数

多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン　取組状況調査（平成29年度実績調査）①

申請担当大学名 金沢大学

選定プログラム名 超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成

事務担当者所属・役職 金沢大学医薬保健系事務部学生課・課長

30回 30回 9回

●SNS（Twitter、facebook 等の更新回数を回答してください。（事業全体のページについては、大学名欄に事業全体と記入してください）

金沢大学 事業全体 金沢医科大学

35回 ２回 14回 2回

金沢大学

金沢大学

信州大学

http://www.gan-pro.net/

http://www.shinshu-u.ac.jp/good_practice/cancer_gp/

●ホームページ等の更新回数を回答してください。（事業全体のページについては、大学名欄に事業全体と記入してください）

金沢医科大学 http://www.kanazawa-med.ac.jp/graduate/ganpro/ganpro.html

石川県立看護大学 http://www.ishikawa-nu.ac.jp/hokushin/

平成３０年３月１６日（金）1３時～

信州大学 金沢医科大学 看護大学事業全体

●上記選択肢で1,2を選択した場合は、実施（予定）時期を記入願います。（月まで記入：複数回開催している場合は全て記載してください。）

問2．外部評価の取組状況（平成29年度）について、下記いずれか１つに○を付してください。

※本調査における外部評価とは、評価委員に第三者が含まれる評価とします。

1.平成29年度取組について、平成29年度中に外部評価を実施した。

2.平成29年度取組については、今後外部評価を実施予定である。

3.平成29年度取組について、外部評価の実施予定はない。

大学名

大学名

HP更新回数 10回

問１．選定されたプログラムのホームページへの公開状況（平成30年3月31日現在）をそれぞれ○×で回答してください。

本事業に係る問合せ先、事業責任者、担当教員名等を掲載しているか。

事業概要（事業の責任・運営体制も含む。）が明示されているか。

教育プログラム・コース内容の詳細が明示されているか。（シラバスのように講義･実習等の詳細な内容､教員名等の掲載）

教育プログラム・コースの受入目標数及び履修者数が掲載されているか。

学生向けのPRのためのページがあるか。（履修者の意見、キャリアパスにつながる支援等）

最新のトピックス（新着情報、活動報告等）などの情報を随時更新しているか。

他大学の参考となるような（普及促進に向けた）情報（特色ある取組､導入経緯やノウハウ､留意点等）を掲載しているか。

大学名 URL

氏名 中平　泰

電話番号 076-234-2126

E-mail iyakuhokengaku-kacho@adm.kanazawa-u.ac.jp

http://www.gan-pro.net/
http://www.ishikawa-nu.ac.jp/hokushin/
mailto:iyakuhokengaku-kacho@adm.kanazawa-u.ac.jp


※連携大学の参加者数は、「学内参加者数」に含めて回答してください。

うち拠点外大学数

1 持ち回り 1 350 0 1 16 141 6 6

2 金沢大学 1 250 0 1

3 連携各大学 7 850 0 11 47 1508 6 1

4 連携各大学 2 700 0 1 89 6 5 5

5 石川看護大 8 300 0 27

6 連携各大学 1 100 0 2 115 56 3 1

7 連携各大学 5 250 0 6 193 38 6 4

8 福井大学 1 100 0 1 115 28 1 1

9 金沢大学 1 87 0 1 1

10 信州大学 14 362

11 信州大学 7 112

12 信州大学 1 20

13 信州大学 1 2000

14 富山大学 2 180

15 石川看護大 1 25 85

16 石川看護大 2 10 26 1

17 石川看護大 2 4 77 1

18

※目標欄の「参加者数」には連携大学の参加者数も含んだ数字を記載。（目標欄の「参加大学数」は連携大学を含んでいません）

多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン　取組状況調査（平成29年度実績調査）②

目標

主催大学セミナー・シンポジウムの名称

開催実績

開催回数 参加者数 参加大学数 開催回数
学内参
加者数

学外参
加者数

参加大学数

※達成目標調査時に予定していなかったセミナー・シンポジウムを新たに開催した場合は、最後に行を追加した上で、赤字で記載してください（その際、目標欄は空欄で構いません）

問3．本事業において平成29年度に開催したセミナー・シンポジウム等の実績を記載してください。

合同市民公開講座

国際シンポジウム

市民公開講座

北信オンコロジーセミナー

ライフステージ事例検討会

合同FD講習会

看護セミナー

No

国際セミナー

子宮頸がん予防啓発プロジェクト「愛は子宮を救
う in 長野」【がんプロ後援】

ＦＤ講演会

キャンサーボード症例検討会

がんクリニカルシーケンス外来定期検討会

日本臨床腫瘍学会 第9回北信越地区セミナー
【がんプロ共催】

教育セミナー

公開講座(グリーフの理解とナースに求められる
こと)

OCNS対象がん看護事例検討会

看護実践セミナー（臨床で行なうリンパ浮腫のケ
ア 基礎編/アドバンス編）



※達成目標調査時に回答いただいたコースの詳細を記載しておりますので、空欄の箇所以外は修正しないでください。

※ただし、受入実績は各コースごとに、職種別で記載してください（達成目標調査時に受入目標人数を「その他（複数職種）」として回答した場合でも、行を追加した上で職種別に受入実績を記載してください）

計 H29 H30 H31 H32 H33 計 H29 計

うち旧
がんプ
ロ移行
者数

在学
者数

うち旧
がんプ
ロ移行
者数

在学
者数

うち旧
がんプ
ロ移行
者数

在学
者数

うち旧
がんプ
ロ移行
者数

在学
者数

うち旧
がんプ
ロ移行
者数

計

うち旧
がんプ
ロ移行
者数

修了
者数

うち旧
がんプ
ロ移行
者数

91 0 22 23 23 23 0 0 2 2 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1

1 金沢大学 先端的個別化医療コース 4年 ゲノム 医師 平成30年4月 20 0 5 5 5 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 金沢大学
がん個別化薬物療法薬剤師リーダーコー
ス

4年 その他 薬剤師 平成30年4月 7 0 1 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 金沢大学
個別化高度化を担う医療技術・医学物理
人材育成コース

3年 その他 医学物理士 平成30年4月 8 0 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 信州大学
ゲノム医療に精通したがん治療医育成コー
ス

4年 ゲノム 医師 平成30年4月 8 0 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 信州大学
がん診療に詳しい認定遺伝カウンセラー養
成コース

2年 その他 遺伝カウンセラー 平成30年4月 4 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4年 医師 平成30年4月 8 0 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2年 医師 平成30年4月 8 0 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 富山大学
高齢化した地域医療を個別化医療で支え
ることができる高度薬剤師養成コース

4年 ライフステージ 薬剤師 平成30年4月 4 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 福井大学 地域がん専門医養成コース 4年 その他 医師 平成30年4月 8 0 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 金沢医科大学
がんプロフェッショナルがん専門医リーダー
養成コース

4年 希少がん・小児がん 医師 平成30年4月 8 0 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 石川県立看護大学 がんライフステージコース 2年 ライフステージ 看護師 平成30年4月 8 0 2 2 2 2 0 0 2 2 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1

受入実績（※旧がんプロからの移行者を除く） 合計 １年次 ２年次 ３年次

「多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン」　取組状況調査③

大学等名：金沢大学

連携大学等名：信州大学、富山大学、福井大学、金沢医科大学、石川県立看護大学

コースを開設
している

大学・研究科
・専攻名

コース名
修業
年限

養成する
専門分野

職種
入学

開始時期

①受入実績

H29

②在学者数（H30.2.1現在） ③修了者数

受入目標人数 ４年次 合計

6 富山大学 高齢がん患者対策専門コース ライフステージ

No

計



※達成目標調査時に回答いただいたコースの詳細を記載しておりますので、空欄の箇所以外は修正しないでください。

※ただし、受入実績は各コースごとに、職種別で記載してください（達成目標調査時に受入目標人数を「その他（複数職種）」として回答した場合でも、行を追加した上で職種別に受入実績を記載してください）

計

うち旧
がんプ
ロ移行
者数

入学
者数

うち旧
がんプ
ロ移行
者数

計

うち旧
がんプ
ロ移行
者数

修了
者数

うち旧
がんプ
ロ移行
者数

269 6 56 69 69 69 10 1 10 1 3 0 3 0

1 金沢大学
がんゲノム医療生涯教育
コース

ゲノム 医師 1年 1 平成30年1月 平成29年10月 26 2 6 6 6 6 1 0 1 0 0 0 0 0

2 金沢大学
がん個別化薬物療法実践
薬剤師コース

その他 薬剤師 1年 1 平成30年4月 平成30年4月 12 0 1 3 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0

3 富山大学
高齢がん患者対策専門
コース

ライフステージ 医師 1年 2 平成30年1月 平成29年6月 10 0 3 3 2 2 2 0 2 0 0 0 0 0

4 富山大学

高齢化した地域医療を個
別化医療で支えることがで
きる専門的薬剤師養成
コース

ライフステージ 薬剤師 1年 2 平成30年1月 平成29年10月 9 1 2 2 2 2 2 0 2 0 0 0 0 0

5 富山大学
在宅がん緩和リハビリ
テーションコース

その他 看護師 1年 2 平成30年4月 平成30年4月 7 0 1 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0

医師 8 0 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0

その他（複数職種） 70 0 10 20 20 20 0 0 0 0 0 0 0 0

医師 16 0 4 4 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0

その他（複数職種） 80 0 20 20 20 20 0 0 0 0 0 0 0 0

8 金沢医科大学
がん集学的治療医養成
コース

希少がん・小児がん 医師 １年 1 平成30年３月 平成29年10月 9 1 2 2 2 2 2 1 2 1 0 0 0 0
教材作成の遅延により、受け入れ開始
時期を変更した（左記の他大学院生１
名がインテンシブコース履修生として受

看護師 13 1 3 3 3 3 3 0 3 0 3 0 3 0 がんライフケアコースではないでしょうか？

薬剤師 4 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

医師 5 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

※　実施形態については、下記番号いずれかを選択

1.科目等履修生等の制度利用によるもの。（大学院等で開設している科目を履修することを要件とすることを含んでいるコース）

2.公開講座、研修等の制度利用をしているもの。（科目等履修生等の学則上の制度利用をしていないもの）

3.その他（備考欄に実施形態を記載：基本的には1.2いずれかに分類すること）

「多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン」　取組状況調査④【インテンシブコース】

大学等名：金沢大学

連携大学等名：信州大学、富山大学、福井大学、金沢医科大学、石川県立看護大学

コースを開設
している大学名

コース名 養成分野 職種
履修期間

（時間数等）

実施形態
（下記※

より選択）

実施時期
（実施年月

日） H33

合計 H29 合計 H29

受入
開始
時期

備　　考
計 H29 H30 H31 H32

受入目標人数 ①入学者数（受入実績） ②修了者数

2 通年 平成29年10月

No

計

平成29年10月2

6 福井大学 在宅栄養管理コース その他 1年 2 通年 平成29年10月

7 福井大学 在宅緩和医療コース その他 １年

9 石川県立看護大学 がんライフステージコース ライフステージ １年



申請担当大学名

連携大学名

事業名

①　本事業終了後の達成目標

②　年度別のインプット・プロセス、アウトプット、アウトカム

平成29年度　[工程表作成時]
自己
評価

定量的
なもの

・運営組織設置（学長連絡協議会、内部評価委員会、総務委員会、教務委員会、
がんデータベース委員会、広報委員会、企画委員会）
・教務委員会開催(１-２回)
・がんデータベース委員会開催（１回）
・北信がんプロ運営協議会開催（1回）
・広報及び企画委員会開催（１回）
・ＦＤ研修の実施（２大学）
・内部評価委員会開催(１回）
・第一期大学院生専攻・社会人コース受講者選考（インテンシブ一部受入れ開始）
（【定員】本科コース/医師１５名、遺伝カウンセラー１名、看護師２名、薬剤師２名、
医学物理士２名（計２２名）
・インテンシブコース（受入れ）／医師６名、看護師１名、薬剤師１名（計８名））

A

定性的
なもの

・事業計画、アクションプラン協議
・特任教員の採用
・金沢大学及び各連携大学にがんプロ事務局を設置
・信州大学にテレビ会議システム導入、連携ネットワーク環境の整備
・３０年度教育コースの学生募集

A

達成目標

本事業は、①県の枠を超えた北信地域６大学の強みを生かした最先端がんゲノム医療、小児・AYA世代・希少がんの集学的治療、ライフステージに応じたケアを大学の枠を超えて学習できる、共
通科目や単位互換を導入した相互補完的教育コース（本科10、インテンシブ9）を設置、継続する。②2期がんプロで構築したTV会議システムを発展させた北信オンコロジーセミナー等を定期開催
し、遠隔教育により多施設・多職種連携を推進する。③さらに免疫チェックポイント阻害薬使用例など特色ある症例の北信地域がんデータベースを構築し、学会・論文発表に使用して専攻生や教
員の意欲を高めると共に、地域がん対策に活用し成果を社会に還元する。これらの活動により、患者中心のチーム医療を行う超少子高齢化地域で活躍できる先進的がん医療人を輩出し、将来
の日本の超少子高齢化社会におけるがん医療人材育成モデルの確立を目標とする。

平成29年度実績

インプット
・

プロセス
（投入、
入力、
活動、
行動）

・運営組織設置（学長連絡協議会（９月）、外部評価委員会（３月）、総務委員会（３回開催）、教務委員会（３回開催）、がんデー
タベース委員会（１回開催）、広報委員会（１回開催）、企画委員会（PM運営会議）（２回開催））
・教務委員会開催(３回、９月、１２月、２月）
・がんデータベース委員会開催（１回、１０月）
・北信がんプロ運営協議会開催（１回、９月）
・広報委員会開催（１回、２月）
・企画委員会（運営会議）（２回、８月、11月）
・外部評価委員会開催（３月）
・第一期大学院生専攻・社会人コース受講者選考（インテンシブ一部受入れ開始）（【定員】本科コース/医師１５名、遺伝カウン
セラー１名、看護師２名、薬剤師２名、医学物理士２名（計２２名）※選考中
・インテンシブコース（受入れ）／医師７名、看護師３名、薬剤師２名（計１２名）※受入れ継続中
・海外ＦＤ研修の実施（金沢大主催、ワシントンＤＣ）　がんゲノム医療の研修として、12名が参加
・海外ＦＤ研修の実施（石川県立看護大主催、メルボルン）　先進的緩和ケアの研修として、14名が参加

・学長連絡協議会、北信がんプロ運営協議会を開催し、事業計画、アクションプランを協議、各委員会にて計画検討実施
・特任教員の選考、採用決定（連携各大学にて順次採用）
・金沢大学及び連携各大学にがんプロ事務局を設置、担当事務員を順次採用
・信州大学にテレビ会議システム導入、大学及び病院間のネットワーク環境を整備（クラウド型CMS）
・３０年度全教育コースの学生募集のポスター（80部）、チラシ（2600部）を作成し、連携大学、がん拠点病院に配布
・インテンシブコースパンフレットを薬剤師会などに周知、配布
・個別化医療分野での薬剤選択へのゲノム解析実習を実施
・高齢化社会での在宅でのがん治療に向けての演習を実施
・がん治療についての薬剤師としての専門知識を得るための講義を開講
・緩和ケア連携調整員研修へ参加

多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プランにおける実績　[平成29年度：事業1年目]

金沢大学

信州大学、富山大学、福井大学、金沢医科大学、石川県立看護大学

超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成

本事業終了後の達成目標



定量的
なもの

・合同市民公開講座（１回）
・合同シンポジウム（１回）
・国際シンポジウム（１回）
・合同ＦＤ講習会の開催（１回）
・オンコロジーセミナー（２回）
・ライフステージ事例検討会（８回）
・第1期インテンシブコース修了者
（修了者見込み、医師６名、看護師１名、薬剤師１名（計８名））

A

定性的
なもの

・ホームページの公開
・第１期志願者書類審査及び面接試験の実施
・e-learning講義内容の決定、作成
・各教育コース関連規定等整備
・連携大学及び関連地域医療機関との連携、情報ネットワーク整備
・内部評価委員による評価
・外部、地域への情報発信

A

定量的
なもの

・学部学生、研修医をはじめとする大学院入学対象者への北信がんプロの告知
・北信データベース情報収集
・地域医療で活躍する薬剤師の輩出（１名）

A

定性的
なもの

・教育コースの構築
・連携大学及び関連地域医療機関等の連携強化
・本プランの周知
・内部評価を基にした検討、改善
・北信がんデータベース情報内容の精査および方向性の決定
・情報発信として学会発表や論文発表を行い、得られた成果を共有する
・北信地域における在宅医療、在宅緩和医療への理解度が高くなる。両立支援、意
志決定支援が充足する

A

特記事項

全国がんプロ協議会、全国がんプロｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇクラウド会議等に、積極的に参加し、他拠点の大学間との情報交換・情報共有に努めるほか、連携大学間では各種委員会や担当教員によるミーティング等を随時行い、
連携大学間及び学内での情報共有を行った。また、重要事項については、北信がんプロ学長連絡協議会、運営協議会のほか、運営会議（プログラムマネージメント会議）、テレビ会議による総務委員会等などで審議し、
加えて外部評価委員会にて当初の事業計画との進捗管理を行った。また、新たに整備したテレビ会議システムを用い、オンコロジーセミナーやライフステージ事例検討会、ＦＤ 講演会を開催するなどし、連携大学、連携
病院等に最新の知見を紹介するなど、がんゲノム医療、小児・AYA・希少がん、ライフステージの新３科目の関する、情報発信・情報共有を行った。

アウトプット
（結果、
出力）

・合同市民公開講座開催（１回、１０月、延べ１５７名参加）※連携各大学学長、コーディネーター、事務局員が出席
・国際シンポジウム開催（１回、１０月、２２１名参加）
・合同ＦＤ講習会の開催（１回、10月、１７１名参加）
・オンコロジーセミナー開催（２回、１２月及び３月、９５名参加）
・ライフステージ事例検討会開催（７回、延べ９５名参加。６月、７月、８月、１０月、１１月、１２月、３月）※２月荒天のため中止
・がんサロンハーモニー（金沢大学）（１０回、延べ３４４名参加、４月、５月、６月、７月、９月、１０月、１１月、１２月、１月、２月、３
月）
・国際セミナー（金沢大学）（１回、９月、計８７名参加）
・第１期インテンシブコース修了者　医師０名（受講中）、看護師３名、薬剤師０名（受講中）　現在、３名修了。
・キャンサーボードの開催（４月～３月各大学）
・連携各大学における市民公開講座の開催（計１２回、延べ１，６６５名参加）
・看護識者及び介護・福祉関係者向けのセミナーを開催（２回、１８０名参加）
・看護セミナーを開催（１回、１４３名参加）
・小児血液がんセミナーin中部を開催（２月、北信がんプロ・小児血液がん学会共催、８５名参加　※TV会議方式
・連携各大学におけるFD講習会開催（１回、６６名参加）
・連携各大学におけるＦＤ講演会開催（１回、４０名参加）
・ＯＣＮＳ（がん看護専門看護師）対象がん看護事例検討会を実施（１回、３６名参加）
・看護実践セミナー開催（２回、延べ８１名参加）
・北信がんプロの新ホームページ公開（９月）　受講者向け、医療従事者向け、患者・一般向けコンテンツなどを作成
・第一期志願者書類審査及び面接試験の実施（３月）
・e-learning講義内容の決定、平成３０年３月末までに約７割程度のe-learning講義を収録予定
・各教育コース関連規定を改正し、受入れ体制を整備した
・北信がんプロ全教育コースを網羅した募集要項を作成し、連携大学に配布
・インテンシブコース募集要項（115部）作成し、連携大学、がん拠点病院に配布
・連携大学及び関連地域医療機関との連携、新ＴＶ会議システムを導入し、３月末までに6拠点に新たに設置
・外部評価委員による評価（３月）
・北信がんプロのニュースレターを発行し、公民館や病院に配布（１月、３月）
・各地方新聞などでの北信がんプロに関する記事掲載（計６回、６月、９月、１０月、１１月、１２月、１月）
・金沢ケーブルTVによるがんプロアワー放送（毎週日曜日）※NPOがんプロ認定機構との合同企画
・地域包括医療への貢献を連携各病院にて実施。学部学生等が実習に参加した
・保健体育、養護教員などに対してがん教育の講義を実施
・在宅緩和ケア推進会議を開催（２回）
・患者の意向を尊重した意思決定のための研修会を実施
・在宅緩和ケア地域医療連携パスの普及活動を実施

アウトカム
（成果、
効果）

・学部学生、研修医をはじめとする大学院入学対象者への北信がんプロの告知（ポスター掲示、パンフレット、チラシ等配布）
・北陸、長野のがん診療拠点病院にアンケート調査を実施、情報収集への協力依頼（20拠点参加予定）
・在宅医療で活躍する薬剤師のスキルアップ及び薬薬連携を行い、地域医療で活躍する薬剤師を輩出（２名）
・各大学にて北信がんプロ事業に関する告知、広報活動を行うとともに、教育コースの受講者を募集

・大学院学内規則や科目等履修生規則を見直し、教育コースの構築し、教育指導体制を確立した
・運営協議会や各種セミナーを通して、連携大学及び関連地域医療機関等との連携強化を行った
・外部評価を基にした検討、改善を行った
・北信がんデータベース情報内容の方向性の決定
・情報発信として学会発表や論文発表を行い、得られた成果を共有した
・市民公開講座や新聞報道を通し、北信地域における在宅医療、在宅緩和医療への理解度向上、及び両立支援、意思決定
につながる　活動を行った
・TV会議システムの基盤整備により、多様なセミナーが受講可能となり、学部及び病院内での学習、研修機会が増加
・教育学部でのがん教育講習を必修化（平成30年度より、福井大学）
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【様式１】

職名・氏名
TEL
FAX
E-mail
職名・氏名
TEL
FAX
E-mail

（１）事業の全体構想

　①事業の概要等

076-234-4208

金沢大学
（信州大学、富山大学、福井大学、金沢医科大学、石川県立看護大学）計６大学

〈テーマに関する課題〉 2期の北陸がんプロ（金沢大、富山大、福井大、金沢医大、石川看護大）で
は、1)本科生充足率138％の達成、2)チーム医療の柱となる延べ139名の認定資格取得者輩出、
3)TV会議システムを活用したがんプロキャンサーボード（109回、194症例、6,337名参加）による
多施設・多職種連携の基盤構築、4)小・中学校教諭向けがんe-learning教材の作成・無料配布
等、特色ある活動によって北陸地域のがん医療・がん教育向上に貢献し、地域でのがん医療人材
育成システム構築の基盤が形成された。
　本事業では、先駆的ゲノム医療を実施し、平成７年に全国初の遺伝子診療部を設立した信州大
を加えた国公私立の6大学（北信がんプロ）で、北信地域でのがん医療人材育成に取組む。北信地域
には金沢大がん進展制御研究所の高い基礎研究力、附属病院の高い臨床研究力（医師主導治験4件
立上げ/3年間）や国内・国際連携力（国立がん研究センターや復旦大等と連携協定締結）、信州
大の遺伝カウンセラー養成等先進的特徴がある。また、北信地域は全国と比較し、15年以上進んだ
超少子高齢化状態にあり、将来の日本を反映したモデル地域である。北信地域でも全国と同様最先端
のゲノム医療による高度医療実現、小児・AYA世代・希少がん治療、ライフステージごとの対応が
必要だが、進行した超少子高齢化により、社会を支える小児・AYA世代・働き盛り世代がんの最適
な診療・治療・就労支援、増加した高齢者がんの最適な治療・在宅緩和ケアが喫緊のニーズであ
る。これまでは金沢大の先進的な集学的個別化ゲノム医療、信州大の小児・AYA世代がん診療、金
沢医大の希少がん病理診断や集学的治療、富山大の高齢者がん対策、福井大の先進的在宅緩和ケ
ア、石川看護大の全人的ケアと認定看護師養成等、各大学が特徴ある診療やがん医療人育成を
行ってきた。しかし北信地域では医療スタッフが少ない、小児・AYA世代・希少がん症例数が少な
い、地域として医療実態の把握がなされていない等、がん医療人育成における地域的医療課題が
ある。北信地域に適合するがん医療人材育成のためには、6大学の強みを生かした相互補完的教育
の実施、症例数が少ないがんでも効率よく経験できる遠隔教育・研修システムの確立、北信地域
全体の症例・がん医療のデータベース化による医療実態の把握等に取組み、県の枠を超えた戦略的
がん医療人育成システム構築が必要である。現状の北信地域で多様なニーズに対応した患者中心の
チーム医療を行う先進的がん医療人材育成モデルを構築できれば、将来の日本の超少子高齢化社
会で活躍するがん医療人材を育成できると考えられる。

超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成

syano@staff.kanazawa-u.ac.jp
076-234-4524

iyakuhogakusei-kacho@adm.kanazawa-u.ac.jp

１．事業の構想　※事業の全体像を示した資料（ポンチ絵Ａ４横１枚）を末尾に添付すること。

平成29年度大学教育再生戦略推進費
「多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材

（がんプロフェッショナル）」養成プラン」
申請書

事業責任者
連絡先

事務担当者
連絡先

金沢大学がん進展制御研究所腫瘍内科学教授・矢野 聖二
076-265-2780

事業の構想等

申請担当大学名
（連携大学名）

金沢大学医薬保健系事務部学生課長・中平 泰
076-265-2126

事業名
（全角20字以内）

mailto:syano@staff.kanazawa-u.ac.jp#
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　②大学・学部等の教育理念・使命（ミッション）・人材養成目的との関係

　③新規性・独創性

本事業（北信がんプロ）においては、北信6大学の強み（金沢大：先進的な集学的個別化ゲノム医
療、信州大：がん診療に詳しい認定遺伝カウンセラー養成、小児・AYA世代がん診療、金沢医大：
希少がん病理診断や集学的治療・就労支援、富山大：高齢者がん対策、福井大：先進的在宅緩和
ケア、石川看護大：患者のライフステージに合わせた全人的ケア・認定看護師養成）を生かした
相互補完的教育プログラムを19コース新設（本科10コース、インテンシブ9コース）し、大学の枠
を超えて履修できる共通選択科目や単位互換の導入によって、北信地域における多様な新ニーズ
に対応できる知識を相互補完的に習得できる特色がある。
　また、2期がんプロでの北陸5大学と共通のTV会議システムを信州大にも導入し、TV会議システ
ムを活用した従来の北陸がんプロキャンサーボードをさらに充実・発展させた、北信地域での遠隔
教育システムの構築・活用に取組む。遠隔教育システムにより6大学やがん診療連携拠点病院の専攻
生や教員、医療スタッフ等の多職種が一堂に会する北信オンコロジーセミナー（病態や治療中
心）やライフステージ事例検討会（患者ケア・支援中心）を定期開催する。これにより北信地域
全体の多職種が、最先端のゲノム医療、小児・AYA世代・高齢者がんや希少がん症例の研究、診
断、治療、緩和ケア、就労支援等を効率的に学習することができる。地域医療機関との人材交
流、金沢大がん進展制御研究所や国立がん研究センター、シンガポール国立大、復旦大等との連
携を利用した国際シンポジウムも実施する。さらに、各大学教員を海外連携機関へFD研修に派遣
（平成33年度末までに各大学1回）し、スタッフの活性化とレベルアップを図る。海外FD研修の参
加者は、上記TV会議システムを活用した北信地域でのFD講習会で成果発表（成果共有・還元）す
ると共に、多職種のスキルアップ指導を行う。これらの取組みによって、多施設・多職種連携を一
層推進するチーム医療教育を行うところに本事業の独創性がある。
　北信地域のがん症例・がん医療（先進的医療を含む）の実態を把握するため、北信地域のがん
診療連携拠点病院（28施設）の院内がん登録データを活用するとともに、金沢大附属病院先端医
療開発センター（データマネージメント部門）が作成する電子入力システム（Ptoshを応用）を用
い、免疫チェックポイント阻害薬や分子標的薬使用症例、在宅緩和ケア実施症例、障がい者がん
症例、妊孕性保存症例など特色ある症例を対象とした独自の北信地域がんデータベースを新たに構
築する。それを基盤とした臨床研究（高額な薬剤の有効利用法の探索を含む）成果の国内・国際
学会発表や英語論文発表を推進することで、専攻生や教育スタッフの意欲を高め、本事業の求心
力を保ち、データベースの情報や論文等の成果を北信がんプロの教育コースへも還元する。研究
成果を継続的に社会に発信・還元することで、将来のがん対策の一環として地域住民へ「がん教育
（がんの理解）・予防・検診受診・早期発見・早期治療・早期社会復帰」に対する啓蒙を行う。
　以上の県の枠を超えた戦略的がん医療人材育成システム構築活動により6大学から輩出される医
師・歯科医師・薬剤師・看護師・遺伝子カウンセラー等は、現状の北信地域、ひいては将来の日
本の超少子高齢化社会において、ゲノム医療や多職種による就労支援及び切れ目ない緩和ケアを
実践し活躍できる先進的がん医療人材となることが期待されるが、このような育成モデル確立に挑
戦する点に最大の新規性がある。

将来の日本の超少子高齢化社会におけるがん医療人材育成モデル確立を目指す本事業は、「高度
職業人養成に資する学習事業や、付加価値が高い学習事業を開発・実施する」とする金沢大の行
動計画（YAMAZAKIプラン2016:VISION VIII）と完全に合致する。また、本事業における連携校の
それぞれの強みを生かした相互補完的教育プログラム、多施設・多職種連携の演習による医療人
材教育システム構築は、「大学院課程においては,高度な専門的知識・技能と学際性を兼ね備え,
国際的視野を有する研究者及び専門職業人等,グローバル化する社会を積極的にリードする人材を
育成する」とする金沢大第3期中期目標を実践するプロジェクトである。

〈事業の概要〉
本事業は、県の枠を超えた北信地域での戦略的がん医療人育成システム構築を目指す。6大学の強
みを生かした最先端がんゲノム医療、小児・AYA世代・希少がんの集学的治療、ライフステージに
応じたケアを大学の枠を超えて学習できる、共通科目や単位互換を導入した相互補完的教育コー
ス（本科10、インテンシブ9）を新設する。2期がんプロで構築したTV会議システムを発展させた
北信オンコロジーセミナー等を定期開催し、遠隔教育により多施設・多職種連携を推進する。さ
らに免疫チェックポイント阻害薬使用例など特色ある症例の北信地域がんデータベースを構築
し、学会・論文発表に使用して専攻生や教員の意欲を高めると共に、地域がん対策に活用し成果
を社会に還元する。これらの活動により、患者中心のチーム医療を行う超少子高齢化地域で活躍
できる先進的がん医療人を輩出し、将来の日本の超少子高齢化社会におけるがん医療人材育成モ
デルを確立する。
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　⑥達成目標・評価指標

（２）教育プログラム・コース　→　【様式２】

北信がんプロでは教員（各大学数名ずつ）を海外連携機関へFD研修に派遣し、後日TV会議システ
ムを活用した北信地域でのFD講習会で成果発表させることにより、国際化と教育のキャリア形成
を行う。また、多職種連携、役割分担によるチーム医療を通じて業務の効率化を試み、女性でも
継続的勤務が可能な働きやすい職場環境の実現を目指す。2期北陸がんプロで看護師の復帰支援の
取組を行い実績を上げたが、連携施設間で他施設の長所を取り入れ、医師、歯科医師、薬剤師、
遺伝カウンセラー、ソーシャルワーカー、放射線技師、リハビリテーション技師、栄養士等を含
む多職種についても復帰支援を積極的に行う。

　⑤キャリア教育・キャリア形成支援(男女共同参画,働きやすい職場環境,勤務継続･復帰支援等も含む。)

　④社会との関係（がん患者及びその家族等の視点）

信州大を中心とした遺伝カウンセラー養成では、家族性腫瘍（乳がん、卵巣がん等を含む）の患
者・家族のカウンセリングを行い、心のケアや検診・早期発見・早期治療を支援する。また、北
信地域の患者会等と連携し、地域メディア（テレビ、新聞、雑誌等）や合同市民公開講座を通じ
て地域住民にがん教育を行い、がん予防、検診受診による早期発見・早期治療、早期社会復帰等
の啓蒙活動を積極的に行う。これらの活動を通じて患者や家族の意見を収集し、北信がんプロ運
営協議会でその対応を議論し、がん患者及び家族の視点に立った取組みを推進する。また、2期北
陸がんプロでは小・中学校教諭向けがんe-learning教材を作成し、北陸3県の小・中学校に無償配
布を行った。本事業ではゲノム医療、小児・AYA世代・希少がん等の内容を盛込んだ教材の改訂を
行い、北陸3県に加えて長野県や高校にも配布し、がん教育を支援する。全国的にも実態が把握さ
れていない障がい者のがんや特にAYA世代のがん患者や家族において重大な問題となる妊孕性保存
についても北信地域がんデータベースで実態を把握し、患者や家族のための対策立案に取組む。

・教育プログラム・コースの立ち上げ時期：平成29年10月(一部平成30年4月より開始)
・教育プログラム・コースの実施数：本科コース 10、インテンシブコース 9、計19コース

これらの教育プログラム・コー
スにより、本事業全体として、
355名の医師、薬剤師、看護師、
遺伝カウンセラー等を輩出し、北
信地域における超少子高齢化社会
に対応した地域医療従事者の輩出
および北信地域医療へ貢献する。
（職種別数値目標は右の表を参
照）

その他の指標としては、多職種
連携、FD講習、人材交流などの人
材育成のためのセミナーやシンポ
ジウムの回数、地域医療レベル向
上のための地域医療機関での診療
回数、セミナーの実施回数、地域
のがん医療の実態を把握する北信
地域がんデータベースで機能する
データベース項目数等を掲げる。
（それぞれの数値目標は右の下表
を参照）
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２．事業の実現可能性

（１）事業の運営体制

　①事業の実施体制

　②事業の評価体制

　③事業の連携体制（連携大学、自治体、地域医療機関、民間企業等との役割分担や連携のメリット等）

　各大学の学長が各施設においてガバナンスを発揮して事業を推進する。全学長が集まる学長連
絡協議会を設置し、事業の進捗を管理する。6大学・地域医療機関・医師会・自治体・患者会等に
よる運営協議会（年1回開催）を設置し、実際の意思決定及び運営を行う。さらに6大学による総
務委員会（ステアリングコミッティー）、教務委員会、がんデータベース委員会（がんデータ
ベースの個人情報管理状況、倫理審査状況も掌握）、広報委員会、企画委員会等を設置（年数回
開催）し、実務を担当する。金沢大学がんセンター長が統括コーディネーターとして6大学の連携
強化・調整を行う。

連携6大学では学長連絡協議会・北信がんプロ運営協議会等の実施体制を整備し、各大学の強みを
生かした相互補完的教育プログラムのコースを設置する他、北信オンコロジーセミナーやライフ
ステージ事例検討会等を実施することで、多施設・多職種連携・チーム医療教育を行いスキル
アップを図る。北信地域がんデータベースは金沢大附属病院先端医療開発センター（データマ
ネージメント部門）による電子入力システム（Ptoshを応用）構築で、円滑なデータ管理・運用が
可能となるメリットがある。
　また、本事業の実施にあたり、金沢大がん進展制御研究所、国立がん研究センター、がん拠点
病院・医師会、患者会、海外連携施設、他のがんプロチーム、文科省人材養成プログラム等と連
携する。金沢大がん進展制御研究所によりがんゲノム等の基礎知識教育を実施する。国立がん研
究センター（金沢大が連携協定締結）が実施中のがん遺伝子解析事業(SCRUM-JAPAN)と連携し、分
子標的薬等による個別化医療研究・医師主導治験に関する支援を受け北信がんプロ及び北信地域
の先進的医療の推進を図る。シンガポール国立大や復旦大等の海外連携施設では教育・医療ス
タッフが海外FD研修（各大学が1回海外出向）を受け、医療のグローバル化を見据えて教育・医療
スタッフの能力向上を図るとともに、FD講習会により北信地域の医療従事者や北信がんプロの教
育コース専攻生に教育成果を還元する。北信4県のがん拠点病院（28施設）や医師会との連携では
北信地域がんデータベース作成の支援を受ける一方で、人材交流による地域がん医療レベルの向
上に貢献する。また、合同市民公開講座開催で予防・検診受診による早期発見・早期治療・早期
社会復帰の概念を市民に啓蒙・普及させる。4県の患者会とは運営協議会や市民公開講座を通じて
患者の意見を広く取り入れ、患者目線の医療立案に役立てる。他のがんプロチームとは合同シン
ポジウムを開催（H30年2月に名古屋大等と血液がんシンポ開催予定）し、連携を深め本事業の普
及を図る。他の文科省人材養成プログラム「（未来医療人材養成プログラム、課題解決型高度医
療人材養成プログラム（金沢大・北陸認プロ、信州大・次世代スーパードクターの育成）」とも
合同シンポジウム等で交流し相互の事業内容の改善を図る。全国規模のe-learningシステムに参
画し、新規教材作成に協力して本事業の情報発信を行う一方で、必須科目教材の提供を受ける。

内部評価委員会（研究科長等の内部有識者）及び外部評価委員会（地域医療機関の長や患者会代
表等の外部有識者）を立上げ、事業（特に数値目標の達成状況や一般向け情報発信状態）を定期
的（中間、最終）に評価する。各評価委員会が評価結果を北信がんプロ運営協議会に提出し、同
協議会で評価に対するPDCAサイクルを回して事業計画を見直し、運営状態の改善を常に図る。ま
た、専攻生や市民公開講座等のイベント参加者へのアンケート調査を行い、同様に事業内容改善
を図る。
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（２）取組の継続・事業成果の普及に関する構想等

　①取組の継続に関する構想

　②事業成果の普及に関する計画

３．年度別の計画

（１）年度別の計画

32年度 ①～⑦　前年度事業と同じ　　⑧  2月　国際シンポジウムの開催

将来の日本の超少子高齢化社会で活躍できるがん医療人材の戦略的育成のため、本事業で設置し
た教育コース、連携事業等は基本的に各大学の学長のガバナンスにおいて予算を確保して継続させ
る。特に、北信地域がんデータベース構築事業は、北信地域ひいては将来の日本の超少子高齢化
社会における効率的ながん医療人材教育システム構築に向けた基盤形成事業と位置付け、改善・
発展させながら継続する。そのために、自己資金の支出のみに依存せず、公的研究費獲得に向け
た申請を継続的に行う。

①～④　前年度事業と同じ
⑤　11月　6大学合同市民公開講座の開催
⑥　 3月　内部評価委員会の開催

34年度
[補助期間
終了後]

33年度

本事業で構築するがん医療人材育成システムは、将来の日本の超少子高齢化社会においても機能
するがん医療人材育成モデルであり、国内のがん関連学会（日本癌学会、日本癌治療学会、日本
臨床腫瘍学会等）や市民公開講座、ホームページ、マスメディア（TV、新聞、雑誌等）等を通じ
て成果を発信し、国民に「がん教育・予防・検診受診促進・早期発見・早期治療・早期社会復
帰」の意識付けができるよう啓蒙に努める。

30年度

①　 4月　学長連絡協議会、各種委員会の開催（事業計画等の協議）
②　 5月　北信がんプロ運営協議会の開催（事業年次計画の承認・決定）
③　 5月　ライフステージ事例検討会（TV会議方式）の開始（7回/年度）
④　 6月　北信オンコロジーセミナー（TV会議方式）の開始（4回/年度）
⑤　 9月～海外FD研修（4大学が実施予定）
⑥　11月　6大学合同市民公開講座の開催
⑦　 1月　国際シンポジウムの開催
⑧　 3月　外部評価委員会（中間）の開催
⑨　 3月　FD講習会の開催

31年度

①　 4月　学長連絡協議会、各種委員会の開催（事業計画等の協議）
②　 4月～北信地域がんデータベース関連の会議の定期開催（改善・発展のための協
議）

29年度

①　6月　学長連絡協議会、北信がんプロ各種委員会（総務委員会,教務委員会,がん
データベース委員会,企画委員会,広報委員会）の開催、事業計画（中期、年度）等協
議
②　 6月～各教育コース設置に伴う関係規定等の整備に着手
③　 6月　ホームページの立ち上げ
④　 6月　全国規模e-learningシステムへの参加
⑤　 7月　北信がんプロ運営協議会の開催（事業計画承認・決定）
⑥　 8月　北信地域がんデータベース構築に着手
⑦　 9月　北信オンコロジーセミナー（TV会議方式）の開始（2回/年度）
⑧　 9月　FD講習会の開催（海外FD研修の説明）
⑨　10月　ライフステージ事例検討会（TV会議方式）の開催（2回/年度）
⑩　11月  教育コースの一部開始（インテンシブコースの一部）
⑪　11月　6大学合同市民公開講座の開催
⑫　1-3月 海外FD研修（2大学が実施予定）
⑬　 3月　内部評価委員会の開催

①～⑤　前年度事業と同じ
⑥ 　1月　内部評価（最終）の実施
⑦ 　2月　外部評価（最終）の実施
⑧ 　3月　事業成果報告会の開催
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（２）事業実施期間に係る補助事業予定額 （単位：千円）

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度
事業予定額 131,900 131,900 131,900 95,800 54,000

131,900 131,900 131,900 87,000 43,500
0 0 0 8,800 10,500

（３）平成29年度の補助金申請予定額の積算内訳 （単位：千円）

金額
33,931

36,373

補助金申請予定額

経費区分

年　度

積算内訳
設備備品費　２９，２５０千円
　　ＴＶ会議システム・ＭＣＵ一式 　 　７，６５０千円 【⑥⑨関係】
　　北信地域がんデータベースサーバ　１０，０００千円 【⑥関係】
　　コンピューター・複合機１式（３台）１，０００千円 【③⑨関係】
　　UV&RF-HPLC（液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨ-）一式  ７，０００千円 【⑪関係】
　　e-learning教材収録機器　　　　　  ３，６００千円 【④関係】
消耗品費　１，３０１千円
　　プログラム支援・教材用消耗品　　  １，３０１千円 【⑩⑪関係】
分担金配分予定(信州大)  １００千円
　　大学院コース、講座用消耗品 　　　　　 １００千円 【⑦⑩関係】
分担金配分予定(富山大)　１，７００千円
　　医療職者ｾﾐﾅｰ・講座用消耗品　　　　１，７００千円 【②⑪関係】
分担金配分予定(福井大)　１８０千円
　　講座・セミナー用消耗品　　　　　　　　１８０千円 【②⑨関係】
分担金配分予定(金沢医大)  １,０００千円
　　事業推進用、教材用消耗品　　　　　１，０００千円 【②⑧関係】
分担金配分予定(石川看護大) ４００千円
　　事務用消耗品・図書購入費　　　　　　  ４００千円 【②⑨関係】

人件費　１０，０００千円
  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ補助用事務補佐員１７５千円×１０月×２名＝３，５００千円
（６月～３月：９３０円／1h）　　　　【①②⑤⑦⑨⑩⑪⑬関係】
　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ担当特任教員　  ６５０千円×１０月×１名＝６，５００千円
　　（６月～３月）　　　　　　　　　【①②⑦⑧⑪関係】
分配金配分予定（信州大）　１１，０１３千円
　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ補助用事務補佐員１５０千円×１０月×１名＝１，５００千円
　　（６月～３月：９６０円／1h）　　【①②⑤⑦⑨⑩⑪関係】
　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ担当特任助教　  ４５０千円×　８月×２名＝７，２００千円
　　（８月～３月）　　　　　　　　　【①②⑦⑧⑪関係】
　ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　　　  　　　２５７千円×　９月×１名＝２，３１３千円
　　（６月～３月）　　　　　　　　　【①②⑦⑧⑪関係】
分配金配分予定（富山大）　1 ,５００千円
　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ補助用事務補佐員１５０千円×１０月×１名＝１，５００千円
　　（６月～３月：８８０円／1h）　　【①②⑤⑦⑨⑩⑪関係】
分配金配分予定（福井大）　７，８００千円
　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ補助用事務補佐員１５０千円×１０月×１名＝１，５００千円
　　（６月～３月：９６０円／1h）　　【①②⑤⑦⑨⑩⑪関係】
　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ担当特任教員　  ６３０千円×１０月×１名＝６，３００千円
　　（６月～３月）　　　　　　　　　【①②⑦⑧⑪関係】
分配金配分予定（金沢医大）　１，３５０千円
　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ補助用事務補佐員１５０千円×　９月×１名＝１，３５０千円
　　（７月～３月：１，２５０円／1h）【①②⑤⑦⑨⑩⑪関係】
分配金配分予定（石川看護大）　１，６００千円
　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ補助用事務補佐員１５０千円×１０月×１名＝１，５００千円
　　（６月～３月：８８０円／1h）　　【①②⑤⑦⑨⑩⑪関係】
謝金  ３，１１０千円
　　ＦＤ講演会等講師謝金（２５回）　　１，２００千円【⑧⑪関係】
　　市民公開講座講師謝金（計２７回）　１，３５０千円【⑩関係】
　　ｵﾝｺﾛｼﾞｰｾﾐﾅｰ等講師謝金（８回）　　　 　５６０千円【⑦⑨関係】
　

人件費・謝
金

物 品 費

自己負担予定額
内訳
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16,806

34,890

9,900

131,900

４．同一又は類似の事業（該当が無い場合は「なし」と記入）

旅 費

合計

そ の 他

間接経費

今回の申請との関連性
（５行以内）

なし

取組の概要（５行以内）

取組名称
選定年度
他の補助金等の名称

旅費　１０，２５０千円
　　運営協議会等旅費（３０人×１回）金沢　　４５０千円【⑤⑩関係】
　　関連学術学会（２人　×５回）国内外　２, ３００千円【②関係】
　　海外ＦＤ研修会（５人×３大学）１月　７，５００千円【⑫関係】
分担金配分予定（信州大）　４７２千円
　　関連学術調査（３人×２回）神戸、東京    ２７３千円【②関係】
　　会議等交通費（１人×５回）金沢　　　　　１７１千円【⑤関係】
　　講演会講師旅費　　　　　　　　　　　　　　２８千円【⑩関係】
分担金配分予定（富山大）　１，２００千円
　　関連学術調査（２人×５回）      　　　　７５０千円【②関係】
　　シンポジウム等講師旅費（１４回）　　　　４５０千円【⑩関係】
分担金配分予定（福井大学）　６０千円
　　シンポジウム講師旅費（２人×１回）　　　　６０千円【⑩関係】
分担金配分予定（金沢医大）　２，３１４千円
　　関連学術調査（１人×７回）国内外　　 １,２００千円【②関係】
　　国際ｾﾐﾅｰ講師招聘旅費（２名×２回）中国　８９０千円【⑧関係】
　　事業推進交通費（１人×３回）    　　　　２２４千円【⑤関係】
分担金配分予定（石川看護大）　２，５１０千円
　　関連学術調査（１人×３回）     　　　　 １５０千円【②関係】
　　セミナー・実習講師等旅費　　　　　　１，１６０千円【⑧⑪関係】
    海外研修旅費（２人×１回）ｵｰｽﾄﾗﾘｱ　 １，２００千円【⑫関係】

外注費　２１，７５０千円
　　教材コンテンツ作成委託・保守　　　７，２２０千円 【⑪関係】
    ホームページ作成・保守（３大学分）７，６８０千円 【③関係】
    がんデータベースサーバー保守費　  ５，０００千円 【③関係】
　　テレビ会議システム保守費　　　  　１，８５０千円 【⑦⑨関係】
印刷製本費　３，６２０千円
　　受講生募集資料等            　　      ６２０千円 【⑪関係】
　　活動報告書　　　　　　　　　　　　    ３００千円 【⑪⑫関係】
　　シンポジウム等ポスター等（９回）   ２,７００千円 【⑩関係】
会議費　３，５００千円
　　シンポジウム会場借上（９回）　　　 ３,３００千円 【⑩関係】
　　会議飲料等　　　　（６大学）  　　    ２００千円 【①⑤関係】
通信運搬費　７５０千円
　　各種案内状等送料等（６大学分）　　    ４５０千円 【①⑤関係】
    テレビ会議通信費　　　　　　　　　    ３００千円 【⑨関係】
その他（諸経費）　５，２７０千円
　　シンポジウム設営費等（２回）　　　 １,８００千円 【⑩関係】
　　シンポジウム採録記事掲載（２回）　 ３,４７０千円 【⑩関係】



【様式２】

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

大学院学生 5 5 5 5 20

計 0 5 5 5 5 20

教育プログラム・コースの概要

金沢大学大学院医薬保健学総合研究科医学専攻

先端的個別化医療コース

平成30年4月

４年

医薬保健学総合研究科医学専攻大学院学生

本コースで養成された人材は、がんゲノム医療における世界水準の知識・技
能・研究力を有し、将来、医学教育機関等のスタッフやがん診療連携拠点病院
等の地域基幹病院におけるがんゲノム診療のリーダーとして貢献するととも
に、高額な薬剤の有効利用により医療費コストの軽減に貢献する。

受入目標人数

ゲノム解析等により分子標的薬や免疫チェックポイント阻害薬の最適化使用を
目指す先端的研究を理解し、遺伝子解析に基づく最適の集学的個別化医療（手
術、放射線、薬物治療等）を実践できる医師及び歯科医師を養成する。

＜修了要件＞北信がんプロフェッショナル授業科目10単位を含む30単位以上を
取得し、研究論文が学位審査に合格すること。
＜履修方法＞e-learning教材、TV会議によるセミナー、演習等で履修する。

従来の個別化医療は主に遺伝子解析に基づく薬物療法であったが、本コースで
は、今後のわが国で必要とされる遺伝子解析に基づいた最適の集学的治療（手
術、放射線、薬物治療の逐次・同時併用を含む）を行うために必要な一連の過
程（遺伝子解析検査説明と同意取得、検体採取と提出、遺伝子解析結果の解釈
と患者への説明、治療法選択と治療の実施、効果判定と副作用対策、再発時の
対応など）を全て北信がんプロ科目において学習し、実践できる能力を養う点
に独創性がある。演習で、金沢大学附属病院において実施されている医師主導
治験や先進医療等の実際を学ぶ（先端医療開発センターや国立がんセンターと
連携）。選択演習として、ゲノム解析等により分子標的薬や免疫チェックポイ
ント阻害薬の最適化使用を目指す先端的基礎を実際に行う（がん進展制御研究
所との連携）プランを設定するところにも特色がある。

本コースでは、金沢大学がん進展制御研究所や金沢大学の遺伝子解析、個別化
医療研究のエキスパートやがんプロ卒業生が、実際に進行しているプロジェク
トを通じたon-the-jobトレーニングを行う。また、e-learningやTV会議セミ
ナー等も活用して幅広く能率的に指導する。指導方法の標準化について教務委
員会で検討する。

＜選択必修科目＞分子生物学入門（1単位）、分子腫瘍学特論、ほか3科目
＜選択科目＞がんゲノム学特論（1単位）、小児・AYA世代・希少がん特論（1単
位）、在宅緩和ケア特論（1単位）、老年医療学特論（1単位）、がんライフス
テージ演習（1単位）、腫瘍薬物学特論（1単位）、臨床腫瘍学演習（1単位）ほ
か10科目
全国規模のe-learning科目〔がんゲノム科目（1単位）、小児・AYAがん科目（1
単位）、希少がん科目（1単位）、ライフステージ科目（1単位）〕



【様式２】

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

地域医療機関の医
師及び歯科医師 2 6 6 6 6 26

計 2 6 6 6 6 26

受入目標人数

＜修了要件＞北信がんプロフェッショナル授業科目３単位以上の修得及びキャ
ンサーボードへの出席又は多職種連携セミナーへの参加。
＜履修方法＞全国規模のe-learnin教材及び本事業の講義教材を利用して自己学
習を行うのみならず、テレビ会議システムを利用したキャンサーボード又は多
職種連携セミナーへの参加による学修を行う。

＜選択科目＞がんゲノム学特論（1単位）、小児・AYA世代・希少がん特論（1単
位）、在宅緩和ケア特論（1単位）、老年医療学特論（1単位）、北信オンコロ
ジーセミナー（1単位）、がんライフステージ演習（1単位）

従来のがん治療の均てん化を目的とした講義内容にとどまらず、本事業におい
ては、今後のわが国で必要とされるであろう遺伝子解析に基づいた最適の集学
的治療（手術、放射線、薬物治療の逐次・同時併用を含む）を行うために必要
な一連の過程（遺伝子解析検査説明と同意取得、検体採取と提出、遺伝子解析
結果の解釈と患者への説明、治療法選択と治療の実施、効果判定と副作用対
策、再発時の対応など）を全て教育し、将来の日本のがんゲノム医療に対応で
きる能力を養成する点に特色がある。

大学及び連携機関に所属するがんゲノム医療のエキスパートであるスタッフ
が、遺伝子解析に基づいた最適の集学的治療を行うために必要な一連の過程を
e-learning又はシンポジウムで講義する。

本コースで養成された医師及び歯科医師は、多職種と連携できるがんゲノム診
療のリーダーとして、がん診療連携拠点病院等の地域基幹病院におけるがんゲ
ノム医療に貢献する。

平成29年10月

教育プログラム・コースの概要

金沢大学大学院医薬保健学総合研究科医学専攻

がんゲノム医療生涯教育コース（インテンシブ）

地域でがん診療に携わる医師及び歯科医師

１年（延長可）

遺伝子解析に基づいた分子標的治療や免疫チェックポイント阻害薬による治療
の概要を理解し、多職種と連携して実地医療における個別化医療を実践できる
医師及び歯科医師を養成する。



【様式２】

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

大学院学生 1 2 2 2 7

計 0 1 2 2 2 7

受入目標人数

＜修了要件＞北信がんプロフェッショナル授業科目6単位〔必修科目2単位、選
択必修科目(実習、演習）1単位を含む〕を修得すること。
＜履修方法＞e-learning教材、TV会議によるセミナー、演習等で履修する。実
習演習科目は、金沢大学医薬保健研究域薬学系又は附属病院を中心に富山大学
を含めた他大学及び医療施設と共同で実施する。

＜必修科目＞分子腫瘍学特論、臨床統計学特論（各1単位）
＜選択必修科目＞先進的がん薬物療法個別化実習（0.5単位）、有害事象解析演
習（0.5単位）、がんライフステージ演習(0.5単位）
＜選択科目＞>腫瘍薬物学特論（1単位）、がん緩和医療学特論（1単位）、がん
ゲノム学特論（1単位）、小児・AYA世代・希少がん特論（1単位）、在宅緩和ケ
ア特論（1単位）、老年医療学特論（1単位）ほか3科目
全国規模のe-learning科目〔がんゲノム科目（1単位）、小児・AYAがん科目（1
単位）、希少がん科目（1単位）、ライフステージ科目（1単位）〕

全国的にも非常に少ない６年制学士課程の本コース入学者が、将来の薬剤師の
教育者、研究者・指導者となること目標とし、がん個別化薬物療法に特化した
専門能力を向上させるための4年制博士課程教育の充実をはかる点に独創性があ
る。患者の多様性に応じた個別化薬物療法の実践に必要な薬剤師のスキル（薬
物療法の最適化・個別化、有害事象回避、抗がん剤・医療用麻薬の混合調製な
ど）を地域・職種の壁を越えて教育し、多職種連携のリーダーとなる薬剤師を
養成するところに新規性がある。

がん・緩和薬物療法に関連する専門資格を有する金沢大学の薬学系教員・薬剤
師が、臨床現場等でon-the-jobトレーニングにより指導する。

本コース修了者は、本プログラムを基盤として、日本医療薬学会が認定するが
ん専門・指導薬剤師や日本緩和医療薬学会が認定する緩和薬物療法認定薬剤師
の資格取得が可能となる。更に、がん薬物療法の個別化及び安全性向上を実践
し、ん薬物療法及び地域包括ケアを推進する多職種連携のリーダーとなる薬剤
師のキャリア形成につながる。

平成30年4月

教育プログラム・コースの概要

金沢大学大学院医薬保健学総合研究科薬学専攻

がん個別化薬物療法薬剤師リーダーコース

医薬保健学総合研究科薬学専攻大学院学生

４年

がん・緩和薬物療法の安全性・有効性を向上させ、がん患者の多様性に応じた
個別化薬物療法の処方支援、有害事象回避ができる人材。
がん・緩和薬物療法に関する最新知識を有するとともに、がん患者の心理を良
く理解し、チーム医療の中で他の医療従事者を支援できる人材。
以上の様な業務を先駆けて実践し、広めていくことができるリーダー。



【様式２】

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

北信がんプロフェッショナル授業科目３単位以上の修得及びキャンサーボード
への出席又は多職種連携セミナー（がんライフステージ事例検討会等）への参
加。
全国e-learningクラウド等のe-learning教材及び本事業が開催するがんゲノム
シンポジウムにおける講義教材を利用して自己学習を行うのみならず、テレビ
会議システムを利用したキャンサーボード、がんライフステージ事例検討会等
の多職種連携セミナー等への参加による学習を行う。実習演習については富山
大学との共同開催として、他大学での開講科目も履修可能とする。

＜選択科目＞がんゲノム学特論（1単位）、小児・AYA世代・希少がん特論（1単
位）、在宅緩和ケア特論（1単位）、老年医療学特論（1単位）、北信オンコロ
ジーセミナー（1単位）、先進的がん薬物療法個別化実習（0.5単位）、有害事
象解析演習（0.5単位）、がんライフステージ演習(0.5単位）等

本プログラムの特色は、がん患者に対する地域包括ケアにおいて、薬剤師が患
者の多様性に応じた個別化薬物療法の実践に要求されるスキル（薬物療法の最
適化・個別化、有害事象回避、抗がん剤・医療用麻薬の混合調製など）を地
域・施設間の壁を越えて、受講者の能力・ニーズに応じた教育を受けられるこ
とにある。そのために、先進的がん薬物療法個別化実習では、受講者がそれぞ
れの能力・ニーズに合致する実習ユニット（個別化薬物療法、在宅緩和医療、
病院がん薬物療法、先進的注射薬管理、フィジカルアセスメントなど）が選択
できる。また、有害事象解析演習については、TV会議システムを用いて、北信
がんプロ参加大学間で協働して実施する。このユニットは、教育プログラムを
発展させ、大学間多職種参加型研究プロジェクトとして、がん薬物療法の有害
事象対策を多職種連携により確立することを目指すことによって、エビデンス
を発信するスキルも学べる点に新規性・独創性がある

本コースでは、がん・緩和薬物療法に関連する専門資格を有する薬学系教員・
薬剤師が、臨床現場において、on-the-jobトレーニングにより指導する。ま
た、e-learningを活用した受講者の能動的学習を促し、実習により知識を定着
化させる。

本コース修了者には、本プログラムを基盤として、日本医療薬学会が認定する
がん専門・指導薬剤師や日本緩和医療薬学会が認定する緩和薬物療法認定薬剤
師の資格を取得する。さらには、地域において、がん・緩和薬物療法の個別化
および安全性を向上させ、地域包括ケアの牽引者となる。そして、それらの経
験を生かし、薬剤師や薬学生に対する講義、実習を行うことで、次世代の医療
者の育成者となる

教育プログラム・コースの概要

金沢大学大学院医薬保健学総合研究科薬学専攻

がん個別化薬物療法実践薬剤師コース（インテンシブ）

薬剤師免許を有し、がん専門薬剤師又は緩和薬物療法認定薬剤師の資格を取得
しようとする者。

３月から１年（延長可）

がん・緩和薬物療法の安全性・有効性を向上させ、がん患者の多様性に応じた
個別化薬物療法の処方支援、有害事象回避ができる人材。
がん・緩和薬物療法に関する最新知識を有するとともに、がん患者の心理を良
く理解し、チーム医療の中で他の医療従事者を支援できる人材。
がん・緩和領域における地域包括ケアを推進する人材。
次世代のリーダーになることを目指す人材。



受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

大学院学生 1 2 2 2 7

計 0 1 2 2 2 7

受入目標人数

平成30年4月
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受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

大学院学生 2 2 2 2 8

計 0 2 2 2 2 8

教育プログラム・コースの概要

金沢大大学院医薬保健学総合研究科保健学専攻

個別化高度化を担う医療技術・医学物理人材育成コース

医薬保健総合研究科（博士後期課程）保健学専攻大学院学生

３年

がん治療において基礎的及び臨床的がん診療を理解し、より高度化した放射線
治療において放射線技術および医学物理学による個別化医療を目指す臨床研究
を実践できる診療放射線技師・医学物理士を養成する。

受入目標人数

＜修了要件＞北信がんプロフェッショナル授業科目12単位以上を修得し、個別
化医療の基礎・臨床研究を行い、研究論文が学位審査に合格すること。
＜履修方法＞e-learning教材、TV会議によるセミナー、演習等で履修する。

＜選択必須科目＞腫瘍薬物学特論（1単位）、腫瘍放射線医学特論（1単位）、
がん緩和医療学特論（1単位）、コンサルテーション論（2単位）、分子生物学
入門（1単位）、医療統計学特論（2単位）、放射線治療物理臨床技術学特講（2
単位））、臨地専門マネージメント演習(2単位)
＜選択科目＞がんゲノム学特論（1単位）、小児・AYA世代・希少がん特論（1単
位）、在宅緩和ケア特論（1単位）、老年医療学特論（1単位）、北信オンコロ
ジーセミナー（1単位）、がんライフステージ演習（1単位）
全国規模のe-learning科目〔がんゲノム科目（1単位）、小児・AYAがん科目（1
単位）、希少がん科目（1単位）、ライフステージ科目（1単位）〕

2期までのがんプロで放射線治療技術の底上げを目指した教育により、放射線治
療技術の均てん化は進んできた。その為、2期がんプロのがん専門放射線技術・
医療物理コースを改修し、放射線治療技術の更なる高度化や個別化医療に資す
る人材を育成することを目指す。本コースはその点に新規性がある。また、よ
り高精度な放射線治療技術及び個別化放射線治療の包括的な知識を習得させ、
自身で個別化要因を洗い出し、研究を計画・実施・評価できる能力を養う点に
独創性がある。金沢大学附属病院におけるon-the-jobトレーニング演習と北陸
オンコロジーセミナー等への参加により、より実践的な技術及びがん治療の全
体像を学習する点に特色がある。

本コースでは、金沢大学医薬保健総合研究科保健学専攻と金沢大学附属病院の
教員やがんプロ卒業生により直接on-the-jobトレーニングを行う。e-learning
やTV会議等も活用して幅広く能率的に指導する。指導方法の標準化について、
連携協議会で検討する。

本コースで養成された人材は、世界水準の研究力を有し、将来、医学教育機関
等のスタッフやがん診療連携拠点病院等の地域基幹病院における研究及び放射
線治療の品質管理のリーダーとして貢献する。得られた知識や研究からの副作
用の少ない放射線治療を医師と共同で実践し医療費コストの軽減に貢献する。

平成30年4月
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受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

医師 2 2 2 2 8

計 0 2 2 2 2 8

教育プログラム・コースの概要

信州大学大学院医学系研究科医学系専攻

ゲノム医療に精通したがん治療医育成コース

医学系研究科医学系専攻大学院学生

４年

1)遺伝性・家族性のがんを含めた幅広いがん治療に精通する医師、2)個別化医
療やゲノム医療の実際を経験し、その重要性を理解し、その推進に関わること
ができる医師
3)個別化医療やゲノム医療へのリサーチマインドを有する医師

受入目標人数

＜修了要件＞必修科目6単位、選択必修科目6単位、コース選択科目は研究特論
を含む18単位、計30単位を修得し、研究論文が学位審査に合格すること。
＜履修方法＞e-learning教材、TV会議によるセミナー、演習等で履修する。

＜必修科目＞医科学研究遂行特論ほか2科目（各2単位）
＜選択必修科目＞人類遺伝学研究方法特論（2単位）ほか6科目（各2単位）
＜コース選択科目＞臨床腫瘍学研究特論（8単位）、臨床腫瘍学（4単位）、放
射線治療学（4単位）、緩和医療学（4単位）、小児血液・腫瘍学（3単位）、遺
伝学的病態学論（2単位）、小児科学研究特論（8単位）、産婦人科研究特論（8
単位）、外科学研究特論（8単位）ほか10科目、新設する北信がんプロ科目（5
科目：各1単位）
全国規模のe-learning科目〔がんゲノム科目（1単位）、小児・AYAがん科目（1
単位）、希少がん科目（1単位）、ライフステージ科目（1単位）〕
当研究科では　1)先のがんプロ事業で新規講座を開設し、その担当診療科で、
AYA世代から高齢者に渡り、多がん種のがん診療を行う体制を整備した。2)小児
の血液がんおよび悪性腫瘍の診療・研究・指導体制が充実している。3)附属病
院遺伝診療研究センターで、遺伝性・家族性腫瘍患者のデータベースおよび診
療が整備されている。4)附属病院ではゲノム医療推進の試みとしてクリニカル
シークエンス開設の準備中である。5)このコースでは、幅広いがん診療・治療
を経験させながら、個々のがんゲノム医療の重要性とリサーチマインドを持つ
医療人を育成する。

当研究科は従来より大学院生に対して主および副担任制度を設けている。本
コースに配属する大学院生に関しては必ずコーディネイターおよび事業推進委
員のどちらかの担任となり指導体制をとる。事業推進委員の各教室が連携して
幅広い領域の臨床研鑽を可能とし、研究指導を行う。なお，本学医学系研究科
（博士課程）は，平成30年度に総合工学系研究科とともに「総合理医工学研究
科」を設置すべく準備中であり，新たな研究科の中で人材養成を行う。

当施設は先のがんプロにおいて大学院修了者を県内の地域がん拠点病院に輩出
（2名）及び学内で指導者（2名）として雇用している実績がある。また当附属
病院は都道府県がん拠点病院としての責務もあり、院外からも多くの若手がん
治療医の短期研修（総勢3名）の受け入れをし、がん薬物療法専門医等の受験資
格までの指導を行ってきた。この事業でも修了者は、県内７か所の地域がん診
療連携拠点病院との人材ネットワークの中核として県内全体のがん研究・診療
の向上に寄与させる。

平成30年4月
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教育プログラム・コースの概要

信州大学大学院医学系研究科医科学専攻

がん診療に詳しい認定遺伝カウセラー養成コース

医学系研究科（修士課程）医科学専攻大学院生

２年

認定遺伝カウンセラー資格を取得できる能力を身につけた医療人。
家族性・遺伝性がん診療における遺伝カウセリングの重要性を理解でき、臨床
の現場で実践できる医療人。
がん診療におけるクリニカルシークエンスの意義を理解し、臨床の現場で実践
できる医療人。
遺伝性がんに関するリサーチマインドを有する医療人。

＜修了要件＞遺伝カウンセリングコースの科目（修士課程必修科目26単位、修
士課程選択必修科目4単位、計30単位及びコース必修科目23単位）に選択科目と
して臨床腫瘍学、がんサロン実習等を加え、がん診療に詳しい認定遺伝カウセ
ラーとなるに相応しい能力があることを試験により確認する。
＜履修方法＞e-learning教材、TV会議によるセミナー、演習等で履修する。

＜必修科目＞医科学研究概論（1単位）、生命倫理・医学概論（3単位）、健康
科学概論（1単位）、人間機能・形態学概論（1単位）、ほか8科目
＜選択必修科目＞医科学研究方法論演習Ⅰ～Ⅵ（各2単位）
＜コース必修科目＞基礎人類遺伝学（4単位）、遺伝医学（1単位）、染色体検
査実習（1単位）、遺伝カウンセリングロールプレイ（2単位）、ほか6科目
＜コース選択科目＞ライフサイエンス知的財産概論（2単位）、医学科臨床腫瘍
学（2単位）、臨床腫瘍学研究特論（2単位）、がんサロン実習（6単位）、ほか
4科目
全国規模のe-learning科目〔がんゲノム科目（1単位）、小児・AYAがん科目（1
単位）、希少がん科目（1単位）、ライフステージ科目（1単位）〕

信州大学では平成15年本邦で初めて遺伝カウセリングコースを設定し、毎年1〜
3名の学生を受け入れ、今までに15名の認定遺伝カウンセラーを全国（長野県以
外では、長崎県、岡山県、福岡県、福島県2名、兵庫県、奈良県、新潟県、大分
県）に輩出してきた。このコースでは、従来存在するコースの履修内容に追加
して、がんに関する講義と実習の場を選択性で設定することで、がん診療に詳
しい認定遺伝カウセラーを養成する。北陸５大学との連携により、広報に努
め、北陸地方からの応募者を積極的に受け入れる。

従来の修士課程遺伝カウンセリングコースでは、遺伝医学・予防医学教室及び
附属病院遺伝子医療研究センターの教員が、担任として、ほぼマンツーマンの
体制で指導し、認定遺伝カウンセラーを養成してきたが、今回開設する「がん
診療に詳しい認定遺伝カウンセラーコース」では、遺伝医学・予防医学教室、
附属病院遺伝子医療研究センターに加えて包括的がん治療学教室及び小児医学
教室の教員が副担任となり、学生の指導にあたる。

本コース修了者は、臨床の現場特に当院で始めるクリニカルシークエンスの現
場に携わる医療人を目指す。また、関連施設で、遺伝子性のがん診療の現場で
遺伝カウセリングに対応し、遺伝性腫瘍の疫学、臨床研究に参加・関与・推進
する。

平成30年4月



対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

カウンセラー 0 1 1 1 1 4

計 0 1 1 1 1 4

受入目標人数



【様式２】

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

大学院学生 2 2 2 2 8

学部学生 2 2 2 2 8

計 0 4 4 4 4 16

教育プログラム・コースの概要

富山大学大学院医学薬学教育部生命・臨床医学専攻

高齢がん患者対策専門コース

医学研究科大学院学生、医学科研究医養成コース履修者（学部学生）

４年（学部２年）

がん患者の多数を占める高齢担がん者の診療を行う上で必要となる老年医学を
学び、脆弱な高齢者にあった診療を実現する専門医を養成する。本人の健康状
態だけではなく、介護状況などの社会背景、家族への配慮も必要となるため、
幅広い全人的医療を行う専門医を養成する。

受入目標人数

＜修了要件＞必修科目26単位以上、選択科目8単位以上を履修し、高齢者がんに
関する基礎又は臨床研究を行い、研究論文が学位審査に合格すること。
＜履修方法＞e-learning教材、TV会議によるセミナー、演習等で履修する。

＜必修科目＞腫瘍薬物学等（12単位）、特別研究（14単位）
＜選択科目＞分子腫瘍学、がん基本生物学等（9単位）、がんゲノム学特論（1
単位）、小児・AYA世代・希少がん特論（1単位）、在宅緩和ケア特論（1単
位）、老年医療学特論（1単位）、がんライフステージ演習（1単位）、
全国規模のe-learning科目〔がんゲノム科目（1単位）、小児・AYAがん科目（1
単位）、希少がん科目（1単位）、ライフステージ科目（1単位）〕
注：他大学の授業科目履修は10単位まで認められる

超高齢社会の我が国においてがん患者の年齢も高齢化している。がんは高齢者
に多い疾患であるが、臨床試験が難しく、エビデンスが蓄積されにくい。こう
した高齢担がん者に焦点を絞った研究、人材育成は今まで意外なほど調査研究
が進んでいない。高齢担がん者のライフステージに合わせた教育、人材育成に
独創性がある。

富山県を含む北信地域は国内でも高齢化率が高い地域で、本プログラムを行う
地盤は充実している。富山大学では大学病院でありながら地方の特性を生か
し、地域密着型の診療を行っている。在宅療養を目指した地域連携を強化して
おり、高齢がん患者の看取りまでを踏まえた指導を実現する。富山大学では学
部生に対し、研究医養成コースを設けており、このコース学生を本プログラム
の対象とすることにより、専門医教育の底辺拡張を目指す。

e-learningを含む座学による知識習得のほかに、実際の症例を検討する北信オ
ンコロジーセミナーや高齢者がん患者の診療を通して専門医としてのスキルを
習得する。さらに、北信地域の高齢者がんの実態を調査するデータベース研究
を展開し、リサーチの実践にも取り組む。コース修了者は地域において最も重
要な高齢者がん患者診療のプロとして機能するほか、研究を発展させて他地
域、次世代への貢献も期待される。

平成30年4月



【様式２】

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

地域医療機関の
医師 2 2 2 2 2 10

計 2 2 2 2 2 10

教育プログラム・コースの概要

富山大学大学院医学薬学教育部

高齢がん患者対策専門コース(インテンシブ)

各種医療機関で実際にがん診療に携わる医師

１年(延長可)

がん患者の多数を占める高齢担癌者の診療を行う上で必要となる老年医学を学
び、脆弱な高齢者にあった診療を実現する専門医。本人の健康状態だけではな
く、介護状況などの社会背景、家族への配慮も必要となるため、幅広い全人的
医療を行う専門医。スピリチュアルペインに対応し、患者の人生観、死生観に
も向き合える医師。

受入目標人数

＜修了要件＞北信がんプロフェッショナル授業科目3単位以上の修得及びキャン
サーボードへの出席又は多職種連携セミナーへの参加。
＜履修方法＞全国規模のe-learning教材及び本事業が開催するがんゲノムシン
ポジウムにおける講義教材を利用して自己学習を行うのみならず、テレビ会議
システムを利用したキャンサーボード又は多職種連携セミナーへの参加による
学修を行う。

＜選択科目＞がんゲノム学特論（1単位）、小児・AYA世代・希少がん特論（1単
位）、在宅緩和ケア特論（1単位）、老年医療学特論（1単位）、がんライフス
テージ演習（1単位）

超高齢社会の我が国においてがん患者の年齢も高齢化している。がんは高齢者
に多い疾患であるが、臨床試験が難しく、エビデンスが蓄積されにくい。こう
した高齢担癌者に焦点を絞った研究、人材育成は今まで意外なほど調査研究が
進んでいない。高齢担癌者のライフステージに合わせた教育、人材育成に独創
性がある。

富山大及び連携機関に所属する高齢者の代表的がんである肺癌の医療を専門と
するエキスパートであるスタッフが、老年がん患者診療を行うために必要な一
連の過程をe-learning又はシンポジウムで講義する（e-learningやシンポジウ
ム参加、TV会議システムで受講）。

本コースで養成された医師は、多職種と連携できる高齢者がん診療のリーダー
として、がん診療連携拠点病院等の地域基幹病院における地域医療に貢献す
る。

平成29年6月



【様式２】

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

教育プログラム・コースの概要

富山大学大学院医学薬学教育部薬学専攻

高齢化した地域医療を個別化医療で支えることができる高度薬剤師養成コース

医学薬学教育部薬学専攻大学院学生

４年

がん化学療法のほぼ全てがレジメンに基づき行われ、多くが外来通院で実施さ
れるようになってきている。レジメンの作成や管理、外来化学療法室での医薬
品管理や患者への化学療法の説明に加え、緩和医療チームへの参画など薬剤師
のがん治療に対する貢献度が特段に増してきている。これらのことについて
は、日本病院薬剤師会等によって、数多くの講習や実習を含む事業がなされて
おり、基礎的な事柄は６年制薬学部での教育内容に含まれてきている。そこ
で、我々は、現在の薬剤師を越える高度薬剤師の輩出を目指す。病院におけ
る、がん治療や緩和医療の個別化医療に加え、地域包括ケア制度に策定に伴う
在宅での抗がん剤や緩和医療への貢献ができる人材の養成をしたい。特に富山
県は、三世代同居率が高く、制度の整備とともに、病院薬剤師とかかりつけ薬
剤師が連携を持って、治療にあたる体制が構築されつつあることから、大学院
生レベルで、医療現場で演習を行うことは意義の高いことである。加えて、国
立大学薬学部として、10年後の医療を担う人材の育成も想定し、次世代のゲノ
ム医療にも深い理解を持つ人材を養成したい。

＜修了要件＞北信がんプロフェッショナル授業科目６単位（必修科目４単位を
含む）を修得し、研究論文が学位論文審査に合格すること。
＜履修用法＞授業はe-learning及び対面で行う。在宅医療に関係する実習につ
いては地域病院と共同して実施する。演習・実習科目は金沢大学薬学系が開講
する科目の履修を認め、単位互換を可能とする。

＜必修科目＞分子腫瘍学特論、臨床統計学特論、臨床栄養学特論（各1単位）、
がん治療におけるゲノム医療演習、地域包括医療でのがん治療演習、 ライフス
テージ事例検討演習　(各0.5単位）
＜選択科目＞腫瘍薬物学特論、がん緩和医療学特論、がんゲノム学特論、在宅
緩和ケア特論、老年医療学特論、ほか4科目（各１単位）
全国規模のe-learning科目〔がんゲノム科目（1単位）、小児・AYAがん科目（1
単位）、希少がん科目（1単位）、ライフステージ科目（1単位）〕

国立大学での６年制薬学教育を受け、薬剤師免許を有する博士課程薬学専攻の
学生を対象とすることから、15年後の日本のがん治療を薬学的観点から担える
人材の育成を意識している。現在の病院・薬局薬剤師が、すでに行っているこ
とだけでなく、大学でしか実施できない高度な内容を含む。本プログラムから
開始されるがん治療におけるゲノム医療の講義については、講義に加え、実習
や遺伝子多型の検出、それらへの抗がん薬との治療効果などについて、深く学
ぶシステムをとる。在宅でのがん治療に参画できるだけの薬剤師としての養成
だけでなく、地域で他の職種との連携の要となれるよう本学独自の在宅研修ラ
ボを使用して演習をし、加えて、医療現場での実習も行う予定である。演習、
実習科目は、金沢大学附属病院での実施分も富山大学の大学院生も履修可能と
して単位認定できるようにし、富山大学での実施分も両大学の大学院生が履修
できるようにし、大学間連携を持ち、地域で薬剤師としての医療を支えること
を体験する。



指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

大学院学生 1 1 1 1 4

計 0 1 1 1 1 4

受入目標人数

富山大学大学院医学薬学教育部薬学専攻の統括は、医学薬学研究部・薬物治療
学研究室　新田淳美教授が担当する。さらに、地域医療における薬剤師職に関
係する実習のために、同医療薬学研究室　藤　秀人教授が実習の計画に参画す
る。また、がん治療へのゲノム医療に関係する講義や演習については、同がん
細胞生物学　櫻井宏明教授が担当する。

全国の医学部附属病院へ薬剤師として勤務し、日本医療薬学会認定のがん薬物
療法認定薬剤師を目指し、将来的には、がん専門認定薬剤師やがん専門指導薬
剤師の取得をする。６年生薬学部卒業後、４年制の薬学専攻の大学院への入学
生は全国でも100名前後であり、特に国公立大学卒業生には、将来の大学病院薬
剤部長としての期待がなされている。または、厚生労働省等の中央官庁に勤務
し、がん治療を含む行政職につき、日本の薬学関連の医療をリードする。

平成30年4月



【様式２】

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

教育プログラム・コースの概要

富山大学医学薬学教育部薬学専攻

高齢化した地域医療を個別化医療で支えることができる専門的薬剤師養成コー
ス（インテンシブ）

北陸３県及び長野県の病院及び薬局薬剤師、特に、がん専門薬剤師の資格を取
得しようとする者。日本医療薬学会認定のがん薬物療法認定薬剤師。

３カ月から１年（延長可）

がん治療や緩和医療に加えて、地域包括ケア制度の策定と、高齢化に伴い、在
宅での抗がん剤の使用や緩和医療への関与も求められるようになった。特に北
陸や長野県は、三世代同居率が高く、制度の整備とともに、病院薬剤師とかか
りつけ薬剤師が連携を持って、治療にあたる体制が構築されつつある。一方
で、在宅医療に薬剤師が参画して、間もないことから、理論や技術の習得が困
難なのが現状であり、経験則で医療が行われいてることも否めない。そこで、
薬学系大学院が地域を牽引して、要請度の高い在宅医療でのがん治療に対する
薬剤師の役割、最近の抗体医薬品やゲノム医療の講義や演習を実施し、がん治
療に関して、最先端医療から地域での在宅医療を担える先導的な人材の育成を
する。少子高齢化が日本で最も進んでいる地域であることから、地域全体で
も、がん医療を薬学的にリードする人材を育成し、チーム医療を介して、がん
患者を全人的に支えることができる薬剤師を輩出する。

＜修了要件＞北信がんプロフェッショナル授業科目６単位（必修科目４単位を
含む）の修得。
＜履修方法＞授業はe-learning及び対面で行う。本プログラムから開始する高
齢者における薬物治療やゲノム医療については、本学の専門家が講義をするこ
とから、１年目は、講義を実施するが、TV会議システムを活用し、金沢大学や
他の地域へも公開する。在宅医療に関係する実習については地域病院と共同し
て実施する。演習・実習科目は金沢大学薬学系が開講する科目の履修を認め、
単位互換を可能とする。

＜必修科目＞分子腫瘍学特論（1単位）、臨床統計学特論（1単位）、臨床栄養
学特論（1単位）、ほか3科目
＜選択科目＞腫瘍薬物学特論（1単位）、がん緩和医療学特論（1単位）、臨床
疫学（2単位）、最先端医療（2単位）、AYA世代診療（2単位）、腫瘍学（2単
位）、がんゲノム学特論（1単位）、在宅緩和ケア特論（1単位）、老年医療学
特論（1単位）、がんライフステージ演習（1単位）、ほか3科目

講義科目は、e-learningにより受講。本プログラムから開始されるがん治療に
おけるゲノム医療の講義については、平成29、30年度は講義を実施し、平成31
年度以降はe-learningに移行する。演習、実習科目は、金沢大学と共同で開催
する。金沢大学附属病院での実施分も単位認定を行い、地域連携をする。

富山大学大学院医学薬学教育部薬学専攻の統括は、医学薬学研究部・薬物治療
学研究室 新田淳美教授が担当する。さらに、地域医療における薬剤師職に関係
する実習のために、同医療薬学研究室 藤秀人教授が実習の計画に参画する。ま
た、がん治療へのゲノム医療に関係する講義については、同がん細胞生物学 櫻
井宏明教授が担当する。



教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

病院・薬局薬剤
師及び薬系大学

教員
1 2 2 2 2 9

計 1 2 2 2 2 9

受入目標人数

日本医療薬学会が認定するがん専門・指導薬剤師や日本緩和医療薬学会が認定
する緩和薬物療法認定薬剤師の資格を取得する。受講者の所属している医療提
供機関によって異なるが、急性期病院に勤務する者は、がん化学療法を含む
チーム医療に貢献し、ゲノム医療を含めた先進的な化学療法の従事し、臨床研
究への参画を期待している。慢性期病院や薬局に所属する者は、緩和医療や終
末期医療をはじめ、がん患者へのケアを地域で牽引するようにする。実務実習
指導薬剤師となり、次世代の人材養成にも貢献する。

平成29年10月



【様式２】

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

看護師 1 2 2 2 7

計 0 1 2 2 2 7

教育プログラム・コースの概要

富山大学大学院医学医学薬学研究部（博士前期課程）医学領域看護学専攻成人
看護学分野

在宅がん緩和リハビリテーションコース（インテンシブ）

看護師

１年

がん患者のQOLの向上を目指して、小児、AYA世代、壮年、高齢者といった各ラ
イフステージの個人、家族、及び集団に対して、総合的な判断能力と問題解決
力さらに倫理に関する解決能力を養い、全人的緩和医療が行える看護師。

受入目標人数

＜修了要件＞在宅がん緩和リハビリテーション事例演習（1単位）及び「公開講
座」又は「実技演習」（1単位）を修得すること。
＜履修方法＞授業は、TV会議システムにより行う。

＜必修科目＞在宅がん緩和リハビリテーション事例演習（1単位）
＜選択科目＞「公開講座」又は「実技演習」（1単位）

北陸３県におけるTV会議システムや富山がん事例検討会にて、緩和ケア・がん
リハビリ、在宅療法、化学療法中患者等の困難事例について意見交換・演習を
通して、在宅医療における患者・家族のQOL向上・症状コントロールを図るため
の知識・技術を得る点に特色がある。

北陸3県のがん看護専門看護師を中心に、医師、薬剤師、理学療法士、作業療法
士、ソーシャルワーカーなどそれぞれの立場から意見交換や講義演習を実施す
る。

本コース修了者にはNPOがんプロフェッショナル認定機構より、「在宅がん緩和
リハビリテーション・スペシャリスト」(仮）の認定証を授与する。

平成30年4月



【様式２】

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

大学院学生 2 2 2 2 8

計 0 2 2 2 2 8

教育プログラム・コースの概要

福井大学大学院医学系研究科統合先進医学専攻

地域がん専門医養成コース

医学系研究科統合先進医学専攻先端応用医学コース腫瘍医学部門の大学院学生

４年

がん医療に携わる専門的な知識及び技能に加えて、本学の特色を活かしたＰＥ
Ｔ、ＭＲＩの機能画像診断を用いた臨床研究に卓越した医師やその他の医療従
事者の養成

受入目標人数

＜修了要件＞共通科目18単位、腫瘍医学部門の科目6単位以上、分野専門科目6
単位以上を含む30単位以上を取得し、研究論文が学位審査に合格すること。な
お、腫瘍医学部門の科目においては、腫瘍専門科目（北信がんプロ科目）との
読み代えにより、修了要件の単位数に算入する。
＜履修方法＞e-learning教材、TV会議によるセミナー、演習等で履修する。

＜共通科目＞医科学基礎総論（4単位）、実験基礎演習（2単位）ほか2科目
＜選択科目＞臨床腫瘍学特論（4単位）、臨床腫瘍学演習Ⅰ（2単位）、臨床腫
瘍学演習Ⅱ（4単位）、機能画像医学特論Ⅱ（2単位）、機能画像医学演習（4単
位）、新設する北信がんプロ科目(5科目：各1単位）
全国規模のe-learning科目〔がんゲノム科目（1単位）、小児・AYAがん科目（1
単位）、希少がん科目（1単位）、ライフステージ科目（1単位）〕

従来の統合先進医学専攻　先端応用医学コース　腫瘍医学部門の科目及び北信
がんプロ養成プログラムの科目を履修すると共に本学医科学コースの機能画像
医学部門（高エネルギー医学研究センター担当）の科目を履修することによ
り、画像診断能力の知識を修得する。

福井大学腫瘍病態治療学講座及び福井大学の教職員が対応する。

研修の修了者は、医師では施設の緩和ケアチーム医師、緩和ケア病棟医師，地
域緩和ケアチームのリーダーとしての活躍が期待できる。また、日本緩和医療
学会の専門医を目指す為の教育を提供できる。医師以外のスタッフでは、地域
緩和ケアチームのスタッフとして期待される。

平成30年4月



【様式２】

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

医師 2 2 2 2 8

医師以外 10 20 20 20 70

計 0 12 22 22 22 78

教育プログラム・コースの概要

福井大学医学部附属病院

在宅栄養管理コース（インテンシブ）

一般医師、歯科医師、後期研修医、在宅医療に関わる看護師、薬剤師、管理栄
養士、言語聴覚士、理学療法士、運動療法士、その他の医療スタッフ

１年

栄養学は全ての医療の基本であり、在宅医療にあっても欠かせない医療技術で
ある。終末期がん患者や、脳血管障害その他の慢性疾患で在宅医療を行う場合
にも地域の医療資源として在宅栄養管理を安全かつ有効に行うことができる医
療者を養成する必要がある。在宅医療においても、経口摂取の維持、経管栄
養、静脈栄養など患者の状態に最も適した栄養法を安全に行う事が求められ
る。そのためには在宅栄養パスの効率的な利用も必要である。この研修は、日
本静脈経腸栄養学会NST専門療法師資格取得にも繋がる。

受入目標人数

＜修了要件＞必修科目（e-learning）３単位を履修し、試験に合格すること。
日本静脈経腸栄養学会認定教育施設にて20時間以上の研修又は以下の研修を
持ってこれに代えることができる。医師にあっては、日本静脈経腸栄養学会の
開催するTNT研修会または医師セミナーを受講。医師以外のスタッフは、日本静
脈経腸栄養学会の開催するNST専門療法師資格セミナーを受講。
＜履修方法＞e-learning教材、TV会議によるセミナー、演習等で履修する。

＜必修科目＞臨床栄養、在宅緩和ケア、在宅栄養（各1単位）
＜選択科目＞以下のいずれかを演習として履修する。NST実習（20時間）
医師：日本静脈経腸栄養学会の開催するTNT研修会または医師セミナーを受講。
医師以外のスタッフ：日本静脈経腸栄養学会の開催するNST専門療法師セミナー
受講。

在宅緩和医療を推進する上で最も重要な技術は栄養管理である。がんにかかわ
らず全ての慢性疾患で終末期のQOLを高く維持ためには一定以上の技術の習得を
要する。拠点病院と在宅のスタッフがこのインテンシブコースを履修すること
で、在宅栄養管理パスが機能し、シームレスな在宅移行が可能となる。また、
地域の各職種の栄養管理技術がレベルアップすることで、安全かつ満足度の高
い在宅医療が実現できる。

福井大学医学部附属病院をはじめ、各大学病院の栄養サポートチームが中心と
なる。日本静脈経腸栄養学会認定教育施設の研修サポートを受ける事ができ
る。日本静脈経腸栄養学会北陸支部会、TNT委員会もサポートする。

コース修了者は、医師ではNSTのチェアマン、地域NSTの指導者として期待され
る。医師以外のスタッフは、日本静脈経腸栄養学会認定NST専門療法師資格の取
得をめざすことができる。

平成29年10月



【様式２】

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

医師 4 4 4 4 16

医師以外のス
タッフ

20 20 20 20 80

計 0 24 24 24 24 96

教育プログラム・コースの概要

福井大学医学部附属病院

在宅緩和医療コース（インテンシブ）

一般医師、歯科医師、後期研修医、在宅医療に関わる看護師、薬剤師、管理栄
養士、言語聴覚士、理学療法士、運動療法士、その他の医療スタッフ

１年

緩和は全ての医療の目的であり、特に在宅医療にあっても欠かせない医療技術
である。終末期がん患者や慢性疾患の終末期を在宅で療養する場合にも地域の
医療資源として緩和医療を安全かつ有効に行うことができる医療者を養成す
る。在宅医、訪問看護師、訪問薬剤師又は地域の調剤薬剤師、その他地域の医
療者が対象となる。

受入目標人数

＜修了要件＞必修科目（e-learninng）４単位を履修し、試験に合格すること。
がんプロキャンサーボードにおける緩和ケア症例検討会に２回以上参加するこ
と。又は国の定める緩和ケア研修会の受講をこれにあてることができる。
＜履修方法＞e-learning教材、TV会議によるセミナー、演習等で履修する。

＜必修科目＞
緩和医療（1単位）、在宅緩和ケア（1単位）、栄養，在宅栄養（1単位）
＜選択科目＞
がんプロキャンサーボードにおける緩和ケア症例検討会に２回以上参加する。
又は国の定める緩和ケア研修会の受講。

北陸地域で用いられている在宅緩和医療パスを用いて、病院から在宅へのシー
ムレスな連携を行うための医療者を養成する。在宅栄養にも重点をおく。

北陸信州の大学緩和ケアチームと緩和医療学会専門医、認定医、暫定指導医が
中心に教育を行う。緩和医療学会緩和ケア研修会が研修をサポートする。

コース修了者は、医師では施設の緩和ケアチーム医師、緩和ケア病棟医師、地
域緩和ケアチームのリーダーとしての活躍が期待できる。また、日本緩和医療
学会の専門医を目指す為の教育を提供できる。医師以外のスタッフでは、地域
緩和ケアチームのスタッフとして期待される。

平成29年10月



【様式２】

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

医師 2 2 2 2 8

計 0 2 2 2 2 8

教育プログラム・コースの概要

金沢医科大学大学院医学研究科生命医科学専攻

がんプロフェッショナルがん専門医リーダー養成コース

医学研究科生命医科学専攻大学院学生

４年

希少がんを含むがん患者を臓器横断的に診療できる専門家の養成を目指し、が
ん患者の思いに寄り添い、最新のエビデンスと情報を集めると同時に、患者・
家族の希望を叶えられるように努力できる、がん専門医師を養成する。

受入目標人数

＜修了要件＞博士課程に4年以上在学し、所定の単位数以上を修得し、かつ必要
な研究指導を受けた上、学位論文の審査に合格することで博士（医学）を授与
する。専門医養成コースの授業科目のうち必修科目12単位を含む15単位を修得
したものには北陸がんプロフェッショナル認定医の申請資格を授与する。
＜履修方法＞e-learning教材、TV会議によるセミナー、演習等で履修する。

＜必修科目＞腫瘍薬物学特論（1単位）、腫瘍放射線医学特論（1単位）、がん
緩和医療学特論（1単位）ほか9科目
＜選択科目＞分子腫瘍学特論、臨床統計学特論、臨床栄養学特論、臨床統計学
演習、分子生物学入門　がんゲノム学特論、在宅緩和ケア特論、老年医療学特
論、がんライフステージ演習、北信がんプロ科目（5科目）（各1単位）
全国規模のe-learning科目〔がんゲノム科目（1単位）、小児・AYAがん科目（1
単位）、希少がん科目（1単位）、ライフステージ科目（1単位）〕

金沢医科大学再生医療センターにおける希少がん等対象の免疫療法・再生医
療、金沢医科大学病院集学的医療部遺伝子医療センターにおける遺伝カウンセ
リングにおける独自の教育内容を有する。また金沢医科大大学院医学研究科腫
瘍内科学/金沢医科大学病院腫瘍内科では肉腫・神経内分泌腫瘍・原発不明癌な
どの臓器横断的分野の診療・教育・研究を行っている。

腫瘍内科学：元雄 良治、安本和生、再生医療学：下平 滋隆、先進呼吸器外科
学：浦本 秀隆、消化器外科治療学：小坂 健夫、遺伝子医療センター：新井田
要、をはじめとする本施設の教育スタッフが指導を行う。

本教育コースの修了者は、各専門分野の専門医・認定医等の資格を取得し、そ
の後は地域を問わず広く教育職・研究職・第一線の診療医として活躍できる。

平成30年4月



【様式２】

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

地域医療機関の
医師 1 2 2 2 2 9

計 1 2 2 2 2 9

教育プログラム・コースの概要

金沢医科大学大学院医学研究科生命医科学専攻

がん集学的治療医養成コース（インテンシブ）

地域でがん診療に携わる医師

１年（延長可）

富山県西部能登南部連合地域および能登北部地区を重点にがん診療に携わる医
師を対象として、希少がんや小児がんを含む様々ながんの集学的治療などに造
詣の深い医師を養成する。

受入目標人数

＜修了要件＞北信がんプロフェッショナル授業科目3単位以上の修得及びキャン
サーボードへの出席又は多職種連携セミナーへの参加。
＜履修方法＞全国規模のe-learning教材及び本事業が開催するがんゲノムシン
ポジウムにおける講義教材を利用して自己学習を行うのみならず、TV会議シス
テムを利用したキャンサーボード又は多職種連携セミナーへの参加による学修
を行う。

＜選択科目＞がんゲノム学特論（1単位）、小児・AYA世代・希少がん特論（1単
位）、在宅緩和ケア特論（1単位）、老年医療学特論（1単位）、北信オンコロ
ジーセミナー（1単位）、がんライフステージ演習（1単位）

当施設が実地医療を担当している地域のがん診療に携わる医師を対象として、
希少がんや小児がんを含む様々ながんの集学的治療の教育機会を提供する点に
新規性がある。

大学及び連携機関に所属するがん集学的治療のエキスパートであるスタッフ
が、様々ながん種に対する集学的治療を行うために必要なスキルをe-learning
又はシンポジウムで講義する（e-learningやシンポジウム参加、TV会議で受
講）。

本コースで養成された医師は、多職種と連携できるがん集学的治療のリーダー
として、地域基幹病院におけるがん医療に貢献する。

平成29年10月



【様式２】

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

看護師 2 2 2 2 8

計 0 2 2 2 2 8

教育プログラム・コースの概要

石川県立看護大学大学院看護学研究科（博士前期課程）看護学専攻実践看護学
領域成人看護学分野

がんライフステージコース

看護専門看護師コース大学院学生

２年

がん患者のQOLの向上を目的として、小児、AYA世代、壮年、高齢者といった各
ライフステージにおける痛みに関する知識・技術を駆使して、対象の治療・療
養・生活過程の全般を統合・管理し、卓越した看護ケアを提供できる看護師。
さらに、総合的な判断能力と組織的な問題解決力を持ち、専門領域における新
しい課題に挑戦し、現場のみならず、教育や政策の課題にも反映できる開発的
役割がとれる変革推進者として機能できる看護師。

受入目標人数

共通科目と各専門看護分野の専門科目から38単位の他に「がんライフステージ
演習」を履修すること。「がんライフステージ演習」は、各大学のTV会議シス
テムからの参加でも可能とする。

＜必修科目＞看護科学論（2単位）、看護研究（2単位）、フィジカルアセスメ
ント（2単位）、病態生理学（2単位）、臨床薬理学（２単位）、特別研究（6単
位）、成人看護学特論（2単位）、がん看護援助論（2単位）、がん病態治療学
特論（2単位）、緩和ケア演習Ⅰ（2単位）、がん看護学演習Ⅰ（2単位）、ほか
6科目
＜選択科目＞
コンサルテーション論（2単位）、ケアと哲学（2単位）、がんゲノム学特論（1
単位）、在宅緩和ケア特論（1単位）、老年医療学特論（1単位）、がんライフ
ステージ演習（1単位）、ほか5科目
全国規模のe-learning科目〔がんゲノム科目（1単位）、小児・AYAがん科目（1
単位）、希少がん科目（1単位）、ライフステージ科目（1単位）〕

本コースでの「がんライフステージ演習」は、テレビ会議システム等を活用
し、がん看護専門看護師養成コースを有する大学（石川県立看護大学、富山大
学、福井大学）が提携し、単位互換を可能とする。
従来の教育とは異なり、各大学の教授陣の専門を学ぶことが出来る。
講師として、がん看護、小児看護、老年看護、リエゾン看護の専門看護師を採
用することで、それぞれの専門性の視点から、各ライフステージにおけるがん
看護について理解を深めることができる。

北信越におけるがん看護専門看護師、小児看護専門看護師、老人看護専門看護
師、精神看護専門看護師を講師に迎え、講義や演習を通してライフステージに
おけるがん看護の特徴と支援の在り方を教授する。

本コース修了には北信がんプロNPO機構より「がんライフステージ・スペシャリ
スト」の認定を授与する。また、本コース修了生は、北信がんプロのインテン
シコース等で講義、演習を行い、さらに自身のキャリアアップを行う。

平成30年4月



【様式２】

大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

看護師 1 3 3 3 3 13

看護師以外の
多職種

1 2 2 2 2 9

計 2 5 5 5 5 22

教育プログラム・コースの概要

石川県立看護大学大学院看護学研究科（博士前期課程）看護学専攻実践看護学
領域成人看護学分野

がんライフケアコース（インテンシブ）

看護師、薬剤師、医師、理学・作業療法士、ソーシャルワーカー等

６月～１年

これまでのがん看護経験又はすでに取得している専門看護師が、がん看護、小
児看護、老年看護のそれぞれの専門性を活かし、全人的痛みに関する事例やミ
ニレクチャーを通して、小児、AYA世代、壮年、高齢者といった各ライフステー
ジにおける全人的痛みに関する生活過程の全般を統合・管理し、卓越した看護
ケアを提供できる看護師を養成する。

受入目標人数

＜修了要件＞がんライフステージ演習1単位以上の修得及び公開講演への参加。
＜履修方法＞TV会議によるセミナー、演習等で履修する。

＜必修科目＞がんライフステージ演習（1単位）、公開講演への参加。

北陸３県においてTV会議システムやWeb会議システムを利用して、各専門看護師
や薬剤師、医師で、緩和ケア、がんリハビリ、化学療法中の患者への疼痛ケア
事例について意見を交換をおこない、各対象に応じた緩和ケアの知識・技術を
得ることができる。

北陸3県のがん看護専門看護師と薬学部の学生、薬剤師を中心に、小児専門看護
師、老人看護専門看護師、薬剤師、医師、理学療法士がそれぞれの専門的立場
からテレビ会議システムを通して、事例検討する。それぞれの専門を互いに共
有することで、小児、AYA世代、老年期の特徴を理解すると共に患者の全人的理
解とそのケアについて検討していく。がん患者の会などとも連携を取り、事例
検討のうち1-2回は、患者会にも参加していただく。

本コース修了者は、地域基幹病院のみならず、僻地におけるがん医療に貢献す
る。また、この経験を生かし、看護師、学部生（看護、薬学、医学）への関わ
りの中で、次世代のがん医療従事者の育成に関わる。

平成29年10月



【様式３】

氏名 所属(研究科・専攻等)・職名 事業における役割

（事業責任者）

1 矢野　聖二
金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科医学専攻教授、がん
進展制御研究所教授

事業推進統括ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、北信がんプロ運営協
議会会長、総務委員会

2 山崎　光悦 金沢大学長 学長連絡協議会会長

3 吉崎　智一

金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科医学専攻教授、附属
病院研修医・専門医総合教育
ｾﾝﾀｰ長

広報委員会委員長

4 絹谷　清剛
金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科医学専攻教授、附属
病院核医学診療科長

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ間連携担当

5 中田　光俊
金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科医学専攻教授、附属
病院脳神経外科診療科長

がんﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ委員会委員長

6 溝上　敦
金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科医学専攻教授、附属
病院泌尿器科診療科長

教務委員会委員長

7 大島　正伸
金沢大学がん進展制御研究所
教授

広報委員会委員長

8 村山　敏典
金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科医学専攻教授、附属
病院臨床開発部長

北信地域がんﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ担当
（ｺｱﾒﾝﾊﾞｰ）

9 土屋　弘行
金沢大学医薬保健研究域医学
系教授、附属病院整形外科主
任教授

北信地域がんﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ担当
（ｺｱﾒﾝﾊﾞｰ）

10 衣斐　寛倫
金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科医学専攻准教授、が
ん進展制御研究所准教授

北信地域がんﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ担当
（ｺｱﾒﾝﾊﾞｰ）

11 堀　修
金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科医学専攻教授、大学
院医薬保健学総合研究科長

医学系内の調整

12 原田　憲一
金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科医学専攻教授

教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発・編成担当

13 蒲田　敏文
金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科医学専攻教授、附属
病院病院長

実習総括

14 谷本　梓
金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科医学専攻助教、がん
進展制御研究所助教

実習ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ担当（医学総括）

15 稲垣　美智子

金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科保健学専攻教授、大
学院医薬保健学総合研究科保
健学専攻長

北信がんプロ運営協議会委員、保健学系内の
調整

16 武村　哲治
金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科保健学専攻教授

保健学系内の調整

17 松下　良
金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科薬学専攻教授

北信がんプロ運営協議会

事業の実施体制（担当者一覧）



18 菅　幸生
金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科薬学専攻助教

教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発・編成担当

19 松永　司
金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科創薬科学専攻教授

薬学系内の調整

20 国嶋　崇隆

金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科創薬科学専攻教授、
大学院医薬保健学総合研究科
創薬科学専攻長

薬学系内の調整

21 玉井　郁巳

金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科薬学専攻教授、大学
院医薬保健学総合研究科薬学
専攻長

薬学専攻内の調整

22 濱田　州博 信州大学長 事業総括・学長連絡協議会委員

23 田中　栄司
信州大学学術研究院医学系教
授、大学院医学系研究科長

事業総括

24 小泉　知展
信州大学学術研究院医学系教
授（包括的がん治療学教室）

事業推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ、事業推進委員会委員
長、教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

25 中沢　洋三
信州大学学術研究院医学系教
授（小児科学教室）

教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発・編成担当

26 伊藤　研一
信州大学学術研究院医学系教
授（外科学第二教室）

事業推進委員会委員

27 塩沢　丹里
信州大学学術研究院医学系教
授（産婦人科教室）

事業推進委員会委員

28 古庄　知己
信州大学学術研究院医学系准
教授（遺伝子医療研究ｾﾝﾀｰ）

事業推進委員会委員

29 本田　孝行
信州大学学術研究院医学系教
授、医学部附属病院長

事業推進委員会委員

30 遠藤　俊郎 富山大学長 事業総括

31 齋藤　滋 富山大学附属病院長 事業推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ

32 林　龍二
富山大学附属病院臨床腫瘍部
教授

教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発・編成担当(総括)

33 長田　拓哉
富山大学附属病院集学的がん
診療ｾﾝﾀｰ人材育成部門長

広報戦略担当

34 北村　寛
富山大学大学院医学薬学研究
部泌尿器科教授

教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発・編成担当

35 関根　道和
富山大学大学院医学薬学研究
部疫学・健康政策学教授

教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発・編成担当

36 梶浦　新也
富山大学附属病院集学的がん
診療ｾﾝﾀｰ緩和ｹｱ部門長

実習ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ担当（総括）

37 牧野　輝彦
富山大学大学院医学薬学研究
部皮膚科准教授

実習ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ担当

38 新田　淳美
富山大学大学院医学薬学研究
部・薬物治療学研究室教授

富山地域での薬学関連事業の総括、金沢大学
や他大学病院との連携担当

39 藤　秀人
富山大学大学院医学薬学研究
部・医療薬学研究室教授

地域医療に対する実習・演習担当

40 櫻井　宏明
富山大学大学院医学薬学研究
部・がん細胞生物学教授

ｹﾞﾉﾑ医療に関する講義実施の総括

41 眞弓　光文 福井大学長 事業総括・学長連絡協議会委員

42 片山　寛次
福井大学大学院医学領域附属
病院部がん診療推進ｾﾝﾀｰ長

総務委員会委員、教務委員会委員、広報・Ｉ
ＣＴ委員会委員、ｷｬﾝｻｰﾎﾞｰﾄﾞ運営委員会委員



43 谷澤　昭彦
福井大学大学院医学領域
がん専門医育成推進講座教授

総務委員会委員、ｷｬﾝｻｰﾎﾞｰﾄﾞ運営委員会委
員、備品調達委員会委員

44 上野　栄一
福井大学大学院看護学領域
基礎看護学分野教授

広報・ＩＣＴ委員会委員、看護保健系会議委
員

45 磯見　智恵
福井大学大学院看護学領域成
人・老年看護分野教授

総務委員会委員、教務委員会委員

46 小林　基弘
福井大学大学院医学領域腫瘍
病理学分野教授

教務委員会委員

47 山下　芳範
福井大学大学院医学領域附属
病院部医療情報部准教授

備品調達委員会委員

48 繁田　里美
福井大学大学院看護学領域成
人・老年看護分野准教授

看護保健系会議委員

49 神田　享勉 金沢医科大学長 事業総括・学長連絡協議会委員

50 元雄　良治 金沢医科大学腫瘍内科学教授
金沢医科大学ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ、教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発・編
成担当

51 安本　和生 金沢医科大学腫瘍内科学教授 教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発・編成担当

52 下平　滋隆 金沢医科大学再生医療学教授 教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発・編成担当

53 浦本　秀隆
金沢医科大学呼吸器外科学教
授

教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発・編成担当

54 小坂　健夫
金沢医科大学消化器外科学教
授

教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発・編成担当

55 新井田　要
金沢医科大学総合医学研究所
准教授

教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発・編成担当

56 　石垣　和子
石川県立看護大学（看護学・
地域看護）学長

事業総括・学長連絡協議会委員

57 牧野　智恵
石川県立看護大学（看護学研
究科・がん看護）研究科長

事業推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ、事業推進委員会委員
長、教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

58 川島　和代
石川県立看護大学（看護学研
究科・老年看護）教授

がん看護教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発

59 西村　真実子
石川県立看護大学（看護学研
究科・小児看護）教授

がん看護教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発

60 岩城　直子
石川県立看護大学（看護学研
究科・がん看護）准教授

事業推進委員



【様式４】

該当する 該当しない
（組織運営関係）

ⅰ） 学生募集停止中の大学

○

ⅱ）

○

ⅲ）

○

ⅳ）

○

ⅴ）

○

（設置関係）

ⅵ）

○

ⅶ）

○

上記の回答について、間違いありません。

事業責任者職名・氏名　金沢大学がん進展制御研究所教授　矢野　聖二

申請時点において、再推費のプログラムの中間評価で、「中止する
ことが必要」と評価された大学（対象プログラムは別紙１のとお
り。）

設置計画履行状況等調査において、「警告」が付されている大学

平成28年度に実施した再推費の事後評価の結果において、「事業目
的が達成できなかった」と評価された大学（対象プログラムは別紙
１のとおり。）

大学、大学院、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基
準（平成15年文部科学省告示第45号）第1条第3号の要件を満たして
いない大学又は第2条第1号若しくは第2号のいずれかに該当する者
が設置する大学

以下に記載のⅰ）からⅶ）の各指標について、該当する場合は＜該当する＞欄に○を、該当しない場合は＜該当し
ない＞欄に○を記入してください。

申請資格の適合状況

学校教育法第109条の規定に基づき文部科学大臣の認証を受けた者
による直近の評価の結果、「不適合」の判定を受けている大学

「私立大学等経常費補助金」において、定員の充足状況に係る基準
以外の事由により、前年度に不交付又は減額の措置を受けた大学



【様式５】

　設置計画履行状況等調査への対応状況

　【指標への対応状況】対応済又は未対応に○。未対応の場合は対応予定時期を記入。

○ 未対応

　【実施計画】

対応済 （全学での対応完了時期）

申請の基礎となる教育改革の取組状況



多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン

取組の概要と推進委員会からのコメント 
 

整理番号 ５ 

申 請 担 当 大 学 

（ 連 携 大 学 ） 

金沢大学（計６大学） 

（信州大学、富山大学、福井大学、金沢医科大学、石川県立看護大学） 

プ ロ グ ラ ム 名 超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成 

 

事 業 推 進 責 任 者 
  
矢野 

 

聖二（金沢大学がん進展制御研究所腫瘍内科学教授） 

取 組 の 概 要 

本事業は、県の枠を超えた北信地域での戦略的がん医療人育成システム構築を目指す。6 大学の強みを生か

した最先端がんゲノム医療、小児・AYA 世代・希少がんの集学的治療、ライフステージに応じたケアを大学の

枠を超えて学習できる、共通科目や単位互換を導入した相互補完的教育コース（本科 10、インテンシブ 

9）を新設する。2 期がんプロで構築した TV 会議システムを発展させた北信オンコロジーセミナー等を定期

開催し、遠隔教育により多施設・多職種連携を推進する。さらに免疫チェックポイント阻害薬使用例など特

色ある症例の北信地域がんデータベースを構築し、学会・論文発表に使用して専攻生や教員の意欲を高める

と共に、地域がん対策に活用し成果を社会に還元する。これらの活動により、患者中心のチーム医療を行う

超少子高齢化地域で活躍できる先進的がん医療人を輩出し、将来の日本の超少子高齢化社会におけるがん医

療人材育成モデルを確立する。 

推進委員会からのコメント  ○ ：優れた点等、●：改善を要する点等 

○ 北信地域は超少子高齢化地域であり、本地域でのがん医療の進め方は、今後、他地域や都市圏でのがん

医療のモデルとして評価できる。 

○ 各大学の役割分担に具体性があり、かつ連携のメリットが明示されている点が評価できる。 

○ 相互補完的教育プログラムの追加と導入は、本事業活性化の点で評価できる。 

○ 地区医師会や患者会を含めた運営協議会を設置し、意思決定や運営を行うこと点は先進的な取組であり

評価できる。 

● 取組継続に関して、各大学の学長のガバナンスにおいて予算確保の継続は評価するが、中長期的戦略も

必要であり、公的資金以外にも資金確保の工夫を期待したい。 

● 事業計画の進捗管理・改善や北信地域がんデータベースの構築に関する方法論、実施体制等が提示され

ていない。 

● 少子高齢化と小児・AYA 世代のがん医療についてどのような問題点があり、どのように解決していくのか

明確となっていない。 

● 外部評価は隔年施行予定とあるが、アドバイス的、監査的要素も入れて毎年関与されるシステムの構築

が望ましい。 

● 北信地域の特徴は記してあるが、遠隔教育システムやデータベースを新たに構築する以外、その特徴に

対して、具体的な教育・研究活動が明瞭に示されていない。 

● 各大学の得意な領域を活用する趣旨は評価できるが、他大学の院生がどのような形でその恩恵に与れる

のか具体策が不明確である。 

● 人材養成モデルの情報発信の方法が不明確である。単なる教員、院生の研究成果の発表にとどまらない

よう考慮する必要がある。 

 



外部評価結果（総括） 
【評価結果】 
■問題や不十分な点はない。 
□一部問題や不十分な点がある。 
□全体的に不十分であるか、一部に重大な問題がある。 
［実施状況に関するコメント］ 
 北陸および信州地区の連携 6 大学がそれぞれの特徴を活かし連携しながら、第 3期がんプロ
の事業のスタートを順調に切ったと全体的に評価できる。第 3期がんプロのテーマであるゲノ
ム医療、小児・AYA世代のがん、希少がん、ライフステージに対応するがん医療に対応する医
療人の養成を 6 大学がそれぞれ分担する形を取っていることも優れた点である。事業計画によ
く練られた内容と新しい発想の取組みも盛り込まれて、非常に優れた内容である。初年度の取
組み内容は、6 大学の連携体制の構築、スタッフ研修、人材交流、市民啓発などが中心である
が、5 年間の準備状況として高く評価できる。 
（優れた点） 
 超少子高齢化地域としてモデルになる北信地域におけるがん医療人材の養成は今後の地域や
国全体のモデルになると考えられ、評価できる。 
がん登録データをベースにがん対策に活用するプランも評価できる。 

 海外 FD研修などで海外交流を深めている点が評価できる。 
 テレビ会議システムを利用して、大学およびがん拠点病院、協力病院などが参加する症例検
討会を開催して、北信地域のがん医療のレベルアップと均てん化に貢献している。 
 今年度は準備期間で、受入れはインテンシブコースのみであるが、おおむね目標とした受入
れ人数を達成している。次年度から本格的な教育が始まるので、多くの受入れ人数を期待した
い。 
（改善を要する点） 
 ホームページを一新して内容がわかりやすく、見やすくなった点は良いが、作成中の所がい
くつかあり、情報提供の上で遅れているので、改善をお願いしたい。 
 E-ラーニングが教育の中心であり、良い内容のものを多数作成して大変な努力とは思うが、
少し整備が遅れていて不十分な所があるので次年度の教育に間に合うように準備頂きたい。 
 第 2 期がんプロの大学院生が在籍しているので、引き続き教育に励んで頂くとともに、第 3
期がんプロとの関連（別個にやるのか、移行するのか）についても考慮、記載頂きたい。 
 ゲノム人材養成がにわかに重要課題として浮かび上がってきているが、北信がんプロ ではゲ
ノム人材のコースが大学院 2コース、インテンシブ 1コースのみと少ない。ゲノム医療の実現
のためにはゲノム医療の専門家だけでなく、関係する幅広い医療スタッフにある程度の知識を
普及啓発する活動も必要なので、可能であればインテンシブコースの形で追加することを考慮
頂きたい。また、がんプロ におけるゲノム医療人材養成の取組みとゲノム医療連携病院として
ゲノム医療実践との関連性を考慮しながら事業を進めて頂きたい。 
 多くのセミナー、シンポジウムを開催している点を評価するが、これらの開催はがんプロ事
業の一環であるということを意識して、がんプロの広報にも努めて頂くようお願いしたい。 

 





外部評価結果（委員提出用）

外部評価委員：

□願いします）

【評価結果】

口問題や不十分な点はない。

団一部問題や不十分な点がある。

口全体的に不十分であるか、 一部に重大な問題がある。

［実施状況に関するコメント］

本科コ ースヘの受入者数で若干懸念されるところもあるが、 全体的には特に大きな問題もな

く、 計画通りに進んでいる。

（優れた点）

北信がんプロは6大学の強みを生かし、 第3期がん対策推進基本計画の重点項目（ライフステ

ージにマッチした全人的なケア、 希少がん、 AYA/高齢者医療、 ゲノム医療と遺伝カウンセリ

ング、 希少がん病理診断、 在宅緩和ケア、 グリ ーフケアなど）の教育プログラムを新設してい

る点は評価に値する。 また、 2 8のがん診療連携拠点病院が参加する形で構築されているがん

登録デー タを活用しがん対策に活用するプランもよい。 世界の医療は今ものすごい勢いで進展

していることから、 国際シンポジウムを通して、 優れた人材を招聘する、 また海外FD研修会

を通して国際交流を深めている点は評価できる。

（改善を要する点）

◎海外FD研修会の成果として、 得られた知識をベ ー スとして新しいe-Learning講座が開設

される、 あるいは新しい人脈が継承されるように例えばフェロ ー シップを設けて、 人材交流を

継続するなどの工夫があるといい。

◎全国と比較して15年以上進んだ『少子高齢化社会』のニーズは他の地域と比較してどのよ

うに異なるのかが明示されるといい。 社会のニーズを'15年以上先取りした地域のがんプロ養

成講座とはどうあるべきか。 患者・家族・医療関係者ならびに地域の病診連携もふくめ、 その

ような観点からこの地域のがん診療体制全体の現状と課題を説明し、 その解決策となるよう

に、 がんプロ育成プログラムに育て上げ、 全国の「モデル」になっていただきたい。
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